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4. 環境影響評価方法書からの変更内容の概要 

 4.1. 環境影響評価項目の選定の変更 

  （1）環境影響要因の変更 

         環境影響評価の項目の選定は、実施する事業における環境影響を及ぼすおそれのある要因について、直接又は間接的にその影響を受けるおそれのある環境要素に係る項目を基本に選定した。 

方法書 

項  目 内     容 

工
事
に
よ
る
影
響 

資材等の運搬 

事業の実施に伴い、事業予定地、周辺地域において資材等の

運搬の工事車両の走行が予定されるため、環境影響要因とし

て選定する。 

 

重機の稼働 

事業の実施に伴い、事業予定地において工事中の重機の稼

働が予定されるため、環境影響要因として選定する。 

 

切土・盛土・掘

削等 

事業の実施に伴い、事業予定地において盛土、切土、掘削が

予定されるため、環境影響要因として選定する。 

 

 

 

 

工事に伴う排

水 

地下掘削等の排水は想定されないが、降雨による濁水の発生

が予想されるため、環境影響要因として選定する。 

 

存
在
に
よ
る
影
響 

改変後の地形 

事業の実施に伴い、事業予定地において地形の改変が予定さ

れるため、環境影響要因として選定する。 

 

樹木伐採後の

状態 

事業予定地の樹木の量はわずかであるが、保全すべき樹木の

影響について評価するため、環境影響要因として選定する。 

 

改変後の河川 

事業の実施に伴い、直接の河川の改変は想定されないが、供

用後における河川流等の変化が予測されることから、環境影響

要因として選定する。 

工作物の出現 

事業の実施に伴い、大規模な工作物は想定されないものの、

事業予定地には軟弱地盤が分布しているため、環境影響要因

として選定する。 

供
用
に
よ
る
影
響 

施設の稼働 

事業の実施に伴い、事業予定地においてあらたな施設の稼働

が想定されるため、環境影響要因として選定する。 

 

人の居住・利

用 

事業の実施に伴い、事業予定地にはあらたな人の居住・利用

が想定されることから、環境影響要因に選定する。 

 

資材・製品・人

等の運搬、輸

送 

事業の実施に伴い、事業予定地、周辺地域では資材・製品・人

等の運搬、輸送に係る交通量の増加が予想されることから、環

境影響要因として選定する。 

 

 

審査会資料 

項  目 内     容 

工事による影響 

資材等の運搬 

事業の実施に伴い、事業予定地周辺地域におい

て（事業予定地内は含まない）資材等の運搬の工

事車両の走行が予定されるため、環境影響要因と

して選定する。 

重機の稼働 

事業の実施に伴い、事業予定地において工事中

の重機の稼働（資材等の運搬を含む）が予定され

るため、環境影響要因として選定する。 

切土・盛土・
発破・掘削等 

事業の実施に伴い、事業予定地において盛土、

切土、掘削が予定されるため、環境影響要因とし

て選定する。 

建築物等の建
築 

大規模な建築物等の建築は想定していないが、調整

池や地下埋設物の雨水排水路の設置が考えられる

ため、環境影響要因として選定する。 

工事に伴う排
水 

地下掘削等の排水は想定されないが、降雨による

濁水の発生が予想されるため、環境影響要因とし

て選定する。 

存在による影響 

改変後の地形 

事業の実施に伴い、事業予定地において地形の

改変が予定されるため、環境影響要因として選定

する。 

樹木伐採後の
状態 

事業予定地の樹木の量はわずかであるが、保全

すべき樹木の影響について評価するため、環境

影響要因として選定する。 

改変後の河
川・湖沼 

事業の実施に伴い、直接の河川の改変は想定さ

れないが、供用後における河川流等の変化が予

測されることから、環境影響要因として選定する。 

工作物の出現 

事業の実施に伴い、大規模な工作物は想定され

ないものの、事業予定地には軟弱地盤が分布して

いるため、環境影響要因として選定する。 

供用による影響 

施設の稼働 

事業の実施に伴い、事業予定地において、あらた

に業務用地に立地する施設の稼働が想定される

ため、環境影響要因として選定する。 

人の居住・利
用 

事業の実施に伴い、事業予定地にはあらたな人

の居住・利用が想定されることから、環境影響要因

に選定する。 

資材・製品・
人等の運搬・
輸送 

事業の実施に伴い、事業予定地、周辺地域では

資材・製品・人等の運搬、輸送に係る交通量の増

加が予想されることから、環境影響要因として選定

する。 

審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22年 8月 6日から 

       平成 23年 1月にかけて環境影響評価方法書が審査された際 

       に提出した資料 

準備書 

項  目 内     容 

工事による影響 資材等の運搬 事業の実施に伴い、事業予定地周辺地域におい
て（事業予定地内は含まない）資材等の運搬の
工事車両の走行が予定されるため、環境影響要
因として選定した。 

重機の稼働 事業の実施に伴い、事業予定地において工事中
の重機の稼働（資材等の運搬を含む）が予定さ
れるため、環境影響要因として選定した。 

切土・盛土・発
破・掘削等 

事業の実施に伴い、事業予定地において盛土、
切土、掘削が予定されるため、環境影響要因と
して選定した。 

建築物等の建築 本事業は、都市基盤整備を行う事業であり、調整
池や地下埋設物の雨水管渠の設置が予定されるた
め、環境影響要因として選定した。 

工事に伴う排水 造成工事中の降雨による濁水の発生が想定さ
れるため、環境影響要因として選定した。 
 

存在による影響 改変後の地形 事業の実施に伴い、事業予定地において地形及
び農業用水路の改変が予定されるため、環境影
響要因として選定した。 

樹木伐採後の状
態 

事業予定地の樹木の量はわずかであるが、樹林
地等の伐採が予定されるため、環境影響要因と
して選定した。 

改変後の河川・
湖沼 

事業の実施に伴い、供用後における河川流等の
変化が想定されるため、環境影響要因として選
定した。 

工作物等の出現 事業の実施に伴い、事業予定地には軟弱地盤の
分布が想定されるため、環境影響要因として選
定した。 

供用による影響 施設の稼働 事業の実施後、事業予定地には新たに業務用地
に立地する施設の稼働が想定されるため、環境
影響要因として選定した。 

人の居住・利用 事業の実施後、事業予定地には新たな人の居
住・利用が想定されるため、環境影響要因とし
て選定した。 

資材・製品・人
等の運搬、輸送 

事業の実施後、事業予定地及び周辺地域では、
資材・製品・人等の運搬、輸送に係る交通量の
増加が想定されるため、環境影響要因として選
定した。 
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  （2）環境影響要素の抽出及び環境影響評価項目の選定 

          環境影響要素の抽出及び環境影響評価項目の選定については、以下のとおり追加及び変更した。 

 

方法書 

資
材
等
の
運
搬

重
機
の
稼
働

切
土
・
盛
土
・
発

破
・
掘
削
等

建
築
物
等
の
建
築

工
事
に
伴
う
排
水

そ
の
他

改
変
後
の
地
形

樹
木
伐
採
後
の
状
態

改
変
後
の
河
川

・
湖
沼

工
作
物
等
の
出
現

そ
の
他

自
動
車
鉄
道
等
の

走
行

施
設
の
稼
働

人
の
居
住
・
利
用

有
害
物
質
の
使
用

農
薬
肥
料
の
使
用

資
材
・
製
品
・
人
等

の
運
搬
・
輸
送

そ
の
他

大 二酸化窒素 ● ● ●

気 二酸化硫黄

環 浮遊粒子状物質 ● ● ●

境 粉じん ● ● ●

有害物質

その他

騒音 騒音 ● ● ●

振動 振動 ● ● ●

低周波音 低周波音

悪臭 悪臭

その他

水 水の汚れ

環 水の濁り ● ●

境 富栄養化

溶存酸素

有害物質

水温

その他(ｐH) ●

底質 底質

地下水汚染 地下水汚染

水源

河川流・湖沼 ● ●

地下水・湧水 ● ●

海域

水辺環境 ● ● ●

その他

土 現況地形 ●

壌 注目すべき地形

環 土地の安定性

境 地盤沈下 地盤沈下 ● ● ●

土壌汚染 土壌汚染 ●

その他

電波障害 電波障害

日照阻害 日照阻害

風害 風害

その他

植物 植物相及び注目すべき種 ● ●

植生及び注目すべき群落 ● ●

樹木・樹林等 ● ●

森林等の環境保全機能（水田）

動物 動物相及び注目すべき種 ● ● ● ●

注目すべき生息地 ● ● ● ●

地域を特徴づける生態系 ● ● ● ●

景観 自然的景観資源 ●

文化的景観資源 ●

眺望 ●

自然との触れ合いの場 ●

指定文化財等 ● ※

廃棄物 ●

残土 ●

水利用

その他

二酸化炭素 ※ ● ●

その他の温室効果ガス

オゾン層破壊物質

熱帯材使用 ※

その他

そ
の
他
の
環
境

存在による影響 供用による影響工事による影響

環境影響要素の区分　　 環境影響要因の区分

温室効果ガス
等

廃棄物等

文化財

自然との触れ
合いの場

大気質

水質

水象

地形･地質

●

●

●

生態系

 
注）●：設定項目、◎：重点化項目、△：簡略化項目、※：配慮項目 

 

 

  審査会資料 

(1) 環境影響要因「改変後の河川・湖沼」に「水質（水の汚れ）」を追加 

 

 「水質（水の汚れ）」については、環境影響評価方法書において選定しておらず、

「事業予定地の汚水は、分流式による管路を道路敷内に敷設し、東側地区界付近に

埋設されている汚水幹線に接続する。したがって、水の汚れについては、供用後公

共下水道に排水されるため、ほとんど影響がないものとし選定しないものとした。」

としていたが、事業予定地内の多くの農業用水路は廃止となるため、事業予定地の

上流の農業用水路は、事業地内に水路（暗渠）を設置し下流側の水路に接続される。

このため、事業予定地下流側での河川の水量の変化は少ないものと考えられるが、

水量、水質や河川の状況など不確実な点があるため、環境影響評価準備書において

項目を追加した。 

(2) 環境影響要因「工作物の出現」の「水質（その他(ｐH）」を「建築物等の建

築」の「水質（その他(ｐH）」に変更 

 

 「水質（その他(ｐH）」については、存在による影響「工作物の出現」を選定し

ていたが、調整池、地下埋設物の雨水排水路の設置により、コンクリートの使用が

考えられることから、工事による影響を選定し、環境影響評価準備書において環境

影響要因を変更した。 

(3) 環境影響要因「切土･盛土･発破･掘削等」の「土壌汚染（土壌汚染）」を配慮

項目に変更 

 

 「土壌汚染（土壌汚染）」については、事業予定地の自然由来の汚染物質の存在

を把握するため、土壌汚染対策法に準じる土地履歴調査を行った結果、土壌汚染の

恐れがある区域は確認されなかったこと、搬入土に関して事前の確認を行うこと、

事業により有害物質等の大気中、水域等への排出、使用、保管がないことから配慮

項目とした。 

(4) 環境影響要因「改変後の地形」に「植物（森林等の環境保全機能(水田)）」

を追加 

 

 「植物（森林等の環境保全機能(水田)）」については、環境影響評価方法書にお

いて選定しておらず、「事業予定地の水田の有する保水機能については、水象にお

ける項目で評価することとした。洪水調節機能ついては、事業予定地に設置される

調整池によって替わるものとし、選定しないものとした。」としていたが、事業予

定地には水田が存在し、工事完了後の土地の形状の変更に伴い、地下水かん養機能

や洪水防止機能への影響が考えられるが、これらの予測が困難であるため、環境影

響評価準備書において配慮項目として追加した。 

(5) 環境影響要因「施設の稼働」に「温室効果ガス等（二酸化炭素）」を追加 

 

 「温室効果ガス等（二酸化炭素）」については、環境影響要因として、「施設の

稼働」の影響も考えられることから、環境影響評価準備書において配慮項目として

追加した。 

審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22年 8月 6日から 

        平成 23年 1月にかけて環境影響評価方法書が審査された際 

        に提出した資料 

 

 

 

 

 

 

 

準備書 

(1) 環境影響要因「改変後の河川・湖沼」に「水質（水の汚れ）」を追加 

 

 「水質（水の汚れ）」については、環境影響評価方法書において選定しておら

ず、「事業予定地の汚水は、分流式による管路を道路敷内に敷設し、東側地区界

付近に埋設されている汚水幹線に接続する。したがって、水の汚れについては、

供用後公共下水道に排水されるため、ほとんど影響がないものとし選定しないも

のとした。」としていたが、事業予定地内の多くの農業用水路は廃止となる。 

事業予定地西側（上流側）から流入してきた農業用水は、事業予定地内で切り回して、

新たに設置する農業用水管渠にそのまま流入させ、事業予定地東側（下流側）の既存雨

水管渠を経て、笊川へと排水されるため、笊川への全体の排水量は変わらないが、一部

の区間において減少すると考えられることから、選定項目とした。 

(2) 環境影響要因「改変後の地形」に「地形･地質（土地の安定性）」を追加 

 

 「地形･地質（土地の安定性）」については、周辺地域の地形は平坦であり、土

地の形状の変更、水象の変化等に伴い崩壊の可能性がある斜面等は存在しないこ

とから、選定しない項目としていたが、地質調査結果により、液状化の判定を行

う必要がある土層を確認したことから選定項目とした。 
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（3）環境影響評価項目に選定する理由、選定しない理由 

          環境影響評価項目に選定する理由、選定しない理由については、以下のとおりである。  

 ■環境影響評価項目に選定する理由 

方法書 審査会 準備書 

環境影響要素 区分 選定する理由 環境影響要素 区分 選定する理由 環境影響要素 区分 選定する理由 

大 

気 

質 

二酸化

窒素 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、工事中の資材等の運搬に用いる

車両の走行並びに重機の稼働に伴う排出ガスによる影響が

考えられる。 

二酸化窒素 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在

する。これらの保全対象について、工事中の資材等の

運搬に用いる車両の走行並びに重機の稼働に伴う排

出ガスによる影響が考えられることから選定項目と

する。 
二酸化窒素 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、工事中の資材等の運搬に用い

る車両の走行並びに重機の稼働に伴う排出ガスによる影

響が考えられることから選定項目とした。 

供用に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、供用後の資材、製品、人等の運

搬・輸送に用いる車両の走行に伴う排出ガスによる影響が考

えられる。 

供用に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在

する。これらの保全対象について、供用後の資材、製

品、人等の運搬・輸送に用いる車両の走行に伴う排出

ガスによる影響が考えられることから選定項目とす

る。 

供用に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、供用後の資材、製品、人等の

運搬・輸送に用いる車両の走行に伴う排出ガスによる影響

が考えられることから選定項目とした。 

浮遊粒

子状物

質 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、工事中の資材等の運搬に用いる

車両の走行並びに重機の稼働に伴う排出ガスによる影響が

考えられる。 
浮遊粒子状物

質 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在

する。これらの保全対象について、工事中の資材等の

運搬に用いる車両の走行並びに重機の稼働に伴う排

出ガスによる影響が考えられることから選定項目と

する。 浮遊粒子状物

質 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、工事中の資材等の運搬に用い

る車両の走行並びに重機の稼働に伴う排出ガスによる影

響が考えられることから選定項目とした。 

供用に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、供用後の資材、製品、人等の運

搬・輸送に用いる車両の走行に伴う排出ガスによる影響が考

えられる。 

供用に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在

する。これらの保全対象について、供用後の資材、製

品、人等の運搬・輸送に用いる車両の走行に伴う排出

ガスによる影響が考えられることから選定項目とす

る。 

供用に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、供用後の資材、製品、人等の

運搬・輸送に用いる車両の走行に伴う排出ガスによる影響

が考えられることから選定項目とした。 

粉じん 
工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、工事中の資材等の運搬に用いる

車両の走行、重機の稼働並びに切土・盛土・掘削等に伴う粉

じんの影響が考えられる。 

粉じん 
工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在

する。これらの保全対象について、工事中の資材等の

運搬に用いる車両の走行、重機の稼働並びに切土・盛

土・掘削等に伴う粉じんの影響が考えられることから

選定項目とする。 

粉じん 
工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、工事中の資材等の運搬に用い

る車両の走行、重機の稼働並びに切土・盛土・掘削等に伴

う粉じんの影響が考えられることから選定項目とした。 

騒 

音 
騒音 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、工事中の資材等の運搬に用いる

車両の走行並びに重機の稼働に伴う騒音の影響が考えられ

る。 
騒音 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在

する。これらの保全対象について、工事中の資材等の

運搬に用いる車両の走行並びに重機の稼働に伴う騒

音の影響が考えられることから選定項目とする。 
騒音 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、工事中の資材等の運搬に用い

る車両の走行並びに重機の稼働に伴う騒音の影響が考え

られることから選定項目とした。 

供用に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、供用後の資材、製品、人等の運

搬・輸送に用いる車両の走行に伴う騒音の影響が考えられ

る。 

供用に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在

する。これらの保全対象について、供用後の資材、製

品、人等の運搬・輸送に用いる車両の走行に伴う騒音

の影響が考えられることから選定項目とする。 

供用に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、供用後の資材、製品、人等の

運搬・輸送に用いる車両の走行に伴う騒音の影響が考えら

れることから選定項目とした。 

振 

動 
振動 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、工事中の資材等の運搬に用いる

車両の走行並びに重機の稼働に伴う振動の影響が考えられ

る。 
振動 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在

する。これらの保全対象について、工事中の資材等の

運搬に用いる車両の走行並びに重機の稼働に伴う振

動の影響が考えられることから選定項目とする。 
振動 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、工事中の資材等の運搬に用い

る車両の走行並びに重機の稼働に伴う振動の影響が考え

られることから選定項目とした。 

供用に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、供用後の資材、製品、人等の運

搬・輸送に用いる車両の走行に伴う振動の影響が考えられ

る。 

供用に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在

する。これらの保全対象について、供用後の資材、製

品、人等の運搬・輸送に用いる車両の走行に伴う振動

の影響が考えられることから選定項目とする。 

供用に 

よる影響 

事業予定地周辺には、住宅地域や学校、病院等が存在する。

これらの保全対象について、供用後の資材、製品、人等の

運搬・輸送に用いる車両の走行に伴う振動の影響が考えら

れることから選定項目とした。 

水 

質 

   水の汚れ 
存在に 

よる影響 

事業予定地内の多くの農業用水路は廃止となるため、

事業予定地の上流の農業用水路は、事業地内に水路

（暗渠）を設置し下流側の水路に接続される。このた

め、事業予定地下流側での河川の水量の変化は少ない

ものと考えられるが、水量、水質や河川の状況など不

確実な点があるため、選定項目とする。 

水の汚れ 
存在に 

よる影響 

事業予定地内の農業用水路は廃止となる。 

事業予定地西側（上流側）から流入してきた農業用水は、事業

予定地内で切り回して、新たに設置する農業用水管渠にそのま

ま流入させ、事業予定地東側（下流側）の既存雨水管渠を経て、

笊川へと排水されるため、笊川への全体の排水量は変わらない

が、一部の区間において減少すると考えられることから、選定

項目とした。 

水の 

濁り 

工事に 

よる影響 

工事中の切土・盛土・掘削等による裸地の発生に伴い、降雨

時に下流の公共用水域への濁水発生の影響が考えられる。 
水の濁り 

工事に 

よる影響 

工事中の切土・盛土・掘削等による裸地の発生に伴い、

降雨時に下流の公共用水域への濁水発生の影響が考

えられることから選定項目とする。 

水の濁り 
工事に 

よる影響 

工事中の切土・盛土・掘削等による裸地の発生に伴い、笊

川への降雨による濁水の影響が考えられることから選定

項目とする。 

ｐH 
存在に 

よる影響 

大規模な地下埋設物の工事等は想定していないが、現時点に

おいて大量のコンクリートの使用に関し不確実な点がある

ため、選定項目とする。 

ｐH 
工事に 

よる影響 

調整池、地下埋設物の雨水排水路の設置により、コン

クリートの使用が考えられるため、選定項目とする。 
ｐH 

工事によ

る影響 

調整池、地下埋設物の雨水管渠の設置により、コンクリー

トの使用が考えられることから選定項目とした。 
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方法書 審査会 準備書 

環境影響要素 区分 選定する理由 
環境影響

要素 
区分 選定する理由 

環境影響要

素 
区分 選定する理由 

水 

象 

河川流 
存在に 

よる影響 

河川からの取水といった影響はないが、面開発による河川流

量の変化等が考えられることから選定項目とする。 
河川流 

存在に 

よる影響 

河川からの取水といった影響はないが、面開発による河川

流量の変化等が考えられることから選定項目とする。 

河川流・湖

沼 

存在に 

よる影響 

河川からの取水といった影響はないが、工事完了後の土地

の形状の変更に伴い、事業予定地からの雨水流出量の変化

が考えられることから選定項目とした。 

地下水 

・湧水 

工事に 

よる影響 

工事中の掘削等により、地下水を分断することが想定され選

定項目とする。 

地下水 

・湧水 

工 事 に よ

る影響 

工事中の掘削等により、地下水を分断することが想定され

選定項目とする。 
地下水・湧

水 

  

工事に 

よる影響 

工事中の掘削等により、地下水を分断することが想定され

選定項目とした。 

存在に 

よる影響 

大規模な地下構造物の設置は想定していないが、計画が未定

であることから選定項目とする。 

存 在 に よ

る影響 

大規模な地下構造物の設置は想定していないが、計画が未

定であることから選定項目とする。 

存在に 

よる影響 

大規模な地下構造物の設置は予定していないが、工事完了

後の土地の形状の変更に伴い、事業予定地からの雨水流出

量の変化による地下水位への影響が考えられることから

選定項目とした。 

水辺環

境 

工事に 

よる影響 

事業予定地に隣接して親水空間として整備された笊川が存

在する。直接河川を改変するものではないが、工事中の粉じ

ん等の影響が考えられる。 

水辺環境 

工事に 

よる影響 

事業予定地に隣接して親水空間として整備された笊川が存

在する。直接河川を改変するものではないが、工事中の粉

じん等の影響が考えられることから選定項目とする。 

水辺環境 

工事に 

よる影響 

事業予定地に隣接して親水空間として整備された笊川・旧

笊川が存在する。直接河川を改変するものではないが、工

事中の濁水等の笊川への流入による影響が考えられるこ

とから選定項目とした。 

存在に 

よる影響 

事業予定地に隣接して親水空間として整備された笊川が存

在する。直接河川を改変はしないが、土地の改変に伴う自然

性の変化等の影響が考えられる。 

存在に 

よる影響 

事業予定地に隣接して親水空間として整備された笊川が存

在する。直接河川を改変はしないが、土地の改変に伴う自

然性の変化等の影響が考えられることから選定項目とす

る。 

存在に 

よる影響 

事業予定地に隣接して親水空間として整備された笊川・旧

笊川が存在する。直接河川を改変するものではないが、工

事完了後の土地の形状の変更に伴い、事業予定地からの雨

水流出量の変化による笊川への自然性に対する影響が考

えられることから選定項目とした。 

地 

形 

・ 

地 

質 

現況 

地形 

存在に 

よる影響 

工事完了後の土地の形状の変更に伴う、現況地形の改変等の

影響が考えられる。 
現況地形 

存在に 

よる影響 

工事完了後の土地の形状の変更に伴う、現況地形の改変等

の影響が考えられることから選定項目とする。 
現況地形 

存在に 

よる影響 

工事完了後の土地の形状の変更に伴う、現況地形の改変等

の影響が考えられることから選定項目とした。 

            
土地の安定

性 

存在に 

よる影響 

周辺地域の地形は平坦であり、土地の形状の変更、水象の

変化等に伴い崩壊の可能性がある斜面等は存在しない。し

かし、地質調査結果により、液状化の判定を行う必要があ

る土層を確認したことから選定項目とした。 

地 

盤 

沈 

下 

地盤 

沈下 

工事に 

よる影響 

事業予定地の北東側には、軟弱地盤が分布している。工事中

の盛土の影響により、地盤沈下を発生することが考えられ

る。 

地盤沈下 

  

工事に 

よる影響 

事業予定地の北東側には、軟弱地盤が分布している。工事

中の盛土の影響により、地盤沈下を発生することが考えら

れることから選定項目とする。 

地盤沈下 

工事に 

よる影響 

事業予定地の北東側には、軟弱地盤が分布している。工事

中の盛土により、地盤の圧密沈下による影響が考えられる

ことから選定項目とした。 

存在に 

よる影響 

地下水の揚水、地下掘削工事及び構造物の設置の予定はない

ものの、事業予定地周辺には軟弱地盤が分布しており、事業

予定地の一部は沈下が見られる箇所があることから、工事完

了後の土地の形状の変更に伴う地盤沈下の影響が考えられ

る。 

存在に 

よる影響 

地下水の揚水、地下掘削工事及び構造物の設置の予定はな

いものの、事業予定地周辺には軟弱地盤が分布しており、

事業予定地の一部は沈下が見られる箇所があることから、

工事完了後の土地の形状の変更に伴う地盤沈下の影響が考

えられることから選定項目とする。 

存在に 

よる影響 

地下水の揚水、地下掘削工事及び構造物の設置の予定はな

いものの、事業予定地北東側には軟弱地盤が分布してい

る。工事完了後において建築物の存在により地盤の圧密沈

下による影響が考えられることから選定項目とした。 

土 

壌 

汚 

染 

土壌 

汚染 

工事によ

る影響 

搬入土に関しては、事前の確認を行うこととしているが、事

業予定地について自然由来の汚染物質の存在、現時点におい

て詳細な土地利用の履歴が不明であることから、選定項目と

する。 

土壌汚染 
工事によ

る影響 

事業により有害物質等の大気中、水域等への排出、使用、

保管がないことや､現時点で土壌汚染が想定されないので、

土壌汚染対策法で適切な対応をすることから配慮項目とす

る。 

土壌汚染 
工事に 

よる影響 

事業実施により有害物質等の大気中、水域への排出、使用、

保管がないことや、土地履歴調査の結果、土壌汚染の恐れが

ある土地は確認されてないこと、及び土壌汚染対策法で適切

な対応をすることから配慮項目とした。 

植 

物 

植物相

及び 

注目 

すべき 

種 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路に生育

環境を依存する植物種が生育している。これらの保全対象に

ついて、工事中の切土・盛土・掘削等に伴う生育環境の変化

等の影響が考えられる。 
植物相及

び 

注目すべ

き種 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路に生

育環境を依存する植物種が生育している。これらの保全対

象について、工事中の切土・盛土・掘削等に伴う生育環境

の変化等の影響が考えられることから選定項目とする。 植物相及び 

注目すべき

種 

工事に 

よる影響 

事業予定地及び周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路

に生育環境を依存する植物種が生育している。これらの保

全対象について、工事中の切土・盛土・掘削等に伴う生育

環境の変化等の影響が考えられることから選定項目とし

た。 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路に生育

環境を依存する植物種が生育している。これらの保全対象に

ついて、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生育環境の変

化等の影響が考えられる。 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路に生

育環境を依存する植物種が生育している。これらの保全対

象について、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生育環

境の変化等の影響が考えられることから選定項目とする。 

存在に 

よる影響 

事業予定地及び周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路

に生育環境を依存する植物種が生育している。これらの保

全対象について、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生

育環境の変化等の影響が考えられることから選定項目と

した。 

植生 

及び 

注目 

すべき 

群落 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺における植生は、水田雑草群落及び畑地雑草

群落を中心としたものとなっている。これらの耕作地帯につ

いて、工事中の切土・盛土・掘削等に伴う生育環境の変化等

の影響が考えられる。 

植生及び 

注目すべ

き 

群落 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺における植生は、水田雑草群落及び畑地雑

草群落を中心としたものとなっている。これらの耕作地帯

について、工事中の切土・盛土・掘削等に伴う生育環境の

変化等の影響が考えられることから選定項目とする。 
植生及び 

注目すべき 

群落 

工事に 

よる影響 

事業予定地及び周辺における植生は、水田雑草群落及び畑

地雑草群落を中心としたものとなっている。これらの植生

について、工事中の切土・盛土・掘削等に伴う生育環境の

変化等の影響が考えられることから選定項目とした。 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺における植生は、水田雑草群落及び畑地雑草

群落を中心としたものとなっている。これらの耕作地帯につ

いて、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生育環境の変化

等の影響が考えられる。 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺における植生は、水田雑草群落及び畑地雑

草群落を中心としたものとなっている。これらの耕作地帯

について、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生育環境

の変化等の影響が考えられることから選定項目とする。 

存在に 

よる影響 

事業予定地及び周辺における植生は、水田雑草群落及び畑

地雑草群落を中心としたものとなっている。これらの植生

について、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生育環境

の変化等の影響が考えられることから選定項目とした。 
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方法書 審査会 準備書 

環境影響要素 区分 選定する理由 
環境影響

要素 
区分 選定する理由 

環境影響要

素 
区分 選定する理由 

植 

物 

樹木・

樹林等 

工事に 

よる影響 

周辺地域には、緑の保全の観点から重要と判断される大径

木、樹林等は存在しないが、事業実施区域内には屋敷林（イ

グネ）が存在し景観上も重要であるため影響の程度について

検討する。 樹木・樹

林等 

工事に 

よる影響 

周辺地域には、緑の保全の観点から重要と判断される大径

木、樹林等は存在しないが、事業実施区域内には屋敷林（イ

グネ）が存在し景観上も重要であるため影響の程度につい

て検討する。 
樹木・樹林

等 

  

工事に 

よる影響 

 

存在によ

る影響  

事業予定地周辺には、緑の保全の観点から重要と判断され

る大径木、樹林等は存在しないが、巨樹・巨木としての富

田のけやきが見られるが、事業予定地外であり、事業によ

る伐採等は行われない。事業予定地には緑の保全の観点か

ら重要と判断される大径木、樹林等や、巨樹・巨木も存在

していないが、樹林地等が存在し景観上も重要であると考

えられることから選定項目とした。 

  

存在に 

よる影響 

周辺地域には、緑の保全の観点から重要と判断される大径

木、樹林等は存在しないが、事業実施区域内には屋敷林（イ

グネ）が存在し景観上も重要であるため影響の程度について

検討する。 

存在に 

よる影響 

周辺地域には、緑の保全の観点から重要と判断される大径

木、樹林等は存在しないが、事業実施区域内には屋敷林（イ

グネ）が存在し景観上も重要であるため影響の程度につい

て検討する。 

   

森林等の

環境保全

機 能 ( 水

田) 

存在に 

よる影響 

事業予定地には水田が存在し、工事完了後の土地の形状の

変更に伴い、地下水かん養機能や洪水防止機能への影響が

考えられるが、これらの予測が困難であるため、配慮項目

とする。 

森林等の環

境保全機能

(水田) 

存在に 

よる影響 

事業予定地には水田が存在し、工事完了後の土地の形状の

変更に伴い、地下水かん養機能や洪水防止機能への影響が

考えられるが、これらの予測が困難であるため、配慮項目

とした。 

動 

物 

動物相

及び 

注目す

べき種 

  

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路に生息

環境を依存する動物種が生息している。これらの保全対象に

ついて、工事中の資材等の運搬に用いる車両の走行、重機の

稼働並びに切土・盛土・掘削等に伴う動物相の変化等の影響

が考えられる。 

動物相及

び 

注目すべ

き種 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路に生

息環境を依存する動物種が生息している。これらの保全対

象について、工事中の資材等の運搬に用いる車両の走行、

重機の稼働並びに切土・盛土・掘削等に伴う動物相の変化

等の影響が考えられることから選定項目とする。 
動物相及び

注目すべき

種 

工事に 

よる影響 

事業予定地及び周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路

に生息環境を依存する動物種が生息している。これらの保

全対象について、工事中の資材等の運搬に用いる車両の走

行、重機の稼働並びに切土・盛土・掘削等に伴う動物相の

変化等の影響が考えられることから選定項目とした。 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路に生息

環境を依存する動物種が生息している。これらの保全対象に

ついて、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生息環境の変

化等の影響が考えられる。 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路に生

息環境を依存する動物種が生息している。これらの保全対

象について、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生息環

境の変化等の影響が考えられることから選定項目とする。 

存在に 

よる影響 

事業予定地及び周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路

に生息環境を依存する動物種が生息している。これらの保

全対象について、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生

息環境の変化等の影響が考えられることから選定項目と

した。 

注目す

べき生

息地 

工事によ

る影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路に生息

環境を依存する動物種が生息している。これらの動物種の生

息地について、工事中の資材等の運搬に用いる車両の走行、

建設機械の稼働並びに切土・盛土・掘削等に伴う生息環境の

変化等の影響が考えられる。 注目すべ

き生息地 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路に生

息環境を依存する動物種が生息している。これらの動物種

の生息地について、工事中の資材等の運搬に用いる車両の

走行、重機の稼働並びに切土・盛土・掘削等に伴う生息環

境の変化等の影響が考えられることから選定項目とする。 注目すべき

生息地 

工事に 

よる影響 

事業予定地及び周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路

に生息環境を依存する動物種が生息している。これらの動

物種の生息地について、工事中の資材等の運搬に用いる車

両の走行、重機の稼働並びに切土・盛土・掘削等に伴う生

息環境の変化等の影響が考えられることから選定項目と

した。 

存在によ

る影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路に生息

環境を依存する動物種が生息している。これらの動物種の生

息地について、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生息環

境の変化等の影響が考えられる。 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路に生

息環境を依存する動物種が生息している。これらの動物種

の生息地について、工事完了後の土地の形状の変更に伴う

生息環境の変化等の影響が考えられることから選定項目と

する。 

存在に 

よる影響 

事業予定地及び周辺には、水田及び畑地等の耕作地や水路

に生息環境を依存する動物種が生息している。これらの動

物種の生息地について、工事完了後の土地の形状の変更に

伴う生息環境の変化等の影響が考えられることから選定

項目とした。 

生 

態 

系 

地域を

特徴づ

ける生

態系 

工事によ

る影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地を中心とした生態系が形

成されている。これらの水田及び畑地における生態系につい

て、工事中の資材等の運搬に用いる車両の走行、重機の稼働

並びに切土・盛土・掘削等に伴う生息・生育環境の変化等の

影響が考えられる。 
地域を特

徴づける

生態系 

工 事 に よ

る影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地を中心とした生態系が

形成されている。これらの水田及び畑地における生態系に

ついて、工事中の資材等の運搬に用いる車両の走行、重機

の稼働並びに切土・盛土・掘削等に伴う生息・生育環境の

変化等の影響が考えられることから選定項目とする。 
地域を特徴

づける生態

系 

工事によ

る影響 

事業予定地及び周辺には、水田及び畑地を中心とした生態

系が形成されている。これらの水田及び畑地における生態

系について、工事中の資材等の運搬に用いる車両の走行、

重機の稼働並びに切土・盛土・掘削等に伴う生息・生育環

境の変化等の影響が考えられることから選定項目とした。 

存在によ

る影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地を中心とした生態系が形

成されている。これらの水田及び畑地における生態系につい

て、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生息・生育環境の

変化等の影響が考えられる。 

存 在 に よ

る影響 

事業予定地周辺には、水田及び畑地を中心とした生態系が

形成されている。これらの水田及び畑地における生態系に

ついて、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生息・生育

環境の変化等の影響が考えられることから選定項目とす

る。 

存在によ

る影響 

事業予定地及び周辺には、水田及び畑地を中心とした生態

系が形成されている。これらの水田及び畑地における生態

系について、工事完了後の土地の形状の変更に伴う生息・

生育環境の変化等の影響が考えられることから選定項目

とした。 
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方法書 審査会 準備書 

環境影響要素 区分 選定する理由 環境影響要素 区分 選定する理由 環境影響要素 区分 選定する理由 

景 

観 

自然的

景観 

資源 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺には、注目すべき景観資源となる仙台市指定

の保存樹木や河川及び事業予定地内の屋敷林が存在する。こ

れらの保全対象について、工事完了後の土地の形状の変更に

伴う景観資源の改変等の影響が考えられる。 

自然的 

景観資源 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺には、注目すべき景観資源となる仙台

市指定の保存樹木や河川及び事業予定地内の屋敷林

が存在する。これらの保全対象について、工事完了後

の土地の形状の変更に伴う景観資源の改変等の影響

が考えられることから選定項目とする。 

自然的 

景観資源 

存在に 

よる影響 

事業予定地及び周辺には、注目すべき景観資源となる仙台市

指定の保存樹木や河川及び樹林地が存在する。これらの保全

対象について、工事完了後の土地の形状の変更に伴う景観資

源の改変等の影響が考えられることから選定項目とした。 

文化的

景観 

資源 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺には、事業予定地に見られる屋敷林や田園風

景等の文化的景観資源が存在する。これらの保全対象につい

て、工事完了後の土地の形状の変更に伴う景観資源の改変等

の影響が考えられる。 

文化的 

景観資源 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺には、事業予定地に見られる屋敷林や

田園風景等の文化的景観資源が存在する。これらの保

全対象について、工事完了後の土地の形状の変更に伴

う景観資源の改変等の影響が考えられることから選

定項目とする。 

文化的 

景観資源 

存在に 

よる影響 

事業予定地及び周辺には、事業予定地に見られる樹林地や田

園風景等の文化的景観資源が存在する。これらの保全対象に

ついて、工事完了後の土地の形状の変更に伴う景観資源の改

変等の影響が考えられることから選定項目とした。 

眺望 
存在に 

よる影響 

事業予定地周辺には、注目すべき景観資源となる太白山、高

舘山や屋敷林、田園風景等が存在する。これらの保全対象に

ついて、工事完了後の土地の形状の変更に伴う眺望景観の変

化等の影響が考えられる。 

眺望 
存在に 

よる影響 

事業予定地周辺には、注目すべき景観資源となる太白

山、高舘山や屋敷林、田園風景等が存在する。これら

の保全対象について、工事完了後の土地の形状の変更

に伴う眺望景観の変化等の影響が考えられることか

ら選定項目とする。 

眺望 
存在に 

よる影響 

事業予定地及び周辺には、注目すべき景観資源となる樹林

地、田園風景等が存在する。これらの保全対象について、工

事完了後の土地の形状の変更に伴う眺望景観の変化等の影

響が考えられることから選定項目とした。 

自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場 

自然と

の触れ

合いの

場 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水辺環境を整備した笊川や広瀬川、名

取川が存在する。これら水辺の自然との触れ合いの場につい

て、工事中の資材等の運搬に用いる車両の走行に伴う影響が

考えられる。 自然との 

触れ合いの場 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水辺環境を整備した笊川や広瀬

川、名取川が存在する。これら水辺の自然との触れ合

いの場について、工事中の資材等の運搬、重機の稼動、

切土・盛土・発破・掘削等に用いる車両の走行に伴う

影響が考えられることから選定項目とする。 
自然との 

触れ合いの場 

工事に 

よる影響 

事業予定地周辺には、水辺環境を整備した笊川・旧笊川や名

取川が存在する。これら水辺の自然との触れ合いの場につい

て、工事中の重機の稼動、切土・盛土・掘削等に伴う影響が

考えられることから選定項目とした。 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺に位置する笊川の水辺の自然との触れ合い

の場について、工事完了後の土地の形状の変更に伴う水位変

化等の影響が考えられる。 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺に位置する笊川の水辺の自然との触

れ合いの場について、工事完了後の土地の形状の変更

に伴う水位変化等の影響が考えられることから選定

項目とする。 

存在に 

よる影響 

事業予定地周辺に位置する笊川・旧笊川の水辺の自然との触

れ合いの場について、工事完了後の土地の形状の変更に伴う

流出量の変化による河川水位変化による親水性等の影響が

考えられることから選定項目とした。 

文 

化 

財 

指定 

文化財 

等 

工事に 

よる影響 

事業予定地には埋蔵文化財包蔵地が存在し、工事中の資材等

の運搬に用いる車両の走行、重機の稼働、切土・盛土・掘削

等による影響が考えられる。 
指定文化財等 

工事に 

よる影響 

事業予定地には埋蔵文化財包蔵地が存在し、工事中の

資材等の運搬に用いる車両の走行、重機の稼働、切

土・盛土・掘削等による影響が考えられることから選

定項目とする。 指定文化財等 

工事に 

よる影響 

事業予定地には指定文化財は存在しないが、埋蔵文化財包蔵

地が存在し、切土・盛土・掘削等による影響が考えられるこ

とから選定項目とした。 

存在に 

よる影響 

事業予定地には板碑遺跡が存在し、工事等により移設する計

画は想定していないが、土地の改変に伴う影響が考えられる

ことから、配慮項目として選定する。 

存在に 

よる影響 

事業予定地には板碑遺跡が存在し、工事等により移設

する計画は想定していないが、土地の改変に伴う影響

が考えられることから、配慮項目として選定する。 

存在に 

よる影響 

事業予定地には指定文化財は存在しないが、板碑遺跡が存在

し、工事等により移設する計画は想定していないが、土地の

改変に伴う影響が考えられることから、配慮項目とした。 

廃 

棄 

物 

等 

廃棄物 

工事に 

よる影響 

既存建築物等の撤去に伴う廃棄物の発生による影響が考え

られる。 

廃棄物 

工事に 

よる影響 

既存建築物等の撤去に伴う廃棄物の発生による影響

が考えられることから選定項目とする。 

廃棄物 

工事に 

よる影響 

既存建築物等の撤去に伴う廃棄物の発生による影響が考え

られることから選定項目とした。 

存在に 

よる影響 

施設の稼働及び人の居住・利用に伴う廃棄物の発生による影

響が考えられる。 

存在に 

よる影響 

施設の稼働及び人の居住・利用に伴う廃棄物の発生に

よる影響が考えられることから選定項目とする。 

存在に 

よる影響 

本事業は基盤整備事業であり、建築物などの建築は予定して

いない。事業の実施後、事業予定地には新たに住宅・業務用

地等に立地する施設の稼働及び人の居住・利用に伴う廃棄物

の発生による影響が考えられることから選定項目とした。 

残土 
工事に 

よる影響 

切土・盛土・掘削等に伴う残土の発生による影響が考えられ

る。 
残土 

工事に 

よる影響 

切土・盛土・掘削等に伴う残土の発生による影響が考

えられることから選定項目とする。 
残土 

工事に 

よる影響 

土工事については、盛土工事主体で、事業予定地の切土は場

内処理としているため、残土は基本的に発生しないが、工事

工程を検証することで選定項目とした。 

水利用 
存在に 

よる影響 

施設の稼働及び人の居住・利用に伴い水利用の状況を把握

し、抑制、有効活用について検討する。 
水利用 

存在に 

よる影響 

施設の稼働及び人の居住・利用に伴い水利用の状況を

把握し、抑制、有効活用について検討する。 
水利用 

存在に 

よる影響 

本事業は基盤整備事業であり、建築物などの建築は予定して

いない。事業の実施後、事業予定地には新たに住宅・業務用

地等に立地する施設の稼働及び人の居住・利用に伴い水利用

が増加することが想定され、利用状況を把握することとし選

定項目した。 

温 

室 

効 

果 

ガ 

ス 

二酸化

炭素 

工事に 

よる影響 

工事中の重機の稼働に伴う二酸化炭素の発生による影響が

考えられるものの、効率的な稼働等の配慮により影響の低減

が可能であるため、配慮項目として選定する。 

二酸化炭素  

工事に 

よる影響 

工事中の重機の稼働に伴う二酸化炭素の発生による

影響が考えられるものの､効率的な稼働等の配慮によ

り影響の低減が可能であるため､配慮項目とする。 

二酸化炭素 

工事に 

よる影響 

工事中の重機の稼働に伴う二酸化炭素の発生による影響が

考えられるものの､効率的な稼働等の配慮により影響の低減

が可能であるため､配慮項目とした。 

存在に 

よる影響 

施設の稼働、人の居住に伴い直接又は間接的に燃料を消費す

ることから、排出ガスの影響が考えられる。 

存在に 

よる影響 

施設の稼働、人の居住・利用、資材・製品・人等の運

搬・輸送に伴い直接又は間接的に燃料を消費するた

め、排出ガスの影響が考えられることから選定項目と

する。 

存在に 

よる影響 

本事業は都市基盤整備事業であり、建築物などの建築は予定

していない。事業の実施後、事業予定地には新たに住宅・業

務用地等に商業施設や住宅が立地し、施設の稼働、人の居

住・利用、資材・製品・人等の運搬・輸送に伴い排出ガスの

影響が考えられることから選定項目とした。 

熱帯材

使用 

工事に 

よる影響 

工事中のコンクリート構造物の建築に伴う型枠使用による

影響が考えられるものの、熱帯材由来の型枠使用制限等の配

慮により影響の低減が可能であるため選定する。 

熱帯材使用 
工事に 

よる影響 

工事中のコンクリート構造物の建築に伴う型枠使用

による影響が考えられるものの、熱帯材由来の型枠使

用制限等の配慮により影響の低減が可能であるため

配慮項目とする。 

熱帯材使用 
工事に 

よる影響 

工事中のコンクリート構造物の建築に伴う型枠使用による

影響が考えられるものの、熱帯材由来の型枠使用制限等の配

慮により影響の低減が可能であるため配慮項目とした。 
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■環境影響評価項目に選定しない理由 

方法書 審査会 準備書 

環境影響要素 区分 選定しない理由 環境影響要素 区分 選定しない理由 環境影響要素 区分 選定しない理由 

大 

気 

環 

境 

大気

質 

二酸化 

硫黄 

事業の実施により二酸化硫黄を排出する施設の稼働は想定

されないことや、重機等の稼働も短期間であることで、排

出量は非常に少ないことから選定しないものとした。 

大気質 

二酸化 

硫黄 

事業の実施により二酸化硫黄を排出する施設の稼働

は想定されないことや、重機等の稼働も短期間であ

ることで、排出量は非常に少ないことから選定しな

いものとした。 
大気質 

二酸化 

硫黄 

事業の実施により二酸化硫黄を排出する施設の稼働は想

定されないことや、重機等の稼働も短期間であることで、

排出量は非常に少ないことから選定しないものとした。 

有害 

物質 

事業の実施により、有害物質を排出する施設の稼働並びに

工事中または供用時における有害物質の使用、保管、処分

等は想定されないことから、選定しないものとした。 

有害 

物質 

事業の実施により、有害物質を排出する施設の稼働

並びに工事中または供用時における有害物質の使

用、保管、処分等は想定されないことから、選定し

ないものとした。 

有害 

物質 

事業の実施により、有害物質を排出する施設の稼働並び

に工事中または供用時における有害物質の使用、保管、

処分等は想定されないことから選定しないものとした。 

低周

波音 

低周波

音 

事業の実施により、低周波音を発生する工事、自動車の走

行、施設の稼働は想定されないことで、発生量は極少ない

もので選定しないものとした。 

低周波音 
低 周 波

音 

事業の実施により、低周波音を発生する工事、自動

車の走行、施設の稼働は想定されないことで、発生

量は極少ないもので選定しないものとした。 

低周波音 低周波音 

事業の実施により、低周波音を発生する工事、自動車の

走行、施設の稼働は想定されず、発生量は極少ないこと

から選定しないものとした。 

悪臭 悪臭 

事業の実施により、悪臭を発生する工事、施設の稼働は想

定されないことで、ほとんど発生しないものとし選定しな

いものとした。 

悪臭 悪臭 

事業の実施により、悪臭を発生する工事、施設の稼

働は想定されないことで、ほとんど発生しないもの

とし選定しないものとした。 

悪臭 悪臭 

事業の実施により、悪臭を発生する工事、施設の稼働は

想定されないことから、ほとんど発生しないものとし選

定しないものとした。 

水 

環 

境 

水質 

水の汚

れ 

事業予定地の汚水は、分流式による管路を道路敷内に敷設

し、東側地区界付近に埋設されている汚水幹線に接続する。

接続時期は概ね工事開始から 2～3 年と推定する。したがっ

て、水の汚れについては、供用後公共下水道に排水される

ため、ほとんど影響がないものとし選定しないものとした。 

水質 

  

水質 

  

富栄養

化 

事業の実施により、汚水排水は、供用後公共下水道へ接続

されることから、閉鎖性水域の富栄養化をおこすような排

水施設の稼働が想定されないことから、ほとんど影響がな

いものとし選定しないものとした。 

富 栄 養

化 

事業の実施により、汚水排水は、供用後公共下水道

へ接続されることから、閉鎖性水域の富栄養化をお

こすような排水施設の稼働が想定されないことか

ら、ほとんど影響がないものとし選定しないものと

した。 

富栄養化 

事業の実施により、汚水排水は、供用後公共下水道へ接

続され、閉鎖性水域の富栄養化をおこすような排水施設

の稼働が想定されないことから、ほとんど影響がないも

のとし選定しないものとした。 

溶存酸

素 

事業の実施により、汚水排水は、供用後公共下水道へ接続

されることから、ほとんど影響がないものとし選定しない

ものとした。 

溶 存 酸

素 

事業の実施により、汚水排水は、供用後公共下水道

へ接続されることから、ほとんど影響がないものと

し選定しないものとした。 

溶存酸素 

事業の実施により、汚水排水は、供用後公共下水道へ接

続されることから、ほとんど影響がないものとし選定し

ないものとした。 

有害物

質 

事業の実施により、有害物質を排出する施設の稼働並びに

工事中または供用時における有害物質の使用、保管、処分

等は想定されないことから、選定しないものとした。 

有 害 物

質 

事業の実施により、有害物質を排出する施設の稼働

並びに工事中または供用時における有害物質の使

用、保管、処分等は想定されないことから、選定し

ないものとした。 

有害物質 

事業の実施により、有害物質を排出する施設の稼働並び

に工事中または供用時における有害物質の使用、保管、

処分等は想定されないことから、選定しないものとした。 

水温 

事業の実施により、周辺河川の水温に大幅な変化を及ぼす

ような大規模な排水、取水施設の稼働は想定されないこと

から、ほとんど影響はないものとし選定しないものとした。 

水温 

事業の実施により、周辺河川の水温に大幅な変化を

及ぼすような大規模な排水、取水施設の稼働は想定

されないことから、ほとんど影響はないものとし選

定しないものとした。 

水温 

事業の実施により、周辺河川の水温に大幅な変化を及ぼ

すような大規模な排水、取水施設の稼働は想定されない

ことから、ほとんど影響はないものとし選定しないもの

とした。 

底質 底質 

事業の実施により、河川等の造成又は浚渫、埋立は想定さ

れない、また事業予定地の土壌等を河川に排出するような

ことがないことから、ほとんど影響はないものとし選定し

ないものとした。 

底質 底質 

事業の実施により、河川等の造成又は浚渫、埋立は

想定されない。また事業予定地の土壌等を河川に排

出するようなことがないことから、ほとんど影響は

ないものとし選定しないものとした。 

底質 底質 

事業の実施により、河川等の造成又は浚渫、埋立は想定

されない。また事業予定地の土壌等を河川に排出するよ

うなことがないことから、ほとんど影響はないものとし

選定しないものとした。 

地下

水汚

染 

地下水 

汚染 

事業の実施により、地下水汚染に影響のあるような工事、

または供用時において有害物質の使用、保管、処分等は想

定されないことから、選定しないものとした。 

地下水汚染 
地下水 

汚染 

事業の実施により、地下水汚染に影響のあるような

工事、または供用時において有害物質の使用、保管、

処分等は想定されないことから、選定しないものと

した。ただし、土地利用履歴等を調査し、土壌汚染

の恐れがある場合は、土壌汚染対策法に基づく自主

調査として土壌概況調査を実施し、汚染状態に関す

る基準の適合・不適合の判断により、不適合となっ

た場合は選定項目とする。 

地下水汚染 
地下水 

汚染 

地下水汚染に影響のあるような工事や薬剤等を用いる地

盤改良工事は行わない。事業の実施後、事業予定地には

新たに業務用地に立地する施設が想定されるが、有害物

質の使用、保管、処分等については、適切に対応される

と考えられ、また、土地履歴調査により現時点では土壌

汚染が確認されていないことから選定しないものとし

た。 

水象 

水源 

事業の実施による、周辺地域における水源水量や水質等の

変化に影響を及ぼすような水道水源域の土地の改変、工作

物の存在、工事、施設の稼働等は想定されないことから、

選定しないものとした。 
水象 

水源 

事業の実施による、周辺地域における水源水量や水

質等の変化に影響を及ぼすような水道水源域の土地

の改変、工作物の存在、工事、施設の稼働等は想定

されないことから、選定しないものとした。 
水象 

水源 

事業の実施による、周辺地域における水源水量や水質等

の変化に影響を及ぼすような水道水源域の土地の改変、

工作物の存在、工事、施設の稼働等は想定されないこと

から、選定しないものとした。 

海域 

周辺地域に海域は存在せず、流入河川の流量の変化を起こ

すような排水や取水施設等の稼働は想定されないことか

ら、ほとんど影響はないものとし選定しないものとした。 

海域 

周辺地域に海域は存在せず、流入河川の流量の変化

を起こすような排水や取水施設等の稼働は想定され

ないことから、ほとんど影響はないものとし選定し

ないものとした。 

海域 

周辺地域に海域は存在せず、流入河川の流量の変化を起

こすような排水や取水施設等の稼働は想定されないこと

から、ほとんど影響はないものとし選定しないものとし

た。 
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方法書 審査会 準備書 

環境影響要素 区分 選定しない理由 環境影響要素 区分 選定しない理由 環境影響要素 区分 選定しない理由 

土 

壌 

環 

境 

地

形・地

質 

注目す

べき地

形 

事業の実施により、確認された注目すべき地形・地質は相

当程度の距離にあり、ほとんど影響はないものと考えられ、

選定しないものとした。 

地形・地質 

注目 

すべき 

地形 

事業の実施により、確認された注目すべき地形・地

質は相当程度の距離にあり、ほとんど影響はないも

のと考えられ、選定しないものとした。 

地形・地質 

注目 

すべき 

地形 

確認された注目すべき地形・地質は事業予定地から約６

km の距離にあり、ほとんど影響はないものと考えられる

ことから選定しないものとした。 

土地の

安定性 

周辺地域の地形は平坦であり、土地の形状の変更、水象の

変化等に伴い崩壊の可能性がある斜面等は存在しないた

め、ほとんど影響はないものとし選定しないものとした。 

土地の 

安定性 

周辺地域の地形は平坦であり、土地の形状の変更、

水象の変化等に伴い崩壊の可能性がある斜面等は存

在しない。ボーリング調査によって液状化の現象が

想定された場合は選定項目とする。 

  

そ 

の 

他 

の 

環 

境 

電波

障害 

電波障

害 

事業予定地は低層住宅地用地及び沿道業務用地として指定

される予定であり、高層階建築物の出現の可能性が低いこ

とから、選定しないものとした。 

電波障害 
電 波 障

害 

事業予定地は低層住宅地用地及び沿道業務用地とし

て指定される予定であり、高層階建築物の出現の可

能性が低いことから、選定しないものとした。 

電波障害 電波障害 

事業予定地は低層住宅地用地及び沿道業務用地として指

定される予定であり、高層階建築物の出現の可能性が低

いことから、選定しないものとする。 

日照

阻害 

日照阻

害 

事業予定地は低層住宅地用地及び沿道業務用地として指定

される予定であり、高層階建築物の出現の可能性が低いこ

とから、選定しないものとした。 

日照阻害 
日 照 阻

害 

事業予定地は低層住宅地用地及び沿道業務用地とし

て指定される予定であり、高層階建築物の出現の可

能性が低いことから、選定しないものとした。 

日照阻害 日照阻害 

事業予定地は低層住宅地用地及び沿道業務用地として指

定される予定であり、高層階建築物の出現の可能性が低

いことから選定しないものとした。 

風害 風害 

事業予定地は低層住宅地用地及び沿道業務用地として指定

される予定であり、高層階建築物の出現の可能性が低いこ

とから、選定しないものとした。 

風害 風害 

事業予定地は低層住宅地用地及び沿道業務用地とし

て指定される予定であり、高層階建築物の出現の可

能性が低いことから、選定しないものとした。 

風害 風害 

事業予定地は低層住宅地用地及び沿道業務用地として指

定される予定であり、高層階建築物の出現の可能性が低

いことから選定しないものとした。 

植物 

 

森林等

の環境

保全機

能 

事業予定地の水田の有する保水機能については、水象にお

ける項目で評価することとした。洪水調節機能ついては、

事業予定地に設置される調整池によって替わるものとし、

選定しないものとした。 

      

温室効果ガス 

その他

の 

温室効

果ガス 

メタン、亜酸化窒素、代替フロン等の発生が想定される工

事及び施設の稼働は想定されないことから、選定しないも

のとした。 
温室効果ガ

ス 

そ の 他

の 温 室

効 果 ガ

ス 

メタン、亜酸化窒素、代替フロン等の発生が想定さ

れる工事及び施設の稼働は想定されないことから、

選定しないものとした。 
温室効果ガ

ス 

その他の

温室効果

ガス 

メタン、亜酸化窒素、代替フロン等の発生が想定される

工事及び施設の稼働は想定されないことから、選定しな

いものとした。 

オゾン

層 

破壊物

質 

フロン等のオゾン層破壊物質を使用する工事及び施設の稼

働は想定されないことから、選定しないものとした。 

オゾン

層破壊

物質 

フロン等のオゾン層破壊物質を使用する工事及び施

設の稼働は想定されないことから、選定しないもの

とした。 

オゾン層

破壊物質 

フロン等のオゾン層破壊物質を使用する工事及び施設の

稼働は想定されないことから、選定しないものとした。 
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4.2. 調査･予測･評価における手法の変更 

調査･予測･評価における手法の変更を表 4.2-1(1)～(35)に示す。 

表中の「審査会資料」とは、仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平

成 23 年 1 月にかけて環境影響評価方法書が審査された際に提出した資料を指す。 
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表 4.2-1(1) 調査･予測･評価における手法の変更  

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

大気質 

（1）調査内容 

 
1．大気質濃度 
・二酸化窒素濃度 ②浮遊粒子状物質濃度 ③粉じん 

2.気象 
・風向・風速、気温、日射収支量、雲量等 

3．事業計画 
・造成の範囲、土工量、工法及び工期 
・工事用車両の台数及び走行経路 
・建設機械の種類、台数及び稼動位置 

4．将来環境条件 
・気象、地形等の状況、周辺発生源の状況、土地利用、保全対象等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）調査方法 

 

1．既存文献調査 
事業予定地の近傍に位置する「山田測定局」（一般環境測定局）及び
「長町測定局」（一般環境測定局）における測定結果の整理及び解析に
よる。 
 ・「山田測定局」：二酸化窒素、浮遊粒子状物質、光化学オキシダント、       
風向・風速 
 ・「長町測定局」：二酸化窒素、浮遊粒子状物質、光化学オキシダント、  
風向・風速 

2．現地調査 
・「大気の汚染に係る環境基準について」（環境庁告示 25 昭和 48 年）

に定める方法による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）調査地域等 ・調査地域は、事業の実施に伴い大気質の変化が想定される地域とし、事
業予定地境界より 500ｍの範囲とする。 
・調査地点 

a．資材等の運搬：工事用車両走行経路周辺（走行経路は未定） 
b．重機の稼働：事業予定地周辺 

現地調査地点は、調査地域における大気質の現状を適切に把握で

きる地点として、事業予定地の周辺住宅地、事業予定地内の学校、

病院を対象とし、大気の現状を把握できる地点とし選定する。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．大気質濃度 
・二酸化窒素濃度 
・浮遊粒子状物質濃度 

2．気象 
・風向・風速、気温、日射量及び雲量等 

3．交通量等 

・車種別交通量、道路構造等 

大気質濃度 
・二酸化窒素濃度 
・浮遊粒子状物質濃度 

気象 
・風向・風速、気温、日射量及び雲量等 

交通量等 

・車種別交通量、走行速度、道路構造等 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．大気質濃度 
（1）既存文献調査 
下記の一般環境測定局の調査結果の整理・解析によ

る。 
・山田測定局：二酸化窒素、浮遊粒子状物質 
・長町測定局：二酸化窒素、浮遊粒子状物質 

（2）現地調査 
「大気の汚染に係る環境基準について」（環境庁告示

25 昭和 48 年）に定める方法による。 
・二酸化窒素：ザルツマン試薬を用いる吸光光度法又

はオゾンを用いる化学発光法 
・浮遊粒子状物質：濾過捕集による重量濃度測定法又
はこの方法によって測定された重量濃度と直線的な関
係を有する量が得られる光拡散法、圧電天秤法若しく
はベータ線吸収法 

2．気象 
下記の一般環境測定局及び気象台の既存文献調査

により、整理・解析を行う。 
・一般環境測定局山田測定局：風向・風速 
・一般環境測定局長町測定局：風向・風速 
・仙台管区気象台：風向・風速、気温、日射量及び雲
量等 

3．交通量等 
・方向別、車種別に交通量を現地調査する。 
・道路構造、車線数、幅員、横断形状を現地調査で把
握する。 

既存文献調査 
大気質濃度・気象 
・山田測定局：二酸化窒素、浮遊粒子状物質、風向・風速  
・長町測定局：二酸化窒素、浮遊粒子状物質、風向・風速  
・仙台管区気象台：日射量及び雲量等 

  交通量等 
・「道路交通量調査総括表（宮城県）」 
・「仙台市道路交通等現況調査（仙台市）」 

現地調査 
・二酸化窒素：オゾンを用いる化学発光法により、NO 濃度、

NO2 濃度及び NOx 濃度を１時間単位で連続測定した。測
定高さは地上より 1.5m とした。 
・浮遊粒子状物質：β線吸収法により、ＳＰＭ濃度を１時間
単位で連続測定した。また、分粒装置により粒径 10μm
を超える粒子状物質を除去した。測定高さは地上より 3.0m
とした。 
・風向・風速：プロペラ型風向風速計により、10 分間の平均
値を連続測定した。測定高さは地上より 10m とした。 
・交通量等：方向別、車種別（大型車、小型車）に交通量を
現地調査するものとした。道路構造、車線数、幅員、横断
形状を現地調査で把握するものとした。走行速度を実測し
た。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-1～2） 

 

 

 

 

 

1．調査地域 
調査地域は、事業の実施に伴い大気質の変化が想定
される地域とし、既存事例から事業予定地境界より 500
ｍの範囲及び一般環境測定局山田測定局、一般環境
測定局長町測定局、仙台管区気象台とする。 

2．調査地点 
（1）大気質濃度 

調査地域のバックグラウンド値を的確に把握できる地
点（図 6-1：Ａ）とする。 
（2）気象 
・一般環境測定局 山田測定局（図 6-1-1：Ｃ） 
・一般環境測定局 長町測定局（図 6-1-1：Ｄ） 
・仙台管区気象台 

（3）交通量 
・都市計画道路富沢山田線沿道の調査地点（図 6-1：
Ｂ）とする。 

調査地域 
調査地域は、事業の実施に伴い大気質の変化が想定され

る地域として、事業予定地境界より 500ｍの範囲とした。 
大気質濃度及び気象については、調査地域のバックグラ

ウンド値を的確に把握できる地点として、計画地内の 1 地
点とした。方法書及び審査会資料では、事業予定地のほぼ
中心を調査地点として選定していたが、電源の確保及び機
器の設置について土地所有者の了解を得られなかったた
め、事業予定地の南側の地点に変更した。 

また、工事中の工事用車両及び供用後の施設関連車両の
走行による影響が想定される道路の交通量等の状況を把握
するため、市道富沢山田線を調査地点として追加し、交通
量等（車種別交通量、走行速度、道路構造等）を調査した。 

調査地点 
・大気質濃度、気象 
図 8.1-1  地点 1（事業予定地内） 
・交通量等 
図 8.1-1 地点Ａ（市道富沢山田線）   

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-3～4） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(2)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（4）調査期間等 1．既存文献調査 
・調査実施時より過去 5 カ年とする。 
・気象については、調査実施時より過去 10 カ年とする。 

2．現地調査 
・年間の濃度変化を把握できる期間とし、１年４回（１週間/
回）四季調査とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 資材等の運搬に用いる車両の運行及び重機の稼働に伴う排

出ガス等濃度、工事中の粉じんの状況について予測する。（濃

度分布図作成）また、車両及び重機稼働の重合についても予

測する。供用時については、将来交通量を基に排出ガス濃度

について予測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （2）予測地域及びと予測地点 予測地域は、調査地域のうち、住居等の保全対象が立地す

る地域とする。 

a．資材等の運搬等車両の走行 

  予測地点は、学校、住居地域等、特に配慮が必要な施設及

び土地利用等を考慮した地点とし、仙台富沢病院、富沢小学

校、供用後については富沢山田線とする。 

b．重機の稼働 

  予測地点は、隣接する住宅地域に配慮する地点とし、事業

予定地北側及び東側の境界とする。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．既存文献調査 
・大気質濃度については、調査実施時より過去 5 カ年とす
る。 
・気象については、調査実施時より過去 10 カ年とする。 

2．現地調査 
・大気質濃度については、年間の濃度変化を把握できる期
間とし、１年４回（１週間/回）四季調査とする。 
・交通量については、平日及び休日の各 1日 24時間調査と
する。 

既存文献調査 
・大気質濃度については、調査実施時より過去 5 カ年とし
た。 
・気象については、調査実施時より過去 11 カ年とした。 

現地調査 
・大気質濃度及び気象の調査時期は、季節の変化及び曜
日による周辺の道路交通等の状況の変化を考慮する
ため、四季ごとの 7 日間とした。 
・交通量等の調査時期は、平日の代表的な日及び休日の
代表的な日を選定し、両日とも 24 時間調査とした。交
通量等の調査期間は、表 8.1－7 に示すとおりである。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 
・資材等運搬車両及び重機の排出ガス濃度（二酸化窒素、
浮遊粒子状物質）について予測する。 
①資材等運搬車両の道路交通による排出ガス濃度を算
出し、距離減衰濃度を予測する。 

②工事区域内の資材等運搬車両と重機の排出ガス濃
度を合わせて算出し、濃度分布図を作成する。 

2．供用による影響 
・自動車排出ガス濃度（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）を

算出し、予測地点における距離減衰濃度を予測する。 

工事による影響 
・資材等の運搬及び重機の稼働による大気中のガス濃度
（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）について予測した。 

①資材等の運搬による大気中の排出ガス濃度（二酸

化窒素、浮遊粒子状物質）について予測した。 

道路交通による大気中の排出ガス濃度を算出し、
道路断面での距離減衰濃度を予測した。 

②重機の稼働による大気中の排出ガス濃度（二酸化

窒素、浮遊粒子状物質）について予測した。 

重機の稼働による大気中の排出ガス濃度を算出

し、濃度分布図を作成した。 

また、特に配慮が必要な施設等における資材等
の運搬と重機の稼働による両方の影響について、
それぞれを合成し予測した。 

供用による影響 
・自動車走行による大気中の排出ガス濃度（二酸化窒素、
浮遊粒子状物質）を算出し、予測地点における道路断面
での距離減衰濃度を予測することとした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-14、27、41、46） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．予測地域 
・予測地域は、大気の変化を把握できる範囲とし、特に配慮
が必要な施設を考慮して設定する。 

2．予測地点 
・工事による影響 
特に配慮が必要な施設等として、下記の地点を選定す

る。 
①資材等運搬車両の道路交通による影響 
・都市計画道路富沢山田線沿道 （図 6-1：⑩） 

②工事区域内の資材等運搬車両と重機による影響 
・仙台富沢病院（図 6-1：①） 
・富沢小学校（図 6-1：②） 
・仙台血液疾患センター（図 6-1：③） 
・西多賀小学校（図 6-1：④） 
・富沢中学校（図 6-1：⑤） 
・敷地境界で住宅が隣接している地点 
（図 6-1：⑥、⑦） 

・南東風の卓越を想定した事業予定地北西側の 
地点（図 6-1：⑨） 

・供用による影響 
自動車排出ガス濃度（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）の

影響の予測地点として、下記の地点を選定する。 
・都市計画道路富沢山田線沿道地点 （図 6-1：⑧） 

予測地域 
・予測地域は、大気の変化を把握できる図 8.1-4 に示す範
囲とし、特に配慮が必要な施設を考慮して設定した。 

予測地点 
・工事による影響 
特に配慮が必要な施設等として、下記の地点を選定する。 

①資材等運搬車両の道路交通による影響 
・市道富沢山田線（図 8.1-4：A） 

②重機の稼動による影響 
・仙台富沢病院（図 8.1-4：①）  
・富沢小学校（図 8.1-4：②）  
・仙台血液疾患センター（図 8.1-4：③） 
・西多賀小学校（図 8.1-4：④） 
・富沢中学校（図 8.1-4：⑤） 
・敷地境界で住宅が隣接している地点 
（図 8.1-4：⑥、⑦）  

・事業予定地北西側住宅地（図 8.1-4：⑧） 
③工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働による

複合的な影響 
・敷地境界の最大濃度着地地点 
・仙台富沢病院（図 8.1-4：①） 
・富沢小学校（図 8.1-4：②） 

・供用による影響（図 8.1-4） 
自動車の走行による大気中のガス濃度（二酸化窒素、浮
遊粒子状物質）の影響の予測地点として、下記の地点を
選定する。 

・市道富沢山田線（図 8.1-4：B） 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-14、15、27、41、46） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(3)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

予
測
の
手
法 

（3）予測対象時期等 工事中の資材等の運搬に用いる車両の運行台数及び重機

の稼働台数が最大となる時期とする。供用後は予測交通量算

定年次とする。 

 

 

 

 

 

（4）予測方法 ブルーム式及びパフ式を基本とした拡散モデルによるものと

する。粉じんについては、事例の引用・解析、保全対策による。 

濃度分布図を作成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
の
手
法 

 1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対象

に対する著しい影響、濃度の変化の程度等が、事業者の実

行可能な範囲で回避され、又は低減されているものであるか

否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否か

についての検討による。 

・「二酸化窒素に係る環境基準」  日平均値：0．04～0．

06ppm 又はそれ以下 

・「仙台市環境基本計画における定量目標（二酸化窒素）」 

日平均値：0．04ppm 以下 

・「浮遊粒子状物質に係る環境基準」  日平均値：0．10mg/

㎥以下 

・粉じんについては、保全対策を踏まえ保全対象に対する著

しい影響、濃度の変化の程度等が、事業者の実行可能な

範囲で回避され、又は低減されているものであるか否かにつ

いての検討による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
の
手
法 

（1）調査内容   

 

 

（2）調査方法   

 

 

 

 

 

 

 

（3）調査地域等   
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

１．工事による影響 

・影響が最大となる時期とする。 

2．供用による影響 

・事業活動が定常状態に達した時期とする。 

工事による影響 

・影響が最大となる時期とした。 

供用による影響 

・事業活動が定常状態に達した時期とした。 

（関連ページ：準備書・評価書p.8.1-14、27、43、46） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．工事による影響 

・プルーム式及びパフ式を基本とした拡散モデルによる計算

とする。 

2．供用による影響 

・プルーム式及びパフ式を基本とした拡散モデルによる計算

とする。 

工事による影響 

・予測式は、「道路環境影響評価の技術手法」（平成19

年9月（財）道路環境研究所）及び「窒素酸化物総量

規制マニュアル」（平成12年12月 公害対策研究セン

ター）に基づき、有風時にはプルーム式を、弱風時に

はパフ式を用いた。 

供用による影響 

・予測方法は、「8.1.2予測 （1）工事による影響（資材

等の運搬）」と同様とした。 

（関連ページ：準備書・評価書p.8.1-17、29、46） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対象

に対する著しい影響、濃度の変化の程度等が、事業者の実

行可能な範囲で回避され、又は低減されているものであるか

否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否か

についての検討による。 

・「二酸化窒素に係る環境基準」  日平均値：0．04～0．

06ppm 又はそれ以下 

・「仙台市環境基本計画における定量目標（二酸化窒素）」 

日平均値：0．04ppm 以下 

・「浮遊粒子状物質に係る環境基準」 日平均値：0．10mg/

㎥以下 

1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対策

に対する著しい影響、濃度の変化の程度等が、事業者の

実行可能な範囲で回避され、又は低減されているもので

あるか否かを判断する。 

2.基準や目標との整合性に係る評価 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の排出量が以下に示す

基準又は、目標との整合性が図られているか否かにつ

いて判断する。 

・「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和53年7月

11日 環境庁告示第38号） 

（日平均値：0.04～0.06ppm又はそれ以下） 

・「杜の都環境プラン」における定量目標（二酸化窒素）

（平成9年 仙台市） 

（日平均値：0.04ppm以下） 

・「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和48年5月

8日 環境庁告示第25号） 

（浮遊粒子状物質：日平均値：0.10mg/㎥以下） 

・「杜の都環境プラン」における定量目標（浮遊粒子状

物質）（平成 9 年 仙台市） 

（日平均値：0.10mg/㎥以下） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-57～59、61） 

 

 

 

大気質（粉じんについて別記） 

1．気象 

・風向・風速 

1．気象 

・風向・風速 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-1） 

 

 

 

 

 

 

 

1．気象 

（1）既存文献調査 

下記の一般環境測定局及び気象台における測定結果の整

理及び解析による。 

・一般環境測定局山田測定局：風向・風速 

・一般環境測定局長町測定局：風向・風速 

・仙台管区気象台：風向・風速 

気象 

既存文献調査 

・一般環境測定局山田測定局：風向・風速 

・一般環境測定局長町測定局：風向・風速 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-1） 

 

 

 

 

 

 

 

1．調査地域 

調査地域は、工事に伴い粉じんの飛散が想定される範囲と

する。 

2．調査地点 

・一般環境測定局 山田測定局（図 6-1-1：Ｃ） 

・一般環境測定局 長町測定局（図 6-1-1：Ｄ） 

・仙台管区気象台 

調査地域 

調査地域は、工事に伴い粉じんの飛散が想定される範囲と

する。 

調査地点 

・一般環境測定局 山田測定局（図 6.1.1-1） 

・一般環境測定局 長町測定局（図 6.1.1-1） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.6-3、p.8.1-2） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(4)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（4）調査期間等   

 

 

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容   

 

 

（2）予測地域及びと予測地点   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）予測対象時期等   

 

 

（4）予測方法   

 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
の
手
法 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

1．既存文献調査 

・調査実施時より過去 10 カ年とする。 

既存文献調査 

・調査実施時より過去 11 カ年とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-5） 

 

 

 

工事中の資材等運搬車両の運行、重機の稼働及び切土・

盛土・掘削等に伴う粉じんの状況について予測する。 

造成工事に伴い発生する粉じんの飛散状況とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-43） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．予測地域 
・予測地域は、大気の変化、粉じんの飛散が想定される範
囲とし、特に配慮が必要な施設を考慮して設定する。 

2. 予測地点 
・工事による影響 
特に配慮が必要な施設等として、下記の地点を選定する。 

①資材等運搬車両の道路交通による影響 
・都市計画道路富沢山田線沿道 （図 6-1：⑩） 

②工事区域内の資材等運搬車両と重機による影響 
・仙台富沢病院 （図 6-1：①） 
・富沢小学校 （図 6-1：②） 
・仙台血液疾患センター （図 6-1：③） 
・西多賀小学校（図 6-1：④） 
・富沢中学校（図 6-1：⑤） 
・敷地境界で住宅が隣接している地点  （図 6-1：
⑥、⑦） 
・南東風の卓越を想定した事業予定地北西側の地

点 （図 6-1：⑨） 

予測地域は、大気の変化、粉じんの飛散が想定される

範囲として事業予定地境界より 500ｍの範囲とする。 

予測地点は、「工事による影響（重機の稼働）」と同様

に、特に配慮が必要な施設等として、図 8.1－4（p.8.1-15）

に示した富沢病院、富沢小学校等の 8 地点を選定した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-15、43） 

 

 

 

１．工事による影響 
・影響が最大となる時期とする。 

工事による影響 
・予測時期は、工事区域面積が最大となる時期とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-43） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．工事による影響 
風向・風速の状況、土地の改変の方法等が類似する既存

事例等に基づき予測する。 

１．工事による影響 
・予測は、表 8.1－40 に示すビューフォート風力階級と、
事業予定地周辺に位置する長町測定局における地上
10ｍの風速の出現頻度を推定し、周辺地域に対する影
響の程度を定性的に予測した。 

また、造成工事時に実施する粉じんの飛散防止措置を

予測の前提条件とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-43） 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 
調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対象

に対する著しい影響が事業者の実行可能な範囲で回避さ

れ、又は低減されているものであるか否かについての検討

による。 

回避低減に係る評価 
調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対象
に対する著しい影響が事業者の実行可能な範囲で回避さ
れ、又は低減されているものであるか否かを判断する。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.1-60） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(5)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

騒音 
（1）調査内容 

騒音の状況及び騒音の伝搬に影響を与える地表面の状況
を把握するため、次の事項を調査する。 
1．現況騒音レベル 
 ・道路交通騒音レベル 
 ・環境騒音レベル 
2．交通量等 
 ・車種別交通量、走行速度、道路構造等 
3．事業計画 
・造成の範囲、土工量、工法及び工期 
・工事用車両の台数及び走行経路 
・建設機械の種類、台数及び稼働位置 
・音源のパワーレベル 

4．将来環境条件 
 ・伝搬に影響する地形等の状況 
 ・土地利用、保全対象等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）調査方法 現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び
解析による。 
1．現地調査 
「騒音に係る環境基準について」（環境庁告示６４ 平成

10 年）に定める方法に準拠するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）調査地域等 調査地域は、事業の実施に伴い騒音レベルの変化が想定さ

れる地域とし、事業予定地境界から 200ｍ程度の範囲とする。 

 1．現地調査 

a．道路交通騒音 

調査地点は、学校、住居地域等、特に配慮が必要な施

設及び土地利用等を考慮した地点とし、富沢山田線の道

路端、仙台南部道路近傍とする。 

b．環境騒音 

調査地点は、調査地域における騒音の現状を適切に把握

できる代表的な地点及び特に配慮が必要な施設を考慮し、

仙台富沢病院、富沢小学校近傍とする。また、住宅地が近

接している地下鉄車両基地からの騒音も調査地点とする。 
（図 6－2 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）調査期間等 1．現地調査 
騒音レベルの実態を適切に把握し得る期間とし、平日及び
休日各１日 24 時間調査とする。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．現況騒音 
・道路交通騒音レベル 
・環境騒音レベル 

2．交通量等 
・車種別交通量、走行速度 
・道路構造等 

3．その他の項目 
・地形等の自然的状況 

・周辺の人家・施設等の社会的状況 

現況騒音 
・道路交通騒音レベル 
・一般環境騒音レベル 

交通量等 
・車種別交通量、走行速度 
・道路構造等 

その他の項目 
・地形等の自然的状況 
・周辺の人家・施設等の社会的状況 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.2-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．現況騒音 
「騒音に係る環境基準について」（環境庁告示６４ 
平成 10 年）に定める方法に準拠するものとする。 
・調査地点に騒音計を設置し、現況騒音を測定す
る。（JIS Z8731 による） 

2．交通量等 
・方向別、車種別に交通量を現地調査する。 
・道路構造、車線数、幅員、横断形状を現地調査で
把握する。 
・走行速度は、法定速度を調査する。 

3．その他の項目 
・草地、舗装面等地表面の状況については、現地
調査で把握する。 
・住宅、学校、病院等について、その施設の種類、
規模、位置等を現地調査で把握する。 

現況騒音 
「騒音に係る環境基準について」（環境庁告示６４ 
平成 10 年）に定める方法に準拠するものとする。 
・調査地点に騒音計を設置し、現況騒音を測定す
る。（JIS Z8731 による） 

交通量等 
・方向別、車種別（大型車、小型車）に交通量

を現地調査するものとした。 
・道路構造、車線数、幅員、横断形状を現地調

査にて把握した。 
・走行速度を実測した。 

その他の項目 
・草地、舗装面等地表面の状況については、現地調
査で把握した。 
・住宅、学校、病院等について、その施設の種類、
規模、位置等を現地調査で把握した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.2-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．調査地域 
調査地域は、事業の実施に伴い騒音レベルの変化
が想定される地域とし、事業予定地境界から 200ｍ
程度の範囲とする。 

2．調査地点 
（1）現況騒音 
道路交通騒音 
・都市計画道路富沢山田線沿道（図 6-2：Ａ） 
・仙台南部道路近傍（図 6-2：Ｂ） 
環境騒音 
・仙台富沢病院近傍（図 6-2：Ｃ） 
・地下鉄車両基地近傍（図 6-2：Ｄ） 

（2）交通量等 
・都市計画道路富沢山田線沿道（図 6-2：Ａ） 
・仙台南部道路近傍（図 6-2：Ｂ） 

調査地域 
調査地域は、事業の実施に伴い騒音レベルの変化が想定

される地域とし、事業予定地境界より 200ｍ程度の範囲とした。 
調査地点 
（1）現況騒音 
一般環境騒音レベル 
・仙台富沢病院（図 8.2-1：1） 
・富沢小学校（図 8.2-1：2） 
方法書及び審査会資料では事業予定地南東側の

車両基地近傍の敷地境界に一般環境騒音調査地点
を設定したが、環境影響に配慮が必要と考えられ
る施設である富沢小学校に変更した。 
道路交通騒音レベル 
・市道富沢山田線（図 8.2-1：3） 
・仙台南部道路及び市道仙台南部道路側道 1号線 
（図 8.2-1：4） 

（2）交通量等 
・市道富沢山田線（図 8.2-1：Ａ） 
・仙台南部道路及び市道仙台南部道路側道1号線（図8.2-1：Ｂ） 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.2-2～3） 

 

 

 

 

 

1．現況騒音 
・騒音レベルの実態を適切に把握し得る期間とし、
平日及び休日の各１日 24 時間調査とする。 

2．交通量等 
・騒音レベル調査と同時に実施し、平日及び休日の
各１日 24 時間調査とする。 

現況騒音・交通量等 
騒音レベル及び交通量等の調査時期は、平日の代
表的な日及び休日の代表的な日を選定し、両日と
も 24 時間調査とした。代表的な日は、既存文献
調査の実施状況等を勘案して設定した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.2-2） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(6)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 資材等の運搬に用いる車両の運行及び重機の稼

働に伴う騒音レベルの状況、供用後の車両走行につ

いて予測する。また、車両及び重機稼働の重合につ

いても予測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、調査地域のうち、住居等の保全対象
が立地する地域とする。 
・工事中 

a.資材等の運搬等車両の走行 
予測地点は、学校、住居地域等、特に配慮が必
要な施設及び土地利用等を考慮した地点とし、
富沢山田線、仙台富沢病院、富沢小学校及び
事業予定地境界とする。周辺住宅地に対する影
響は、車両運行経路が現時点で定まっていない
ため、決定した地点は準備書に記載するものと
する。 
b．重機の稼働 
予測地点は、住居地域等、特に配慮が必要な施
設及び土地利用等を考慮した地点とし、仙台富
沢病院、富沢小学校及び事業予定地境界とす
る。 

・供用後 
a.資材・製品・人等の運搬・輸送車両 
予測地点は、富沢山田線とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （3）予測対象時期等 工事中資材等の運搬に用いる車両の運行台数及

び重機の稼働台数が最大となる時期とする。供用時

については、将来 交通量の想定時期とする。 

 

 

 

 

 （4）予測方法 事業特性等を考慮し、以下に示す方法によるものと
する。 

a．資材等の運搬等車両の走行及び資材・製品・人             
等の運搬・輸送車両 
日本音響学会により提案された等価騒音レベル
の予測モデル ASJ RTN-Model 2008 による計
算とする。 

b．重機の稼動 
日本音響学会により提案された等価騒音レベル
の予測モデル ASJ CN-Model 2007 による計
算とする。 

予測値は、コンター図を作成し、面的に騒音レベル

を表示する。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 
・資材等運搬車両及び重機の騒音レベルの状況について
予測する。 
①資材等運搬車両の道路交通による騒音レベルを予
測する。 

②工事区域内の資材等運搬車両と重機の騒音レベル
を合成し予測する。 

2．供用による影響 
・自動車走行に伴う騒音レベルの状況を予測する。 

工事による影響 
・資材等運搬車両（工事用車両）及び重機の稼働による騒
音レベルの状況について予測した。 
①工事用車両の走行による道路交通騒音レベルを予測

した。 
②重機の稼働による騒音レベルを予測した。 
③工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働による複合

的な影響は、予測地点における資材等の運搬に伴う
等価騒音レベル（ＬAeq）の予測結果と、重機の稼働
に伴う等価騒音レベル（ＬAeq）の予測結果の合成に
より行った。 

供用による影響 
・施設関連車両の走行に伴う道路交通騒音レベルを予測
した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.2-9、16、27、29） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．予測地域 
予測地域は、騒音の変化を把握できる範囲とし、特に配慮

が必要な施設を考慮して設定する。 
2．予測地点 
・工事による影響 
特に配慮が必要な施設等として、下記の地点を選定す
る。 

①資材等運搬車両の道路交通による影響 
・都市計画道路富沢山田線沿道 （図 6-2：Ｇ） 

②工事区域内の資材等運搬車両と重機による影響 
・仙台富沢病院 （図 6-2：Ｃ） 
・富沢小学校 （図 6-2：Ｅ） 
・敷地境界で住宅が隣接している地点  （図 6-2：
Ｄ、Ｆ） 

・供用による影響 
自動車交通騒音の予測地点として、下記の地点を選定
する。 

・都市計画道路富沢山田線沿道 （図 6-2：Ａ） 
・仙台南部道路近傍 （図 6-2：Ｂ） 

予測地域 
予測地域は、騒音の変化を把握できる範囲とし、特に配慮

が必要な施設を考慮して設定した。 
予測地点 
・工事による影響 
①資材等運搬車両の道路交通による影響 
・市道富沢山田線（図 8.2-3：Ａ） 

②重機の稼働による影響 
・仙台富沢病院 （図 8.2-3：1） 
・富沢小学校 （図 8.2-3：2） 
・敷地境界で住宅が隣接している地点(図 8.2-3：3、4） 
※仙台富沢病院及び富沢小学校の 2 階以上の居室を
考慮して、予測高さは 1.2m 及び 5.2m とした。 

③工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働による複合
的な影響  
・仙台富沢病院 （図 8.2-3：1） 
・富沢小学校 （図 8.2-3：2） 
・敷地境界で住宅が隣接している地点(図 8.2-3：3） 
・敷地境界最大騒音レベル出現地点 

・供用による影響 
・市道富沢山田（事業予定地内１地点及び周辺東側・
西側３地点を評価書で追加）（図 8.2 -3：A、B、D、E） 

・仙台南部道路及び市道仙台南部道路側道 1 号線 
（図 8.2-3：C） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.2-9、10、16、27、29） 

 

 

 

 

1．工事による影響 
・影響が最大となる時期とする。 

2．供用による影響 
・事業活動が定常状態に達した時期とする。 

工事による影響 
・影響が最大となる時期とした。 

供用による影響 
・事業活動が定常状態に達した時期とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.2-9、16、27、29） 

 

 

 

1．工事による影響 
・資材等運搬車両の道路交通による影響 
日本音響学会により提案された予測モデル ASJ 
RTN-Model 2008 により等価騒音レベルを予測する。 
・工事区域内の資材等運搬車両と重機による影響 
日本音響学会により提案された予測モデル ASJ 
CN-Model 2007 によるユニット（工種別に構成する機械
の標準的な組合せ）と資材等運搬車両を合成し、等価騒
音レベルと時間率騒音レベル（Ｌ5）を予測する。 
＊仙台富沢病院や富沢小学校、近隣の住居について
は、上層階に対する予測も行う。 

2．供用による影響 
日本音響学会により提案された予測モデル  ASJ 

RTN-Model 2008 により等価騒音レベルを予測する。 

工事による影響 
・資材等の運搬による影響 
日本音響学会により提案された予測モデル ASJ 
RTN-Model 2008により等価騒音レベル（ＬAeq）を予測する。 
・重機の稼動による影響 
日本音響学会により提案された予測モデル ASJ 
CN-Model 2007 による時間率騒音レベル（ＬA5）を予測す
る。 
・資材等の運搬と重機の稼働による複合影響については、重
機の稼動による等価騒音レベルを予測し、資材等の運搬の
等価騒音レベルと合成して予測する。 

供用による影響 
・日本音響学会により提案された予測モデル ASJ 

RTN-Model 2008 により等価騒音レベル（ＬAeq）を予測す
る。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.2-12、17、18、27） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(7)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

評
価
の
手
法 

 1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保

全対象に対する著しい影響、騒音レベルの変化の

程度等が、事業者の実行可能な範囲で回避され、

又は低減されているものであるか否かについての検

討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られてい

るか否かについての検討による。 

a．資材等の運搬 

・「騒音に係る環境基準」平成 10 年 環境庁告示第

64 号 

B 地域（主として住居の用に供される地域）のうち 2 車

線以上の車線を有する道路に面する地域及び C 地域

（相当数の住居と併せて商業、工業等の用に給される

地域）のうち車線を有する道路に面する地域 

昼間（6～22 時）：65 デシベル以下、夜間（22～6 時）：

60 デシベル以下 

・「自動車騒音の要請限度」昭和 43 年 法律 98 

 ｂ区域（主として住居の用に供される地域）のうち 2 車  

線以上の車線を有する道路に面する区域及びｃ区域

（相当数の住居と併せて商業、工業等の用に給される

地域）のうち車線を有する道路に面する区域 

昼間（6～22 時）：75 デシベル以下、夜間（22～6 時）：

70 デシベル以下 

b．重機の稼働 

・「騒音に係る環境基準」平成 10年 環境庁告示第 64

号 

A（専ら住居の用に供される地域）及び B（主として住居

の用に供される地域） 

昼間（6～22 時）：55 デシベル以下、夜間（22～6 時）：

45 デシベル以下 

・「特定建設作業に係る騒音の規制基準」」昭和 43 年 

法律 98 

85 デシベル以下（敷地境界） 

・「指定建設作業に伴う騒音の規制基準」平成 12 年 

仙台市告示第 230 号 

80（75）デシベル以下 

（ ）内は仙台富沢病院・富沢小学校から 50m の範囲

における基準 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 
調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対象
に対する著しい影響、騒音レベルの変化の程度等が、事業
者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されているもの
であるか否かについての検討による。動物への騒音の影響
については、保全対象に対する著しい影響が事業者の実行
可能な範囲で回避、又は低減されているかについての検討
による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 
以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか

否かについての検討による。 
（1）工事による影響（資材等運搬車両の道路交通）、供用

による影響（自動車交通） 
・「騒音に係る環境基準」平成 10 年 環境庁告示第 64 号 
①Ｂ地域（主として住居の用に供される地域）のうち２車線
以上の車線を有する道路に面する地域及び C 地域
（相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される
地域）のうち車線を有する道路に面する地域 

昼間（6～22 時）：65 デシベル以下、夜間（22～6
時）：60 デシベル以下 

②幹線交通を担う道路に近接する空間 
昼間（6～22 時）：70 デシベル以下、夜間（22～6
時）：65 デシベル以下 

・「自動車騒音の要請限度」昭和 43 年 法律 98 
ｂ区域（主として住居の用に供される地域）のうち 2 車線以
上の車線を有する道路に面する区域及びｃ区域（相当数
の住居と併せて商業、工業等の用に給される地域）のうち
車線を有する道路に面する区域 

昼間（6～22 時）：75 デシベル以下、夜間（22～6 時）：70

デシベル以下 

（2）工事による影響（工事区域内の資材等運搬車両と重機
稼働） 
・「特定建設作業に係る騒音の規制基準」昭和 43 年 法
律 98 

85 デシベル以下（敷地境界） 
・「指定建設作業に伴う騒音の規制基準」平成 12 年 仙台
市告示第 230 号 

80（75）デシベル以下 
（ ）内は病院・学校等から 50m の範囲における
基準 

・「騒音に係る環境基準」平成 10 年 環境庁告示第 64 号 
A（専ら住居の用に供される地域）及び B（主として住居の
用に供される地域） 

昼間（6～22 時）：55 デシベル以下、夜間（22～6 時）：45

デシベル以下 

1.回避、低減に係る評価 
調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対象
に対する著しい影響、騒音レベルの変化の程度等が、事業
者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されているもの
であるか否かについての検討による。 

2.基準又は目標との整合に係る評価 
以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 
（1）工事による影響（資材等の運搬）、供用による影響（資材･

製品・人等の運搬・輸送） 
・「騒音に係る環境基準」平成 10 年 環境庁告示第 64 号 
①Ｂ地域（主として住居の用に供される地域）のうち２車線
以上の車線を有する道路に面する地域及び C 地域
（相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される
地域）のうち車線を有する道路に面する地域 
昼間（6～22 時）：65 デシベル以下、 
夜間（22～6 時）：60 デシベル以下 

②幹線交通を担う道路に近接する空間 
昼間（6～22 時）：70 デシベル以下、 
夜間（22～6 時）：65 デシベル以下 

・「自動車騒音の要請限度」平成 12 年 総理府令第 15 号 
ｂ区域（主として住居の用に供される地域）のうち 2 車線以
上の車線を有する道路に面する区域及びｃ区域（相当数
の住居と併せて商業、工業等の用に給される地域）のうち
車線を有する道路に面する区域 

昼間（6～22 時）：75 デシベル以下、 

夜間（22～6 時）：70 デシベル以下 

（2）工事による影響（重機の稼働） 
・「特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基
準」８昭和 43 年 厚生省･建設省告示第 1 号 改定平成
12 年環境庁告示第 16 号） 
85 デシベル以下（敷地境界） 

・「仙台市公害防止条例施行規則」（平成８年  規則第２５

号）に定める指定建設作業に伴う騒音の規制基準 

80（75）デシベル以下 
（ ）内は病院・学校等から 50m の範囲における基準 

 

(3)工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働による複合的な
影響 

・「騒音規制法第 17条第１項の規定に基づく指定地域内に

おける自動車騒音の限度を定める省令」（平成 12年 3月

2 日 総理府令第 15 号） 

 

（関連ページ：準備書 p.8.2-40～43 評価書 p.8.2-44～47） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(8)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

振動 

（1）調査内容 

振動の状況及び振動の伝搬に影響を与える地盤の状況を
把握するため、次の事項を調査する。 
1．振動レベル 
・道路交通振動レベル、②環境振動 
※地盤卓越振動数についてもあわせて把握する。 
2．交通量等 
・車種別交通量、走行速度、道路構造等 
3．事業計画 

・造成の範囲、土工量、工法及び工期 

・建設機械の種類、台数及び稼働位置 

・発生源の発生振動レベル 

4．将来環境条件 

・伝搬に影響する地盤等の状況 

・土地利用、保全対象等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）調査方法 現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び

解析による。 

1．現地調査 

  「振動規制法施行規則」（総理府令５８ 昭和 51年）に定

める方法に準拠するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）調査地域等 

 

 

 

調査地域は、事業の実施に伴い振動レベルの変化が

想定される地域とし、事業予定地境界から 200ｍ程度の

範囲とする。 

1．現地調査 

a．道路交通振動 

調査地点は、学校、住居地域等、特に配慮が必要な

施設及び土地利用等を考慮した地点とし、富沢山田線

道路端、仙台南部道路近傍とする。 

 b．環境振動 

調査地点は、調査地域における騒音の現状を適切に

把握できる代表的な地点及び特に配慮が必要な施設を

考慮し、仙台富沢病院近傍とする。また、住宅地が近接

している地下鉄車両基地からの騒音も調査地点とする。 

（図 6－2 参照） 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．現況振動 
・道路交通振動レベル 
・環境振動レベル 

2．交通量等 
・車種別交通量、走行速度 
・道路構造等 

3．その他 
・伝播に影響する地盤等の状況 
・周辺の人家・施設等の社会的状況 

現況振動 
・道路交通振動レベル 
・一般環境振動レベル 
・地盤卓越振動数 

交通量等 
・車種別交通量、走行速度 
・道路構造等 

その他 
・伝播に影響する地盤等の状況 

・周辺の人家・施設等の社会的状況 

（関連ページ：準備書・評価書 p. 8.3-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．現況振動 
「振動規制法施行規則」（総理府令 58 昭和 51 年）に定め

る方法に準拠するものとする。 
・緩衝物がなく、十分踏み固めの行われている堅い場所で、
傾斜及び凹凸がない水平な場所及び温度、電気、磁気等
の影響を受けない場所に振動ピックアップを設置し、現地
測定を行う。 

2．交通量等 
・方向別、車種別に交通量を現地調査する。 
・道路構造、車線数、幅員、横断形状を現地調査で把握す
る。 

3．その他 

・伝搬に影響する地盤等の状況は現地調査で把握する。 

・土地利用、保全対象となる施設の種類、規模、位置等を

現地調査で把握する。 

現況振動 
振動レベルは、「振動規制法施行規則」（平成 19 年改
正、環境省令第 11 号）に基づく道路交通の振動の限度
に定められている方法及び「JIS Z 8735 振動レベル測定
方法」に定める方法に準拠した。 
地盤卓越振動数は、「道路環境影響評価の技術手法
2007 改訂版」（2007 年 9 月、(財)道路環境研究所）に示
されている方法に準拠した。 
調査地点に振動計を設置し、現況振動及び地盤卓越振
動数を測定した。 

交通量等 
・方向別、車種別（大型車、小型車）に交通量を現地

調査するものとした。 
・走行速度を実測した。 
・道路構造、車線数、幅員、横断形状を現地調査にて

把握した。 
その他 

・伝搬に影響を及ぼす地盤等の状況について、地盤卓
越振動数等の現地調査を行い把握した。 

・住宅、学校、福祉施設等について、その施設の種類、
規模、位置等を現地調査にて把握した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.3-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．調査地域 
調査地域は、事業の実施に伴い騒音レベルの変化が想定
される地域とし、事業予定地境界から 200ｍ程度の範囲とす
る。 

2．調査地点 
（1）現況振動 
道路交通振動 
・都市計画道路富沢山田線沿道（図 6-2：Ａ） 
・仙台南部道路近傍（図 6-2：Ｂ） 
環境振動 
・仙台富沢病院近傍（図 6-2：Ｃ） 
・地下鉄車両基地近傍（図 6-2：Ｄ） 

（2）交通量等 
・都市計画道路富沢山田線沿道（図 6-2：Ａ） 
・仙台南部道路近傍（図 6-2：Ｂ） 

調査地域 
調査地域は、事業の実施に伴い振動レベルの変化が想定
される地域とし、事業予定地境界から 200ｍ程度の範囲とし
た。 

調査地点 
（1）現況振動 
一般環境振動 
・仙台富沢病院（図 8.2-1：1） 
・富沢小学校（図 8.2-1：2） 

方法書及び審査会資料では事業予定地南東側の車両
基地近傍の敷地境界に一般環境振動調査地点を設定し
たが、環境影響に配慮が必要と考えられる施設である
富沢小学校に変更した。 
道路交通振動 
・市道富沢山田線（図 8.2-1：3） 
・仙台南部道路及び市道仙台南部道路側道 1 号線 
（図 8.2-1：4） 

（2）交通量等 
・市道富沢山田線（図 8.2-1：Ａ） 
・仙台南部道路及び市道仙台南部道路側道 1 号線 
（図 8.2-1：Ｂ） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.2-3、8.3-2） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(9)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（4）調査期間等 1．現地調査 

振動レベルの実態を適切に把握し得る期間とし、平日及び

休日各１日 24 時間調査とする。 

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 資材等の運搬に用いる車両の運行及び重機の稼働に伴う

振動レベルの状況、供用後の車両走行について予測する。ま

た、車両及び重機稼働の重合についても予測する。 

 

 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、調査地域のうち、住居等の保全対象が立

地する地域とする。 

・工事中 

a．資材等の運搬等車両の走行 

予測地点は、学校、住居地域等、特に配慮が必要な施

設及び土地利用等を考慮した地点とし、仙台富沢病院、

富沢小学校及び事業予定地境界とする。 

b．重機の稼働 

予測地点は、住居地域等、特に配慮が必要な施設及び

土地利用等を考慮した地点とし、仙台富沢病院、富沢小

学校及び事業予定地境界とする。 

・供用後 

a.資材・製品・人等の運搬・輸送車両 

予測地点は、富沢山田線とする。 

 

 

 

 

 

 

（3）予測対象時期等 工事中資材等の運搬に用いる車両の運行台数及び重機

の稼働台数が最大となる時期とする。供用時については、将

来交通量の想定時期とする。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

1．現況振動 
・振動レベルの実態を適切に把握し得る期間とし、平日及
び休日の各１日 24 時間調査とする。 

2．交通量等 

・振動レベル調査と同時に実施し、平日及び休日の各１日

24 時間調査とする。 

現況振動・交通量等 
振動レベル、地盤卓越振動数及び交通量等の調査時期
は、平日の代表的な日及び休日の代表的な日を選定
し、両日とも 24 時間調査とした。代表的な日は、既
存文献調査の実施状況を勘案して設定した。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.3-2） 

 1．工事による影響 
・資材等運搬車両及び重機の振動レベルの状況について
予測する。 
①資材等運搬車両の道路交通による振動レベルを予測
する。 

②工事区域内の資材等運搬車両と重機の振動レベルを
合成し予測する。 

③資材等の運搬による影響と重機の稼働による影響の
合成についても､検討を行うものとする。 

2．供用による影響 
・自動車走行に伴う振動レベルの状況を予測する。 

工事による影響 
・資材等の運搬及び重機の稼働による振動レベルの状
況について予測する。 
①工事用車両の走行に伴う道路交通振動レベルを
予測した。 

②重機の稼動による振動レベルを予測した。 
③工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働による
複合的な影響は、「8.3.2 予測 (1)工事による影
響（資材等の運搬）｣及び｢8.3.2 予測 (2)工事
による影響（重機の稼働）｣の予測結果の合成
により行った。 

供用による影響 
・施設関連車両の走行に伴う道路交通振動レベルを予
測した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.3-6、11、19、20） 

 

 

1．予測地域 
予測地域は、振動の変化を把握できる範囲とし、特に配慮

が必要な施設を考慮して設定する。 
2．予測地点 
・工事による影響 
特に配慮が必要な施設等として、下記の地点を選定する。 

①資材等運搬車両の道路交通による影響 
・都市計画道路富沢山田線沿道 （図 6-2：Ｇ） 

②工事区域内の資材等運搬車両と重機による影響 
・仙台富沢病院 （図 6-2：Ｃ） 
・富沢小学校 （図 6-2：Ｅ） 
・敷地境界で住宅が隣接している地点 （図 6-2：Ｄ、
Ｆ） 
・供用による影響 
自動車交通振動の予測地点として、下記の地点を
選定する。 
・都市計画道路富沢山田線沿道 （図 6-2：Ａ） 
・仙台南部道路近傍 （図 6-2：Ｂ） 

予測地域 
予測地域は、振動の変化を把握できる範囲とし、特に
配慮が必要な施設を考慮して設定する。 

予測地点 
・工事による影響 
特に配慮が必要な施設等として、下記の地点を選定

する。 
①工事車両の道路交通による影響 
・市道富沢山田線 （図 8.2-1：Ａ） 

②工事区域内重機による影響 
・仙台富沢病院 （図 8.2-1：1） 
・富沢小学校 （図 8.2-1：2） 
・敷地境界で住宅が隣接している地点  
（図 8.2-1： 3、4） 

③工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働によ
る複合的な影響 
・仙台富沢病院 （図 8.2-3：1） 
・富沢小学校 （図 8.2-3：2） 
・敷地境界で住宅が隣接している地点(図 8.2-3：3） 
・敷地境界最大騒音レベル出現地点 

 
・供用による影響 

自動車交通振動の予測地点として、下記の地
点を選定する。 
・市道富沢山田線（図 8.2 -3：B） 
・仙台南部道路及び市道仙台南部道路側道 1 号線
（図 8.2-3：C） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.2-10、8.3-6、11、19、
20） 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 
・影響が最大となる時期とする。 

2．供用による影響 
・事業活動が定常状態に達した時期とする。 

工事による影響 
・影響が最大となる時期とする。 

供用による影響 
・事業活動が定常状態に達した時期とする。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.3-6、11、19、20） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 



 4-28 

表 4.2-1(10) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

予
測
の
手
法 

（4）予測方法 事業特性等を考慮し、以下に示す方法によるものとする。 

a．資材等の運搬車両及び資材・製品・人等の運搬・輸送車両 

振動レベルの 80％レンジの上端値を予測する式を用いた計算

による。 

b．重機の稼動 

振動発生源からの伝搬過程を考慮した距離減衰式を基本とし

た計算による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
の
手
法 

 1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対象に

対する著しい影響、振動レベルの変化の程度等が、事業者の

実行可能な範囲で回避され、又は低減されているものであるか

否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否かに

ついての検討による。 

a．資材等の運搬 

・「道路交通振動の要請限度」昭和 51 年 法律 64 

第１種区域（良好な居住の環境を保全するため、特に静穏の

保持を必要とする区域及び住居の用に供されているため、静

穏の保持を必要とする区域 

昼間（8～19 時）：65 デシベル以下、夜間（19～8 時）：60 デシ

ベル以下 

b．重機の稼働 

・「特定建設作業に係る振動の規制基準」昭和 51 年 法律 64 

75 デシベル以下（敷地境界） 

・「指定建設作業に伴う振動の規制基準」平成 12 年 仙台市

告示第 230 号 

75（70）デシベル以下 

（ ）内は仙台富沢病院・富沢小学校から 50ｍの範囲における

基準 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．工事による影響 
・資材等運搬車両の道路交通による影響 

振動レベルの 80％レンジの上端値を予測する式を用いた

計算による。 
・工事区域内の資材等運搬車両と重機による影響 

振動発生源からの伝搬過程を考慮した距離減衰式を基

本とした計算による。 
2．供用による影響 

・振動レベルの 80％レンジの上端値を予測する式を用いた

計算による。 

工事による影響 
・資材等の運搬による影響 
「道路環境影響評価の技術手法 2007 改訂版」（2007 年
9 月、（財）道路環境研究所）に示されている予測式を用い
た。 
・重機の稼動による影響 
「道路環境影響評価の技術手法 2007 改訂版」（2007 年
9 月、（財）道路環境研究所）に示されている予測式を用い
た。 

供用による影響 
・資材等の運搬と同様、「道路環境影響評価の技術手法 
2007改訂版」（2007年 9月、（財）道路環境研究所）に示さ
れている予測式を用いた。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.3-8、12、13、19、20） 

 1．回避、低減に係る評価 
調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対

象に対する著しい影響、振動レベルの変化の程度等が、事
業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されているも
のであるか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 
以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 
（1）工事による影響（資材等運搬車両の道路交通）、供用によ

る影響（自動車交通） 
・「道路交通振動の要請限度」昭和 51 年 法律 64 
第１種区域（良好な居住の環境を保全するため、特に静穏
の保持を必要とする区域及び住居の用に供されているた
め、静穏の保持を必要とする区域 

昼間（8～19 時）：65 デシベル以下、夜間（19～
8 時）：60 デシベル以下 

(2)重機の稼働 
・「特定建設作業に係る振動の規制基準」昭和 51 年 法律
64 

75 デシベル以下（敷地境界） 
・「指定建設作業に伴う振動の規制基準」平成 12 年 仙台
市告示第 230 号 

75（70）デシベル以下 

（ ）内は病院、学校等から 50ｍの範囲における基準 

1.回避、低減に係る評価 
調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対象
に対する著しい影響、振動レベルの変化の程度等が、事業
者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されているもの
であるか否かについての検討による。 

2.基準又は目標との整合に係る評価 
以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 
（1）工事による影響（資材等の運搬）、供用による影響（資材・

製品・人等の運搬･輸送） 
・「振動規制法施行規則」昭和 51 年 総理府令第 58 号 
改定平成 13 年環境省令第 5 号 
道路交通振動の限度：第１種区域（良好な居住の環境を
保全するため、特に静穏の保持を必要とする区域及び住
居の用に供されているため、静穏の保持を必要とする区
域） 

昼間（8～19 時）：65 デシベル以下、 
夜間（19～8 時）：60 デシベル以下 

(2)重機の稼働 
・「振動規制法施行規則」（昭和 51 年 総理府令第 58 号 
改定平成 13年環境省令第 5号）に定める特定建設作業
の規制に関する基準 

75 デシベル以下（敷地境界） 
・「仙台市公害防止条例施行規則」（平成 8 年規則第 25
号）に定める指定建設作業に伴う振動の規制基準 

75（70）デシベル以下 

（ ）内は病院、学校等から 50ｍの範囲における基準 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.3-29～32） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(11)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

水質 

（1）調査内容 

事業予定地からの工事中の雨水排水放流先となる公共用

水域における水の濁り等の状況を把握するため、次の事項

を調査する。 

1．水質 

・浮遊物質量、水素イオン濃度（ｐH） 

2．水象 

・河川の流量、流速等 

3．事業計画 

・造成の範囲、面積、施工方法及び工期 

4．将来環境条件 

・気象、地形等の状況 

・周辺発生源の状況 

・利水の状況等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）調査方法 文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに

当該情報の整理及び解析による。 

1．既存文献調査 

  事業予定地からの工事中の雨水排水放流先となる公共用

水域における水質測定結果の整理及び解析による。 

2．現地調査 

  「水質汚濁に係る環境基準について」（環境庁告示 59 昭

和 46 年）に定める方法に準拠するものとする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）調査地域等 調査地域は、工事の実施に伴い水の濁りの変化が想定され

る地域とし、事業予定地からの工事中の雨水排水放流先河

川とし、事業予定地境界より上流地点から名取川合流地点

先までの範囲とする。 

1．既存文献調査 

調査地点は、事業予定地からの雨水排水放流先となる

公共用水域における水質測定地点とし、放流河川が合流

する笊川の名取川合流前（環境基準点）とする。 

2．現地調査 

調査地点は、調査地域における水質の現状を適切に把

握できる地点とし、事業予定地からの工事中の雨水排水放

流地点、放流地点前（唐松橋：水質調査地点）及び名取川

合流前（環境基準点）とする。 

（図 6－3 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）調査期間等 1．既存文献調査 

調査実施時より過去 5 カ年とする。 

2.現地調査 

調査地域における１年間の水の濁りの実態を適切に把握

し得る時期とし、平常時６回及び降雨時には適宜調査する

ものとする。 

 

 

 

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 工事の実施に伴う公共用水域における水の濁り、供用後の

水素イオン濃度（ｐH）について予測する 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、水の濁りの変化を十分に把握できる範囲とし

て、調査地域と同様とする。 

  予測地点は、予測地域における水の濁りの変化を適切に把

握できる地点として、雨水排水放流地点及び名取川合流前と

する。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．水素イオン濃度（ｐH）、生物化学的酸素要求量（BOD） 

2．河川の流量 

水の汚れ 

・生物化学的酸素要求量（BOD） 

・河川の流量 

その他（pH） 

・水素イオン濃度（pH） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．水素イオン濃度（ｐH）、生物化学的酸素要求量（BOD）） 

・既存文献調査（水質測定結果）の整理、解析による。 

・現地調査は、笊川より採水し、濃度測定を実施する。 

・分析は、「水質汚濁に係る環境基準について」（環境庁告

示 59 昭和 46 年）に定める方法に準拠するものとする。 

2.河川の流量 

・調査対象河川（笊川）の現地調査による 

水の汚れ 

1．水素イオン濃度（ｐH）、生物化学的酸素要求量（BOD）） 

・分析は、「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和 46 年 

環境庁告示第 59 号）に定める方法に準拠するものとした。 

3.河川の流量 

・調査対象河川（笊川）の現地調査による 

その他（pH） 

・分析は、「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和 46 年 

環境庁告示第 59 号）に定める方法に準拠するものとした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-1～3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.調査地域 

笊川と名取川に挟まれた地域のうち、事業の実施に伴い、

水の汚れや用排水路の廃止に伴う水質の変化が想定される

事業予定地より下流側の地域とする。 

2.調査地点 

・笊川（図 6-3：①、②、③、④、⑤） 

調査地域及び調査地点 

水の汚れ、その他（pH） 

・調査地域は笊川と名取川に挟まれた地域のうち、事

業の実施に伴い農業用水路の付け替えに伴う水質の

変化が想定される事業予定地より下流の地域とし

た。なお、事業予定地からの排水は、旧笊川への分

岐点より下流に排水されるため、旧笊川は調査区域

に含めなかった。 

・調査地点は、事業予定地内の北側を流れる笊川と笊

川に流入する樋管を対象とした 5 地点とした（図

8.4-1 参照）｡ 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-3～5） 

 

 

 

 

 

 

1．既存文献調査 

・調査実施時より過去 5 カ年とする。 

2.現地調査 

・調査地域における１年間の水の汚れの実態を適切に把

握し得る時期とし、平常時６回調査するものとする。 

既存文献調査（水の汚れ、その他（pH）） 

・調査実施時より過去 5 カ年とする。 

現地調査（水の汚れ、その他（pH）） 

・調査地域における１年間の水の汚れの実態を適切に把

握し得る時期とし、平常時６回調査するものとする。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-6） 

 

 

 

事業の実施に伴う公共用水域における水素イオン濃度（ｐ

H）、生物化学的酸素要求量（BOD）について予測する。 

事業の実施に伴う公共用水域における水素イオン濃度（ｐ

H）、生物化学的酸素要求量（BOD）について予測した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-12、20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．予測地域 

・水質の変化を十分に把握できる範囲として、調査地域と

同様の地域とする。 

2．予測地点 

・予測地点は、予測地域における水素イオン濃度（ｐH）の変

化、生物化学的酸素要求量（BOD）の変化を把握するた

め、名取川合流前とする。（図 6-3：⑤） 

水の汚れ 

・予測地域は、水質の変化を十分に把握できる範囲と

して、調査地域と同様の地域とした。 

・予測地点は、予測地域における生物化学的酸素要求

量（BOD）の変化を適切に把握できる地点として、事

業予定地より下流の笊川・名取川合流前（地点番号

①②③⑤）とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-12、20） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(12) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

予
測
の
手
法 

（3）予測対象時期等 

 

 

 

造成中の面積が最大となる時期とする。  

 

 

 

（4）予測方法 単純混合式を基本とした理論計算による。  

 

 

 

 

 

評
価
の
手
法 

 1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、雨水排水の放

流先河川への著しい影響、水質の変化の程度等が、事業者の

実行可能な範囲で回避され、又は低減されているものであるか

否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否かにつ

いての検討による。 

なお、雨水排水放流地点は笊川の「名取川合流前」とする。 

・「水質汚濁に係る環境基準」（環境基本法）   

  生活環境の保全に関する環境基準（河川）   

名取川 B 類型 

  浮遊物質量（SS） 25 ㎎/ｌ以下 

  水素イオン濃度（ｐH） 6.5 以上 8.5 以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
の
手
法 

（1）調査内容   

 

 

（2）調査方法 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）調査地域等   
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 １. 工事による影響 

  ・工事中にあったては、影響が最大となる時期とする。（ｐ

H） 

2. 存在による影響 

  ・事業活動が定常状態に達した時期とする。（BOD） 

工事による影響 

 ・コンクリート工が発生する工事中（全般）とした。（pH） 

存在による影響 

 ・事業活動が定常状態となる時期とした。（BOD） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-12、20） 

 １. 工事による影響 

 ・水素イオン濃度（ｐH）については、事業計画及び保全対

策により定性的に予測する。 

2. 存在による影響 

  ・供用後の生物化学的酸素要求量（BOD）は単純混合式

で予測する。 

工事による影響 

 ・事業計画及び保全対策により定性的に予測した。（pH） 

存在による影響 

 ・調査結果に基づきモデル化の上、単純混合式で予測し

た。（BOD） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-16、17、20、21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、雨水排

水及びコンクリート構造物の存在による放流先河川

への著しい影響、水質の変化の程度等が、事業者の実

行可能な範囲で回避され、又は低減されているもので

あるか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られている

か否かについての検討による。 

なお、評価地点は名取川合流前地点とする。 

  ・「水質汚濁に係る環境基準」（環境基本法）   

       生活環境の保全に関する環境基準（河川）  

笊川Ｃ類型 

       水素イオン濃度（pH） 6.5 以上 8.5 以下 

       生物化学的酸素要求量（BOD） 5 ㎎/ｌ 以下 

   ・現況の水質を悪化させないこと。 

回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対

象に対する著しい影響、水質の変化の程度等が、事業

者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されている

ものであるか否かを判断する。 

基準又は目標との整合に係る評価 

・「水質汚濁に係る環境基準」（環境基本法）生活環境の保

全に関する環境基準（河川）笊川Ｃ類型（BOD）5㎎/L以下 

・「水質汚濁に係る環境基準」（環境基本法）生活環

境の保全に関する環境基準（河川）笊川Ｃ類型に準じ

る水素イオン濃度（pH）6.5 以上 8.5 以下 

・現況の水質を悪化させないこと。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-27～29） 

 

 

 

（水の濁りについて別記） 

1．浮遊物質量（SS） 

2．土壌の沈降試験 

1．浮遊物質量（SS） 

2．土壌の沈降試験 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．浮遊物質量（SS） 

・既存文献調査（水質測定結果）の整理、解析による。 

・現地調査は、笊川より採水し、濃度測定を実施する。 

・分析は、「水質汚濁に係る環境基準について」（環境

庁告示 59 昭和 46 年）に定める方法に準拠するも

のとする。 

2. 土壌の沈降試験 

・調査地点より土壌を採取し、室内試験（沈降試験）

を行う。 

1．浮遊物質量（SS） 

・現地調査は、笊川より採水し、濃度測定を実施する。 

・分析は、「水質汚濁に係る環境基準について」（環境庁告

示 59 昭和 46 年）に定める方法に準拠するものとする。 

2. 土壌の沈降試験 

・既存文献による類似事例のデータとした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.調査地域 

笊川と名取川に挟まれた地域のうち、事業の実施に伴

い、水の濁りや用排水路の廃止に伴う水質の変化が想定

される事業予定地より下流側の地域とする。 

2.調査地点 

(1)浮遊物質量（SS） 

・雨水排水放流地点（図 6-3：①、②、③） 

・名取川合流前（図 6-3：⑤） 

(2) 土壌の沈降試験 

・搬入土砂採取地 

・事業予定地の切土部 

調査地域及び調査地点 

・調査地域は笊川と名取川に挟まれた地域のうち、事

業の実施に伴い農業用水路の付け替えに伴う水質の

変化が想定される事業予定地より下流の地域とし

た。なお、事業予定地からの排水は、旧笊川への分

岐点より下流に排水されるため、旧笊川は調査区域

に含めなかった。 

・調査地点は、事業予定地内の北側を流れる笊川と笊川

に流入する樋管を対象とした①②③⑤４地点とした

（図 8.4－1 参照） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-3～5） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価
方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(13) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（4）調査期間等   

 

 

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容   

 

 

（2）予測地域及び予測地点   

 

 

 

 

 

 

（3）予測対象時期等   

 

 

（4）予測方法   

 

 

評
価
の
手
法 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

1．既存文献調査 

・調査実施時より過去 5 カ年とする。 

2.現地調査 

・降雨時の水の濁りの実態を適切に把握し得る時期と

し、降雨時に適宜調査するものとする。 

既存文献調査 

・調査実施時より過去 5 カ年とした。 

現地調査 

・降雨時の水の濁りの実態を適切に把握し得る時期と

し、降雨時に 3 回調査を行った。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-6） 

 工事の実施に伴う公共用水域における浮遊物質量（SS）

について予測する。 

予測内容は、工事の実施に伴う公共用水域における浮遊

物質量（SS）の影響とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-12） 

 1. 予測地域 

・水質の変化を十分に把握できる範囲として、調査地域と

同様の地域とする。 

2. 予測地点 

・予測地域における水の濁りの変化を適切に把握できる地

点として、雨水排水放流地点及び名取川合流前とする。

（図 6-3：①、②、③）及び名取川合流前（図 6-3：⑤ 

予測地域及び予測地点 

・予測地域は、水質の変化を十分に把握できる範囲と

して、調査地域と同様の地域とした。 

・予測地点は、予測地域における水の濁りの変化を適

切に把握できる地点として、事業予定地より下流の

図 8.4-1 に示した 4 地点とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-5、12） 

 

 

 

1. 工事による影響 

・工事中における、造成中の面積が最大となる時期とする。 

工事による影響 

・工事中における、造成中の面積が最大となる時期とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-12） 

 

 

濁水の沈降試験による押出しモデルに基づき予測する。 ・濁水の沈降試験による押出しモデルに基づき予測した。 

・放流先への影響は、単純混合式を用いて予測した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-13～15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、雨水排

水放流先河川への著しい影響、水質の変化の程度等が、

事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されてい

るものであるか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 

なお、評価地点は名取川合流前地点とする。 

  ・「水質汚濁に係る環境基準」（環境基本法）   

       生活環境の保全に関する環境基準（河川）    

笊川Ｃ類型 

 

      浮遊物質量（SS） 50 ㎎/ｌ 以下 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対

象に対する著しい影響、水質の変化の程度等が、事業

者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されている

ものであるか否かを判断する。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

予測結果が以下に示す基準又は目標との整合が図られ

ているかを評価する。 

・仙台市公害防止条例 排水基準 浮遊物質量（SS）

200mg/L 以下 

・農林水産省 農業用水基準 浮遊物質量（SS）

100mg/L 以下 

・「水質汚濁に係る環境基準」（環境基本法）生活環

境の保全に関する環境基準（河川）笊川Ｃ類型に

準じる 浮遊物質量（SS）50 ㎎/L 以下 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.4-27、28） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(14) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

水象 

（1）調査内容 

事業予定地周辺における河川流の状況を把握するため、次の事項

を調査する。 

1．河川流の状況 

・河川流の位置、流域、水深等 

・河川流の水位、流量等、断面 

・流域の雨水等の流出・浸透の状況 

2.地下水の状況 

・地下水の水位、水量、流動等 

3.水辺環境の状況 

・水辺環境の構成（自然性、親水性等） 

4．事業計画 

・土地改変の範囲、施工方法 

・排水路の位置、構造、排水量 

5．将来環境条件 

・流域の土地利用 

・利水の状況等 

・気象の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）調査方法 文献その他の資料による情報の収集並びに当該情報の整理及び解

析による。 

1．既存文献調査 

  地形図、空中写真及び関係機関等の資料の整理及び解析によ

る。 

2.現地調査 

現地調査により、調査対象河川の状況及び水辺環境、地下水位

等について把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）調査地域等 調査地域は、土地の形状の変更に伴う流出特性の変化により水

象の変化が想定される地域とする。浸透能（流出係数）の変化が

想定される事業予定地を含む一帯とし、笊川と名取川に挟まれる

合流地点より上流側の地域とする。 

調査地点は、流出特性に関しては既設排水路の流入地点とする。

また、水辺環境の状況を適切に把握できる地点とし、杉の下橋付

近を中心に、対象河川笊川の名取川合流地点より上流側一帯と

する。 

（図 6－4 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）調査期間等 1．既存文献調査 

水位、流量等については、調査実施時より過去１０カ年とする。 

2.現地調査 

河川、湖沼、水辺環境を把握するものとし、１ヵ年とする。 

 

 

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 1.土地の形状の変更に伴う河川流の水位、流量の変化の程度、

流出係数等について予測する。 

2.地下水の水位の変化 

3.自然性、親水性の変化の程度について予測する。 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、調査地域と同様とする。 

予測地点は、予測地域における代表的な地点とする。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水象（河川流） 

・河川流の位置、流域、水位、流量、断面 

・流域の雨水等の流出の状況 

 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．河川流の状況 

 ・河川流の位置、流域については、地形図、空中写真、現地

確認により図化する。 

 ・水位、流量、断面については、既存文献調査及び現地調

査により測定する。 

・流域の雨水等の流出の状況については、流出係数から算

定する。 

水象（河川流） 

既存文献調査 

・河川流の位置、流域、水位、流量、断面については、

地形図、空中写真、現地確認により図化した。 

・水位、流量、断面については、既存文献調査による

ものとした。 

現地調査 

・水位、流量、断面については、現地調査により測定

した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-1、2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 調査地域 

土地の形状の変更に伴う流出特性の変化により水象の変

化が想定される地域とする。事業予定地を含む一帯とし、笊

川と名取川に挟まれる既存水路流域とする。 

2. 調査地点 

・笊川（図 6-4：①、②、③、④、⑤、⑥） 

調査地域及び調査地点（河川流） 

・調査地域は、土地の形状の変更に伴う流出特性の変

化により水象の変化が想定される地域である事業予

定地を含む一帯とし、笊川と名取川に挟まれる既存

水路流域とした。 

・調査地点は、事業予定地東側の農業用水路及び笊川

を対象とした 6 地点とした（図 8.5-1 参照） 

（調査地点杉の下橋地点から名取川合流前地点に変更） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-2、3、5） 

 

 

 

 

 

1．既存文献調査 

・調査実施時より過去１０カ年とする。 

2.現地調査 

・渇水期に相当する期間１ヶ月程度を行うものとする。 

既存文献調査（河川流） 

・調査実施時より過去１０カ年とした。 

現地調査 

・豊水期、渇水期に留意し各期１ヶ月程とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-3、4） 

 

 

 

 

水田の消失等の土地の形状の変更に伴う河川流の水位、流

量の変化の程度、流出係数等について予測する。 

土地の形状の変更に伴う河川流の水位、流量の変化の程

度、流出係数の算定とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

予測地域は、調査地域とする。 

予測地点は、笊川（図 6-4：①、②、③、④、⑤、⑥） 

・予測地域は、笊川を対象とした事業予定地下流地域と

した｡ 

・予測地点は、水質と同様に笊川を対象とした①～③、⑤

の 4 地点とした｡なお、水象調査地点①～⑤については、

事業予定地東側の下流水路は、笊川に流入するまでの

公共下水道であることから、予測における途中経過の

検証とした。（図 8.5-7） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-18） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(15)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

予
測
の
手
法 

（3）予測対象時期 工事が完了した時点とする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）予測方法 河川流の変化の程度については、流出係数の算定、事例の引用・

解析による。また、水辺環境（自然性、親水性）の変化の程度につい

ては、現況解析結果と事業計画の重ね合わせ、事例の引用・解析に

よる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
の
手
法 

 1.回避、低減に係る評価 

①調査及び予測の結果、保全対策を踏まえ、河川の水位、流量  

等への影響が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減

されているものであるか否かについての検討による。 

②調査及び予測の結果、保全対策を踏まえ、笊川における自然

性、親水性等への影響が、事業者の実行可能な範囲で回避され、

又は低減されているものであるか否かについての検討による。 

③仙台市環境基本計画の目標に対し、整合性がとれているかを検

討する。 

   ・河川の水が豊かに流れ、地下水が適切に涵養され、水が大気

に適切に蒸散されているといった水の循環システムの健全性を

確保するとともに、環境にやさしい水資源の利用の仕方を工夫

する。 

定量目標：2010 年度における雨水の地下浸透（地下水の涵養）

能力について、現在のレベルで維持することを目指す。 

 

調
査
の
手
法 

（1）調査内容   

 

 

（2）調査方法   
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 存在による影響 

・工事が完了した時点とする。 

存在による影響 

・工事完了後、一定期間を経過した時期とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-19） 

 河川流の変化の程度及び水田等の消失による変化につ

いては、流出係数の算定、事例の引用・解析による。 

常時 

・本事業による農業用水路の付け替えに伴う笊川の河川流

への影響を、笊川のモデル化により予測した。 

降雨時 

（ａ）流出係数 

・流出係数は、仙台市開発指導要綱の流出係数標準値など

に基づき設定した。 

（ｂ）流出量 

・流出量は、合理式により算定し、降雨強度は、仙台市公共

下水道の 10 年確立降雨強度式により算定した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-19、20） 

 1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果、保全対策を踏まえ、河川の水位、

流量等への影響が、事業者の  実行可能な範囲で回避さ

れ、又は低減されているものであるか否かについての検討に

よる。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

  仙台市環境基本計画の目標に対し、整合性がとれている

かを検討する。 

  ・河川の水が豊かに流れ、地下水が適切に涵養され、水

が大気に適切に蒸散されているといった水の循環シス

テムの健全性を確保するとともに、環境にやさしい水資

源の利用の仕方を工夫する。 

    定量目標：2010 年度における雨水の地下浸透（地下

水の涵養）能力について、現在のレベルで維持すること

を目指す 

回避、低減に係る評価 

・調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対

象に対する著しい影響、河川流の変化の程度等が、事

業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されてい

るものであるか否かを判断する。 

基準又は目標との整合に係る評価 

・河川流に著しい影響を与えないこと 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-31、32） 

 

 

 

水象（地下水を別記） 

1.地下水の状況 

・地下水の水位、流動等 

地下水 

・地下水の水位、流動 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-1） 

 

 

 

 

 

 

1．地下水の状況 

・既存の井戸により、水位の調査を実施する。 

・ボーリング調査結果から地下水の水位を測定する。 

・ボーリング調査時に流向・流速を測定し、地下水の流動

を推定する。 

地下水（水位、流動等） 

・既存の井戸により、水位の調査を実施した。 

・ボーリング調査結果から地下水の水位を把握した。 

・ボーリング調査時に流向・流速を測定し、地下水の流

動を推定した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-2） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(16)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（3）調査地域等   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）調査期間等   

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容   

 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点   

 

 

 

 

 

 

 

（3）予測対象時期等   

 

 

 

 

（4）予測方法   

 

 

評
価
の
手
法 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

1.調査地域 

土地の形状の変更に伴う流出特性の変化により水象の変

化が想定される地域とする。事業予定地を含む一帯とし、笊

川と名取川に挟まれる既存水路流域とする。 

2.調査地点 

・水位は、既存の井戸の地点とする。 

・流動は、事業予定地のボーリング調査地点（５箇所）とす

る。 

調査地域及び調査地点 

・調査地域は、土地の形状の変更に伴う流出特性の変

化により水象の変化が想定される地域である事業予

定地を含む一帯とし、笊川と名取川に挟まれる既存

水路流域とした。 

・事業予定地内のボーリング調査地点 5 地点及び既存

井戸 1 地点の合計 6 地点とした｡（図 8.5-2 参照）｡ 

ボーリング調査地点 5 地点に観測井戸１箇所を追加

した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-3、6） 

 1.現地調査 

・豊水期、渇水期に留意し、１年間、年 2 回とする。 

現地調査 

・調査期間等は、豊水期、渇水期に留意し、1 年間、年 2 回

とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-4） 

 1. 工事による影響 

・工事中の掘削等による地下水の水位の変化について予

測する。 

2．存在による影響 

  ・工事完了後の工作物による地下水の水位の変化につ

いて予測する。 

工事による影響 存在による影響 

  ・工事完了後の工作物による地下水の水位の変化とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-18） 

 予測地域は、調査地域とする。 

 

予測地域及び予測地点 

・予測地域は、地下水の水位の変化を十分に把握でき

る範囲として、調査地域と同様の地域とした。 

・予測地点は、事業予定地内の 6 地点とした（図 8.5-2

参照）｡ 

ボーリング調査地点 5 地点に観測井戸１箇所を追加

した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-6、19） 

 

 

 

 

 

1. 工事による影響 

・工事が完了した時点とする。 

2．存在による影響 

  ・工事が完了した時点とする。 

工事による影響 

・工事が完了した時点とした。 

存在による影響 

   ・工事完了後、一定期間を経過した時期とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-16、19） 

 

 

 

地下水の分布、流動の推定結果、工事や地下構造物の位

置、深度等から影響が生じる可能性を定性的に予測する。 

地下水の分布、流動の推定結果、工事や地下構造物の位

置、深度等から影響が生じる可能性を定性的に予測した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-16、20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果、保全対策を踏まえ、地下水への影

響が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されて

いるものであるか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

  仙台市環境基本計画の目標に対し、整合性がとれている

かを検討する。 

  ・河川の水が豊かに流れ、地下水が適切に涵養され、水が

大気に適切に蒸散されているといった水の循環システム

の健全性を確保するとともに、環境にやさしい水資源の

利用の仕方を工夫する。 

    定量目標：2010 年度における雨水の地下浸透（地下水

の涵養）能力について、現在のレベルで維持することを目

指す。 

1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対

象に対する著しい影響、地下水の変化の程度等が、事業

者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されているも

のであるか否かを判断する。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

  地下水の水位に著しい影響を与えないこと 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-29～32） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(17) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（1）調査内容   

 

 

（2）調査方法   

 

 

（3）調査地域等   

（4）調査期間等   

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点   

 

 

 

（3）予測対象時期等   

 

 

 

 

（4）予測方法   

 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
の
手
法 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 水象（水辺環境を別記） 

1.水辺環境の状況 

・水辺環境の構成（自然性、親水性等） 

水辺環境 

・水辺環境の構成（自然性、親水性等） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-1） 

 1．水辺環境の状況 

  ・地形図、空中写真により河川、護岸の位置等を

把握する。 

  ・護岸形態については、現地調査により自然護

岸、石積護岸等の区分、延長を計測、集計す

る。 

・水辺環境の構成（自然性、親水性等）は、現地

調査により地形や植生の状況を把握する。 

水辺環境 

 既存文献調査 

・地形図、空中写真により河川、護岸の位置等を把握する。 

現地調査 

・護岸形態については、現地調査により自然護岸、石積護岸等の区

分、延長を計測、集計した。 

・水辺環境の構成（自然性、親水性等）は、現地調査により地形や

植生の状況を把握した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-2） 

 1.調査地点 

水辺環境の状況を適切に把握できる地点とし、

対象河川笊川の名取川合流地点より上流側唐松

橋付近までの一帯とする。 

調査地域及び調査地点 

・調査地域は、図 8.5-1 に示す水辺環境の状況を適切に把握できる

地点とし、対象河川笊川の名取川合流地点より上流側唐松橋付近

までの一帯とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-3、5） 

 1.現地調査 

水辺環境を把握するものとし、年４回調査とする。 

1.現地調査 

水辺環境を把握するものとし、年４回調査とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-4） 

 1. 工事による影響 

・工事中は、河川の直接改変がないため、工事

完了後の予測とする。 

2．存在による影響 

  ・工事完了後の水辺の自然性、親水性に対する

間接的影響の程度を予測する。 

1. 工事による影響 

・工事中の水辺の自然性、親水性に対する間接的影響の程度を予

測した。 

2．存在による影響 

  ・工事完了後の水辺の自然性、親水性に対する間接的影響の程度

を予測した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-16、18） 

 

 

 

 

予測地域は、調査地域とする。 

 

予測地域及び予測地点 

・予測地域は、水辺環境の状況を適切に把握できる地点とし、

調査地域と同様の地域とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-16） 

 

 

 

 

 

1. 工事による影響 

・工事が完了した時点とする。 

2．存在による影響 

  ・工事が完了した時点とする。 

工事による影響 

・工事中とした。 

存在による影響 

  ・工事完了後、一定期間を経過した時期とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-16、19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水辺環境（自然性、親水性）の変化の程度につ

いては、現況解析結果と事業計画の重ね合わせ、

事例の引用・解析による。 

工事による影響 

・水辺環境（自然性、親水性）の変化の程度については、工事

における濁水の影響が生じる可能性を定性的に予測した。 

存在による影響 

・水辺環境（自然性、親水性）の変化の程度については、流出

量の変化により予測した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-16、20） 

 1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果、保全対策を踏まえ、笊川

における自然性、親水性等への影響が、事業者の

実行可能な範囲で回避され、又は低減されている

ものであるか否かについての検討による。 

 

1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対象に対

する著しい影響、水辺環境への影響の程度等が、事業者の実行

可能な範囲で回避され、又は低減されているものであるか否か

を判断する。 

2.基準や目標との整合性に係る評価 

水辺環境に著しい影響を与えないこと 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.5-29～32） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(18) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

地形・地質 

（1）調査内容 

事業予定地周辺における現況地形の状況を把握するため、次の事項を調査する。 
1．地形・地質の状況 
・地形分類 
・傾斜区分 
・表層地質 
2．事業計画 
・地形改変の範囲、施工方法等 
3．将来環境条件 
・土地利用の状況 
・気象、水象等の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）調査方法 文献その他の資料による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析による。 
1．既存文献調査 

  地形図、空中写真及び関係機関等の資料の整理及び解析による。 
2.現地調査 
ボーリング調査結果の整理及び解析による。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(3)調査地域等 調査地域は、事業実施に伴う土地の形状の変更により現況地形に影響を及ぼすこ
とが想定される地域とし、事業予定地の概ね 200ｍの範囲とする。 
調査地点は、計画が具体的に決定した時点において設定し、調査地域全域とす
る。 
（図 6－5 参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（4）調査期間等 1．既存文献調査 
調査期間は設定しない。 

2.現地調査 
ボーリング調査：地形・地質の状況を適切に把握できる時期とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 事業予定周辺における現況地形の変化の程度について予測する。  
 
 
 
 
 

（2）予測地域及び予測地点 

 

予測地域は、現況地形の変化を十分には把握できる範囲として、調査地域と同様とす
る。 
予測地点は、予測地域全域とする。 

 
 
 
 
 

（3）予測対象時期等 工事が完了した時点とする。  
 
 

（4）予測方法 現況地形に係る解析結果と事業計画との重ね合わせによるものとする。  
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 
 
 
 
 
 
 
 

1．地形・地質の状況 
・地形分類 
・傾斜区分 

2.表層地質 

1．地形・地質の状況 
・地形分類 
・傾斜区分 
・土の工学的特性 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.6-1） 

 
 
 
 
 
 
 
 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並
びに当該情報の整理及び解析による。 
1.地形・地質の状況 
・地形分類及び傾斜区分については、地形図、空中写
真等の既存資料を基に地形分類図、傾斜区分図を作
成する。 

・表層地質については、既存資料、現地踏査及びボーリ
ング調査結果より表層地質図を作成する。 

1.地形・地質の状況 
（地形分類・傾斜区分） 
・地形図、空中写真等の既存資料を基に把握することとし
た。 

（土の工学的特性） 
・地質調査（ボーリング調査）及び土質試験により把握
するものとした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.6-1～3） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.調査地域 
・事業実施に伴う土地の形状の変更により現況地形に影
響を及ぼすことが想定される地域とし、事業予定地の概
ね 200ｍの範囲とする。 

2.調査地点 
・地形・地質の調査地点は、既存資料を参考に調査地
域の地形や地質区分を確認できるように踏査ルートを
設定する。 

調査地域及び調査地点 
・調査地域は、事業実施に伴う土地の形状の変更により現

況地形に影響を及ぼすことが想定される地域とし、事業
予定地境界より 200ｍの範囲とした。 

・ボーリング調査は、図 8.6-5 に示すとおり、調査可能な
事業予定地内の微地形区分を把握できる 15 箇所におい
て実施した。ボーリングの箇所数は、宅地開発の基準と
なる「仙台市開発指導要綱」を参考に、250ｍ四方に１
箇所程度とし、深さは支持層が確認できる程度とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.6-4、5） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1．既存文献調査 
・地形・地質に係る既存文献等の最新年度版とする。 

2.現地調査 
・地形・地質の状況を適切に把握できる時期とする 

既存文献調査 
・地形・地質に係る既存文献等の最新年度版とした。「（仮
称）仙台市立大野田第二小学校新築工事及び（仮称）仙台
市大野田第二児童館新築工事に伴う地盤調査業務委託」
（平成 19年 12月、仙台市）の調査期間は、表 8.6-5に示
すとおりである。 

現地調査 
・地形・地質の状況を適切に把握できる時期とする。 
・ボーリング調査は、表 8.6－5 に示す日程で実施した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.6-4） 

 
 
 
 
 
 

事業予定周辺における現況地形の変化の程度について
予測する。 

現況地形の変化の程度について予測した。（改変後の地形） 
事業予定地内では、大規模な地震が発生した場合、液状化現
象を起こす可能性がある砂層の存在があることから、「建築基
礎構造設計指針」（2001年、日本建築学会）に基づき、液状化現
象が生じる可能性を予測した。（液状化現象） 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.6-23、24） 

 
 
 
 
 

予測地域は、現況地形の変化を十分には把握できる範囲
として、調査地域と同様とする。 
予測地点は、予測地域全域とする。 

予測地域は、現況地形の変化を十分把握できる範囲として、
調査地域と同様とした。予測地点は、予測地域全域とした。
（改変後の地形） 
予測地域は、事業予定地全域とした。（液状化現象） 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.6-23、24） 

 
 
 

1. 存在による影響 
・工事が完了した時点とする。 

1. 存在による影響 
・工事が完了した時点とした。（改変後の地形、液状化現象） 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.6-23、24） 

 
 
 
 
 
 

現況地形に係る解析結果と事業計画との重ね合わせに
よるものとする。 

現況地形と事業計画との重ね合わせから、現況地形の改変の
程度を定性的に予測した。（改変後の地形） 
「建築基礎構造設計指針」（2001 年、日本建築学会）に基づ
き、地震時における液状化現象の発生する可能性の判定を
行った。（液状化現象） 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.6-23～27） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(19) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

評
価
の
手
法 

 1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、現況地形の改変の程度等への影響

が適切な施工方法、造成計画等により、業者の実行可能な範囲で回避され、又は低

減されているものであるか否かについての検討による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
の
手
法 

地盤沈下 

（1）調査内容 

事業予定地及び周辺における地盤沈下の状況を把握するため、次の事項を調査す
る。 
1．地盤沈下の状況 
・地盤沈下の範囲、沈下量 

2．地形・地質の状況 
・軟弱地盤の分布 
・土の工学的特性 

3.地下水の状況 
・地下水位、地下水の流動等 

4．事業計画 
・土地改変の範囲、施工方法 

5．将来環境条件 
・土地利用の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）調査方法 文献その他の資料による情報の収集並びに当該情報の整理及び解析による。 

1．既存文献調査 

水準測量調査結果、周辺地質調査結果等の既存文献の整理及び解析による。 

2.現地調査 

水準測量、ボーリング調査及び聞取り調査による地質状況の整理・解析による。 

 

 

 

 

 

 

（3）調査地域等 調査地域は、事業実施に伴う土地の形状の変更により地盤沈下の影響が想定され

る地域とする。通常、盛土による圧密沈下の影響範囲は、盛土の荷重地点周辺に限

られるものの、事業予定地周辺には軟弱地盤が分布していることを考慮し、事業予定

地概ね 200ｍの範囲とする。 

調査地点（ボーリング調査）は、事業予定地に 15 箇所程度を予定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）調査期間等 1. 既存文献調査 

地盤沈下の状況を適切に把握できる期間とし、水準測量調査については調査実施

時より、過去 10 カ年とする。 

2.現地調査 

地盤沈下の状況を適切に把握できる時期とし、１年以上の期間とする。 

 

 

 

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 事業予定地周辺における地盤沈下の範囲及び沈下量の状況について予測する。  

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、地盤沈下の状況を十分に把握できる範囲として、調査地域と同様とす

る。 

予測地点は、予測地域全域とする。 

 

 

 

 

 

（3）予測対象時期等 工事が完了した時点とする。  
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、現況地形

の改変の程度等への影響が適切な施工方法、造成計画

等により、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減

されているものであるか否かについての検討による。 

 

1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、改変後の

地形（液状化現象）への影響が、事業者の実行可能な範囲

で回避され、または、低減されているものであるか否かにつ

いて判断する。 

2.基準や目標との整合性に係る評価 

・周辺地域に対する影響を未然に防止すること 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.6-37、38） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1．地形・地質の状況 

・軟弱地盤の分布 

・土の工学的特性 

 

地形・地質の状況 

・軟弱地盤の分布 

・土の工学的特性 

地盤沈下の状況 

・地盤沈下の範囲、沈下量 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.7-1） 

 1．地形・地質の状況 

 ・軟弱地盤の分布については、地質調査により把握する。 

・土の工学的特性については、土質試験により把握する。 

・上記結果を踏まえ圧密理論式を基本とした理論的解析

を実施する。 

地形・地質の状況 
 ・軟弱地盤の分布は、地質調査により把握するものとした。 
・土の工学的特性は、土質試験により把握するものとした。 
地盤沈下の状況 
・地盤沈下の範囲、沈下量は、既存文献資料により、把握
するものとした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.7-1） 

 1.調査地域 
・調査地域は，事業予定地の範囲とする。 

2.調査地点 
・現地調査地点は、事業予定地の 15 箇所*ボーリング調
査地点とする。 

 *ボーリングの箇所数は、宅地開発の基準となる「仙
台市開発指導要綱」を参考に 250ｍ四方に 1 箇所
程度とし、深さは支持層が確認できる程度とする。 

調査地域及び調査地点 

・地形・地質の調査地点（ボーリング調査地点）は、既存資

料を参考に調査地域の地形や地質区分を確認できるよう

配慮して選定した。ボーリング調査地点は、「8.6 地形・

地質（現況地形・土地の安定性）」の図 8.6-5 に示すとお

りである。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.6-5、p.8.7-1） 

 

 

 

 

 

 

1.現地調査 

・ボーリング調査は、平成 23 年中に 1 回予定する。 

調査期間等 

・ボーリング調査は、表 8.6-5 に示す日程で実施した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.6-4、p.8.7-1） 

 

 

事業予定地周辺における地盤沈下の範囲及び沈下量につ

いて予測する。 

工事中の盛土による地盤の沈下量とした。 

供用時の地盤による工作物等への影響の程度とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.7-3、6） 

 予測地域は、調査地域とする。 

予測地点は、調査地点とする。 

予測地域及び予測地点 
・予測地域は、事業予定地とした。 
・予測地点は、粘土層の厚さを考慮した 2 地点（B－4、

B－11）とした。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.6-5、p.8.7-3、6） 

 1. 工事による影響 

・影響が最大になる時期とする。 

2. 存在による影響 

・地盤改良等の工事が完了した時点とする。 

1. 工事による影響 

・工事の影響が最大になる時期とした。 

2. 存在による影響 

・圧密沈下が収束した時点とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.7-3、6） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(20) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

予
測
の
手
法 

（4）予測方法 圧密理論式を基本とした理論的解析及び事例引用・解析よるものとする。  

 

 

 

 

 

 

評
価
の
手
法 

 1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、周辺地域における住宅その他

の建物等への地盤沈下の影響が、事業者の実行可能な範囲で回避され 、又は低

減されているものであるか否かについての検討による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
の
手
法 

土壌汚染 

（1）調査内容 

事業予定地の土地利用の履歴が不明であることと、盛土については外部より搬入

する予定であることから、次の事項を調査する。 

1．土壌汚染物質の濃度 

・搬入土の汚染の状況 

・事業予定地内の掘削箇所の汚染状況 

2．事業計画 

・土地改変の範囲、施工方法 

・残土量、処分方法 

3．将来環境条件 

・周辺の土地利用の状況 

・河川・地下水の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）調査方法 1．既存文献調査 

既存資料による土地利用の履歴を調査する。 

2.現地調査 

搬入土及び事業予定地内の土壌の分析調査は、「土壌の汚染に係る環境基

準について」（平成 3 年環境庁告示第 46 号）による。 

 

 

 

 

 

（3）調査地域等 

 

調査地域は、事業実施区域及び周辺地域とし、概ね事業予定地の敷地境界より

500ｍの範囲とする。 

調査地点は、事業予定地内の掘削予定箇所及び搬入土採取箇所とする。 

 

 

 

 

（4）調査期間 1. 既存文献調査 

土地利用の履歴が把握できる期間とする。 

2.現地調査 

土壌汚染の状況を適切に把握できる時期とする 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

圧密理論式を基本とした理論的解析及び事例引用・解

析よるものとする。 

工事による影響 

・圧密理論式を基本とした理論的解析及び事例引用・解析よるものとした。 

存在による影響 

・工事中の工事中の液状化現象及び圧密沈下の予測結果に基づき、定性

的に予測した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.7-3、4、6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、

周辺地域における住宅その他の建物等への地盤沈

下の影響が、事業者の実行可能な範囲で回避さ

れ 、又は低減されているものであるか否かについて

の検討による。 

1.回避、低減に係る評価 

・調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、周辺地域にお

ける住宅その他の建物等（供用時の地盤による工作物等）へ

の地盤沈下の影響が、事業者の実行可能な範囲で回避さ

れ 、又は低減されているものであるか否かについて判断する。

（ ）内は存在による影響 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.7-7、8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.土地利用の履歴、周辺の土地利用 事業実施により有害物質等の大気中、水域への排出、使用、保管が

ないことや、土地履歴調査の結果、土壌汚染の恐れがある土地は確

認されてないこと、及び土壌汚染対策法で適切な対応をすることか

ら配慮項目とした。 

 

 

 

 

 

1. 既存文献調査 

土地利用の履歴が把握できる期間とする。 

2. 現地調査 

土壌汚染の状況を適切に把握できる時期とす

る。 

 同 上 

 

 

 

 

1.調査地域 

・土地利用の調査範囲として、事業予定地の敷地

境界より 50ｍ範囲とする。 

同 上 

 

 

 

 

1. 既存文献調査 

・土地利用の履歴が把握できる期間とする。 

同 上 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(21) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

植物 

（1）調査内容 

事業予定地周辺における植物相及び植生、注目すべき種等の生育の状況を把

握するため、次の事項を調査する。  

1．フロラ（植物相）及び注目種･･･････文献調査及び任意観察調査（現地調査） 

・種組成、注目種等の分布、生育環境、個体数等 

2．植生及び注目群落･･･････文献調査及びコドラート調査（現地調査） 

・群落組成、構造、分布（現存植生図） 

・遷移の状況 

・注目すべき群落の分布、生育環境 

3.樹木・樹林･･･････文献調査及び任意観察調査（現地調査） 

・大径木、景観上すぐれた樹木・樹林等、緑の量 

4．事業計画 

・地形改変の範囲、工法及び工期 

・構造物の配置、規模、構造 

・大気、水等の汚染物質の排出状況 

5．将来環境条件 

・周辺の土地利用、植生、地形、水象等 

 

 

（2）調査方法 文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理及び

解析による。 

1．既存文献調査 

以下に示す文献その他の資料の整理及び解析による。 

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7 年 仙台市） 

・「平成 15年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」（平成 16年 仙台市） 

・「レッドリスト」（2007 年 環境省） 

・「宮城県の希少な野生動植物－宮城県レッドデータブック－」（2001 年 宮城

県） 

・その他今後出版される自然環境調査報告書等 

2．現地調査 

・任意観察調査（調査ルートに沿って種の同定を行い、記録するとともに、環境

の状況を把握する） 

・コドラート調査により、群落の組成・構造・状況を把握し、空中写真の判読等に

より植生図を作成する。 

・学術的、景観上注目される樹木樹群につて分布等を作成する。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．フロラ（植物相）及び注目種 

・種組成 

・注目種等の分布、生育環境、個体数等 

2．植生及び注目群落 

・群落組成、構造、分布（現存植生図） 

・遷移の状況 

・注目すべき群落の分布、生育環境 

3. 樹木・樹林 

・大径木、景観上すぐれた樹木・樹林等、緑の量 

 

1.植物（フロラ）及び注目種 

・種組成 

・注目種等の分布、生育環境、個体数等 

2.植生及び注目群落 

・群落組成、構造、分布（現存植生図） 

・遷移の状況 

・注目すべき群落の分布、生育環境 

3.樹木・樹林 

・大径木、すぐれた樹木・樹林等 

・緑の量 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.8-1） 

 文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに

当該情報の整理及び解析による。 

1．既存文献調査 

以下に示す文献その他の資料の整理及び解析による。 

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7 年 仙台

市） 

・「平成 15 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」

（平成 16 年 仙台市） 

・「レッドリスト」（2007 年 環境省） 

・「宮城県の希少な野生動植物－宮城県レッドデータブック

－」（2001 年 宮城県） 

・その他今後出版される自然環境調査報告書等 

2．現地調査 

（1）フロラ（植物相）及び注目種 

  ・調査地域に調査ルートを設定し、ルートに沿って種の同定

を行い、確認した植物を記録する。現地で同定が困難な

種は、標本を作製し後日同定を行う。 

  ・調査ルートの設定は、現存植生図及び現地踏査により、調

査地域の生育環境を網羅するよう設定する。 

  ・調査時に確認された注目種は、生育位置、生育環境、個

体数を記録する。 

（2）植生及び注目群落 

  ・植生は、コドラート調査により、群落組成、構造、分布を現

地調査により把握し、植生図を作成する。コドラート調査の

地点数は各植生を確認し１から２地点とする。 

・現地調査により確認された注目すべき群落は、分布及び

生育環境を記録する。 

（3）樹木・樹林 

・既存文献調査及び任意観察調査（現地調査）により、大径

木、景観上すぐれた樹木を把握する。 

・樹林等、緑の量を現地踏査で確認する。 

（4）森林等の環境保全機能（水田） 

・流域の雨水等の流出の状況については、流出係数から算

定する。 

・既存の井戸により調査を実施する。 

・ボーリング調査結果から地下水の水位を測定する。 

・ボーリング調査時に流向・流速を測定する。 

1.既存文献調査 

調査方法は、以下の文献その他の資料の整理及び解析による

ものとした。また、表 8.8-2 に示した選定基準により、注目種の選

定を行った。 

・「平成 22 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」（平

成 2011 年 仙台市） 

・「レッドリスト」（2007 年 環境省） 

・「宮城県の希少な野生動植物－宮城県レッドデータブック－」

（2001 年 宮城県） 

・「宮城県植物目録」（平成 13 年 3 月 宮城植物の会・宮城県

植物誌編集委員会） 

・「標本に基づいた仙台市野生植物目録」（平成 22 年 財団

法人仙台市公園緑地協会） 

2.現地調査 

（ア）植物相及び注目種 

シダ植物以上の維管束植物を対象として、現存植生図及

び現地踏査等により、調査地域の生育環境を網羅するよう

に調査ルートを設定し、確認された植物を記録した。現地

で同定が困難な種は、標本を作製し後日同定を行った。 

また、表 8.8-2 に示した選定基準により、注目種の選定

を行った。現地調査時に確認された注目種は、生育位置、

生育環境、個体数等を記録した。 

（イ）植生及び注目群落 

植生は、コドラート調査により、群落組成、構造、分布

を現地調査により把握し、植生図を作成した。コドラート

調査の地点数は各植生につき 1 から 2 地点とした。 

また、表 8.8-3 に記した選定基準により、注目群落の選

定を行った。現地調査により確認された注目群落は、分布

及び生育環境を記録した。 

（ウ）樹木・樹林 

既存文献調査及び任意観察調査(現地調査)により、大径

木（胸高直径 50cm 以上の樹木）及びすぐれた樹林を把握

した。また、緑の量を、現地調査に基づく植生図から確認

した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.8-1～3） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 



 4-52 

表 4.2-1(22) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（3）調査地域等 ・調査地域は、植物相及び注目すべき種に対する影響が想定さ

れる地域とし、事業予定地から概ね 200m の範囲と考え、植

生、地形・地物から判断する。事業予定地の北側及び東側は

既存住宅が位置する。したがって、この範囲については街路樹

と植生がある程度確認される区域とし、西側の水田地域の一帯

及び南側の河川敷内植生を含む区域を調査地域と設定する。 

・調査ルートは、調査地域全域にわたって、地形、植生等の条

件から想定される生育環境を網羅するよう設定する。 

（図 6－6 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）調査期間 1．既存文献調査 

調査期間は設定しない。 

2．現地調査 

年間を通じた状況を把握できる期間とし、早春、春、夏、秋を含

める年４回調査とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 切土・盛土・掘削等に伴う植物相及び植生、注目すべき種等の

消滅の有無、変化の程度について予測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、調査地域と同様とする。 

予測地点は、植物相については予測地域全域とし、注目すべき

種については対象種の生育地とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）予測対象時期等 工事による影響が最大となる時期とする。また、供用後の状況と

しては、工事が完了した時点とする。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 調査地域 

植物相及び注目すべき種に対する影響が想定される地域と

し、植生、地形・地物から判断し設定する。 

・西側は、連続している水田を対象とし富田地区住宅地まで

の範囲とする。 

・南側は、名取川左岸側の河川植生の範囲とする。 

・東側は、畑地が残存する市街地の範囲とする。 

・北側は、隣接する笊川を含め、郡山折立線の一部を含める

範囲とする。 

・事業予定地の南東端に位置する仙台市地下鉄車両基地の

敷地については、立入が困難であることから、調査範囲から

除外することとする。 

2. 調査地点 

（1）フロラ（植物相）及び注目種 

  ・調査ルートの設定は、現存植生図及び現地踏査により、調

査地域の生育環境を網羅するよう設定する。 

（2）植生及び注目群落 

・植生調査のコドラート調査地点は各植生を確認し１から２

地点とする。 

（3）樹木・樹林 

・植物調査時に選定する。 

1.調査地域 

・調査地域は、図 8.8-1 に示すとおり、植物相及び注目すべ

き種に対する影響が想定される地域とし、植生、地形・地

物から判断し設定した。東側は畑地が残存する市街地の範

囲、西側は連続している水田を対象とし富田地区住宅地ま

での範囲、南側は名取川左岸側の河川植生の範囲、北側は

隣接する笊川を含め、郡山折立線の一部を含める範囲とし

た。また、事業予定地の南東端に位置する仙台市地下鉄車

両基地の敷地については、立入が困難であることから、調

査範囲から除外した。 

2.調査地点 

・植物相及び注目種の調査ルートは、図 8.8-2 に示すとおり、

現存植生図及び現地踏査により、調査地域の生育環境を網

羅するよう設定した。植生及び注目群落と、樹木･樹林の

コドラート調査地点は、図 8.8-3 に示すとおり、各植生を

確認し 1 から 2 地点とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.8-3、8.8-5～7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．既存文献調査 

・調査方法に示した既存文献の調査期間とする。 

2．現地調査 

（1）フロラ（植物相）及び注目種 

・早春、春、夏、秋を含める年４回調査とする。 

（2）植生及び注目群落 

  ・植物の繁茂期夏季１回調査とする。 

（3）樹木・樹林 

・植生調査時と同様とする。 

既存文献調査 

・調査方法に示した既存文献の調査期間とした。 

現地調査 

・植物相及び注目種については、早春、春、夏、秋を含める

年 4 回調査とした。 

・植生及び注目群落と、樹木･樹林については、秋季に実施

した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.8-4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．工事による影響 

  ・事業予定地における切土・盛土・掘削等に伴う植物相及び

植生、注目すべき種等の消滅の有無、変化の程度につい

て予測する。 

２. 存在による影響 

・事業完了後の植物相及び植生、注目すべき種等の消滅の

有無、変化の程度について予測する。 

工事による影響 

・工事による影響については、事業予定地における切土・盛

土・掘削等に伴う植物相及び植生、注目種等の消滅の有無、

変化の程度について予測した。 

存在による影響 

・存在による影響については、事業完了後の植物相及び植生、

注目種等の消滅の有無、変化の程度について予測した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.8-24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．予測地域 

  ・直接的影響については、事業予定地内とし、間接的影響

については、事業予定地及びその周辺とする。 

・森林等の環境保全機能（水田）については、水象（河川流

及び地下水）の予測地域とする。 

２. 予測地点 

・現地調査で確認された注目種、注目群落、大径木等の地

点とする。 

予測地域 

・直接的影響については事業予定地内とし、間接的影響につ

いては事業予定地及びその周辺とした。 

予測地点 

・現地調査で確認された注目種、注目群落、大径木及びすぐ

れた樹林の地点とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.8-24） 

 

 

 

 

 

１．工事による影響 

・工事が完了した時期とする。 

２. 存在による影響 

・事業活動が定常状態に達した時期とする。 

工事による影響 

・工事が完了した時期とした。 

存在による影響 

・事業活動が定常状態に達した時期とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.8-24） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(23) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

予
測
の
手
法 

（4）予測方法 ・注目すべき種の重要度等の現況解析結果と、事業計画の重

ね合わせ及び、事例の引用・解析による 

・植生の重要度等の現況解析結果と、事業計画の重ね合わせ

及び事例の引用・解析による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
の
手
法 

 1．回避 低減に係る評価 

調査及び予測の結果、保全対策を踏まえ、植生及び注目す

べき群落の変化の程度が、事業者の実行可能な範囲で回避さ

れ、又は低減されているものであるか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標の保全が図られているか否かについ

ての検討による。 

・レッドリスト（環境省）における掲載種 

・宮城県レッドデータブック（宮城県）における掲載種  

・平成 6 年度自然環境基礎調査報告書（仙台市）における

「保全上重要な植物種」 

・平成 15 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書（仙

台市）における「保全上重要な植物種」 

3.仙台グリーンプラン 21 に関し、整合性を検討する。 

・都市計画区域内の緑地確保の水準（約 30％）が満たされ

ているか。 

・公共施設や民有地の緑化の目標が達成されているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
の
手
法 

動物 

（1）調査内容 

事業予定地周辺における動物相及び注目すべき種等の生息

の状況を把握するため、次の事項を調査する。 

1．ファウナ（動物相）及び注目種 

・構成種、注目種等の分布、繁殖状況、行動圏等  

2．注目すべき種の生息環境 

・地形・地質、水象、気象、植生、食草の分布等  

3.注目すべき生息地 

・動物群集の生息地として注目される場所の位置、環境条

件、生息種等 

4．事業計画 

・地形改変の範囲、工法及び工期 

・構造物の配置、規模、構造 

・大気、水等の汚染物質の排出状況 

5．将来環境条件 

・周辺の土地利用 

・植生、地形、水象等 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．工事及び存在による影響 

・工事による直接的改変については、注目すべき種の重要

度等の現況解析結果と、事業計画の重ね合わせ及び、事

例の引用・解析による 

・植生の重要度等の現況解析結果と、事業計画の重ね合わ

せ及び事例の引用・解析による。 

工事及び存在による影響 

工事による直接的改変の影響及び存在による影響につい

て、注目種及び植生の分布位置と、事業計画の重ね合わせ及

び事例の引用・解析によって、植物の変化の程度を検討した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.8-24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避 低減に係る評価 

調査及び予測の結果、保全対策を踏まえ、植生及び注目す

べき群落の変化の程度が、事業者の実行可能な範囲で回避

され、又は低減されているものであるか否かについての検討

による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標の保全が図られているか否かにつ

いての検討による。 

・レッドリスト（環境省）における掲載種 

・宮城県レッドデータブック（宮城県）における掲載種  

・平成 6年度自然環境基礎調査報告書（仙台市）における

「保全上重要な植物種」 

・平成 15 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書（仙台

市）における「保全上重要な植物種」 

1.回避 低減に係る評価 

調査結果、予測結果及び環境保全措置を踏まえ、注目種、

大径木及びすぐれた樹林地への影響の程度が、事業者の実行

可能な範囲で回避され、又は低減されているものであるか否

かについての検討によった。 

2.基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標の保全が図られているか否かに

ついての検討によった。 

・レッドリスト(環境省)における掲載種 

・宮城県の希少な野生動植物-宮城県レッドデータブック-

における掲載種 

・平成 22 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書(仙台

市)における「保全上重要な植物種」 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.8-30、31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．ファウナ（動物相）及び注目種 

・哺乳類、鳥類、両生類、爬虫類、昆虫類、魚類、底生動

物、猛禽類 

・注目種等の分布、繁殖状況、行動圏等 

2．注目すべき種の生息環境 

・地形・地質、水象、水質、気象、植生、食草の分布等  

3.注目すべき生息地 

・動物群集の生息地として注目される場所の位置、環境条

件、生息種等 

ファウナ（動物相）及び注目種 

・哺乳類、鳥類、両生類、爬虫類、昆虫類、魚類、底生動

物、猛禽類 

・注目種等の分布、繁殖状況、行動圏等 

注目すべき種の生息環境 

・地形・地質、水象、水質、気象、植生、食草の分布等 

注目すべき生息地 

・動物群集の生息地として注目される場所の位置、環境条

件、生息種等 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-1） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 



 4-56 

表 4.2-1(24)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（2）調査方法 文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該
情報の整理及び解析による。 
1．既存文献調査 
以下に示す文献その他の資料の整理及び解析による。 
・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7 年 仙台
市） 
・「平成 15 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」（平
成 16 年 仙台市） 
・「レッドリスト」（2007 年 環境省） 
・「宮城県の希少な野生動植物－宮城県レッドデータブック
－」（2001 年 宮城県） 
・その他今後出版される自然環境調査報告書等 

2．現地調査 
①哺乳類：目視観察、フィールドサイン法及びトラップ法  
②鳥類：目視観察、ラインセンサス法及び定点調査法  
③両生類・爬虫類：目視観察 
④昆虫類：目視観察、ライトトラップ法、ベイトトラップ法、目視観
察 
⑤魚類：捕獲調査 

⑥底生動物：捕獲調査 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当
該情報の整理及び解析による。 
1．既存文献調査 
以下に示す文献その他の資料の整理及び解析による。 
・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7 年 仙台
市） 
・「平成 15年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」（平
成 16 年 仙台市） 
・「レッドリスト」（2007 年 環境省） 
・「宮城県の希少な野生動植物－宮城県レッドデータブック
－」（2001 年 宮城県） 
・その他今後出版される自然環境調査報告書等 

2．現地調査 
（1）ファウナ（動物相）及び注目種 
・哺乳類：目視観察、フィールドサイン法及びトラップ法  
・鳥  類：目視観察、ルートセンサス法及び定点調査法  
・両生類・爬虫類：目視観察 
・昆虫類：任意採集、ライトトラップ法、ベイトトラップ法、目視
観察 
・魚  類：捕獲調査 
・底生動物：任意採集調査、コドラート調査 
・猛禽類：定点調査法 

（2）注目すべき種の生息環境 
・動物相の現地調査より、レッドリスト対象種、その他学術上
重要な種について対照し、注目すべき種を選定し、その特
性及び事業特性を勘案し、生息環境について調査する。 

（3）注目すべき生息地 
・注目すべき種が多数生息している地域などについて現地調

査より把握する。 

1.既存文献調査 
調査方法は、以下の文献その他の資料の整理及び解析に

よった。また、表 8.9-2 に記した選定基準により、注目種の
選定を行った。 

・「平成 22 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」(平
成 23 年 仙台市) 

・「レッドリスト」(2007 年 環境省) 
・「宮城県の希少な野生動植物-宮城県レッドデータブック

-」(2001 年 宮城県) 
・「宮城県植物目録」(平成 13 年 3 月 宮城植物の会・宮

城県植物誌編集委員会) 
2.現地調査 
 動物相及び注目種について、各分類群（哺乳類、鳥類、両

生類･爬虫類、昆虫類、魚類、底生動物、猛禽類）の現地調

査方法は、表 8.9－2 に示したとおりである。昆虫類や底生

動物などについて、現地で同定が困難な種等は、標本を作製

し同定を行った。 

 また、表 8.9-3 に示した選定基準により、注目種の選定を

行った。現地調査時に確認された注目種は、確認位置や個体

数等を記録した。 

 注目すべき種の生息環境については、注目すべき種の特性

及び事業特性を勘案して調査した。注目すべき生息地につい

ては、注目すべき種が多数生息している地域などについて、

現地調査より把握した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-1～3） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(25) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（3）調査地域等 
 

調査地域は、動物相及び注目すべき種に対する影響が想定さ
れる地域とし、事業予定地から概ね 200mの範囲とするが、植生、
地形・地物状況から判断する。事業予定地の北側及び東側は既
存住宅が位置する。したがって、この範囲については街路樹と植
生がある程度確認される区域とし、動物の生息域となる西側の水
田一帯及び南側の河川敷内植生を含む区域を調査地域と設定
する。猛禽類については、広い行動圏を有することから、概ね 3km
四方の調査範囲を設定するものとする。 
調査ルート及び調査地点は、植生、地形、水系等を考慮し、調査
地域内の様々な環境条件を網羅するよう設定する。 
（図 6－6 参照） 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.調査地域 
動物に対する影響が想定される地域とし、事業予定地及び

周辺地域の植生、地形等から判断し設定する。 
・西側は、連続している水田を対象とし富田地区住宅地ま
での範囲とする。 

・南側は、仙台南部道路から名取川の範囲とする。 
・東側は、畑地が残存する市街地の範囲とする。 
・北側は、隣接する笊川を含め、郡山折立線の一部を含め
る範囲とする。 
・事業予定地の南東端に位置する仙台市地下鉄車両基
地、富田浄水場の敷地については、調査範囲から除外す
ることとする。 

 ・猛禽類については、広い行動圏を持っているため、飛翔
確認において視認可能な範囲とする。 

2.調査地点 
 調査地域の水田・畑地、草地、樹林地等の植生や地形などに
勘案し設定する。 
（1）ファウナ（動物相）及び注目種 
・哺乳類のトラップ地点 
調査地域の植生の分布状況調から代表する調査地点とし
て設定する 
・T—1 草地、T-2 樹林地、T-3 水田、T-4 河川敷 

・鳥類のセンサスルート 
 調査地域の河川、水田、畑地等の生息環境特性に応じて
設定する。 
・R-1 事業予定地北側の笊川～住宅地～畑地 
・R-2 西側水田～畑地 
・R-3 樹林～草地～樹林（名取川左岸） 

  ・両生類・爬虫類 
可能な範囲で踏査し確認に努める。 

・昆虫類のトラップ 
  調査地域の植生の分布状況から代表する調査地点として設

定し、哺乳類のトラップ地点と同地点にベイトトラップを設置
する。また、ライトトラップは、哺乳類のトラップ地点の T-2、
T-4 地点とする。 
・魚類・底生動物：笊川（名取川合流前～唐松橋）、名取川

（仙台南部道路より南側の調査範囲  図
6-6 参照） 

     河川の瀬、淵など状況を現地踏査で確認し、地点を
設定する。事業予定地内の細水路、用水路について
は現地踏査で地点を設定する。   

・猛禽類定点調査地点 
    ・St.1 事業予定地が視認できる。また、住宅地の間に見

られる水田や畑地、屋敷林などが視認でき、笊川
沿いを活動する個体の確認に適する地点として設
定。 

・St.2 事業予定地南側の畑地や名取川の河川敷が視認
できる。また、名取川を活動する個体と、事業予定
地との行き来する状況を確認するに適する地点と
して設定。 

・St.3 事業予定地西側や名取川、高舘熊野堂の丘陵地
が視認できる地点として設定。 

・St.4 他の地点よりも標高が高く、遠方に視界が利く。事
業予定地西側の水田地帯のほか、三神峯公園付
近、周辺の丘陵地、名取川上流を確認するのに適
する地点として設定。 

（2）注目すべき種の生息環境 
・動物相の調査により設定する。 

（3）注目すべき生息地 
 ・動物相の調査により設定する。 

1.調査地域 
 調査地域は、図 8.9-1 に示すとおり、動物に対する影響が
想定される地域とし、植生や地形・地物等から判断し設定し
た。 

・西側は、連続している水田を対象とし富田地区住宅地ま
での範囲とした。 

・南側は、仙台南部道路から名取川の範囲とした。 
・東側は、畑地が残存する市街地の範囲とした。 
・北側は、隣接する笊川を含め、郡山折立線の一部を含め

る範囲とした。 
・事業予定地の南東端の仙台市地下鉄車両基地については

事務所により立ち入りを断られたこと、また、富田浄水
場敷地については施設が稼働停止し閉鎖されて立ち入
り困難であったことから、調査範囲から除外した。 

・猛禽類については、広い行動圏を持っているため、飛翔
等が視認可能な範囲を調査地域とし、名取川の右岸側耕
作地も含めて 3km 程度の範囲で実施した。 

2.調査地点 
調査地域の水田・畑地、草地、樹林地等の植生や地形など

を勘案し設定した。各調査項目の調査地点は図 8.9-2～図 8.9
－8 に、調査地点の概要は表 8.9-4 に示したとおりである。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-4～6、8.9-8～14） 
※哺乳類の調査地点 T-3 は、審査会資料（平成 22 年 12 月）

及び方法書の図では 1箇所示していたが、冬季、春季の各々
の調査時に、調査地点周辺の地権者から立ち入りを断ら
れ、 場所を変更したため、3 箇所となった。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-8） 
※鳥類のラインセンサスルート R-2 は、審査会資料（平成 22

年 12 月）の図に示した西側の一部を、現地踏査により、
水田環境を把握しやすい位置に変更した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-9） 
※昆虫類の調査地点 B-3 は、審査会資料（平成 22 年 12 月）

及び方法書の図では 1箇所示していたが、春季の調査時に、
調査地点周辺の地権者から立ち入りを断られ、場所を変更
したため、2 箇所となった。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-11） 
※魚類及び底生生物の調査地点は、審査会資料（平成 22 年

12 月）の図に「笊川の唐松橋から名取川合流地点まで、事
業予定地南側の名取川、事業予定地内の細水路及び用水路
で実施する」と記載し、また、審査会資料の本文には、「現
地踏査の上設定する」と記載していた。審査会の委員から、
名取川や、名取川との合流点などでも調査をするように指
摘を受けたことを反映し、現地踏査の上、笊川 2 地点（笊
川上流：St.1、笊川下流の名取川合流点前：St.2）及び名
取川 1 地点（St.3）の計 3 地点に捕獲採集（魚類）、コド
ラート（底生動物）地点を設定した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-12、13） 
※定点は、視野が開けた地点(表 8.9-4 に示す St.1～8 及び

St.2’ )から、調査時期・調査対象等を考慮して、各調査
日につき、3～4 地点を選択して行った。また、猛禽類の調
査を進めるにつれ、審査会資料（平成 22 年 12 月）に示し
た St.1～4からでは確認できない場所をオオタカが利用し
ていることが判明したため、行動の詳細を見通せる新しい
位置にも定点を配置し、最終的に 8 地点（St.2’も分ける
と 9 地点）になった。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-14） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価
方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(26) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（4）調査期間 1．既存資料調査 

調査期間は設定しない。 

2．現地調査 

年間を通じた状況を把握できる期間とし、以下に示す各季とす

る。 

①哺乳類：年４回（4 季）調査 

②鳥類：年４回（4 季）調査 

③両生類・爬虫類：年３回（冬季を除く３季）調査  

④昆虫類：年３回（冬季を除く３季）調査 

⑤魚類：年２回（夏季、秋季）調査 

⑥底生動物：年４回（4 季）調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 ・資材等の運搬、重機の稼働及び切土・盛土・発破・掘削等に

伴う動物相及び注目すべき種の消滅の有無、変化の程度につ

いて予測する。 

・土地の形状の変更に伴う動物相及び注目すべき種の有無、変

化の程度について予測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、調査地域と同様とする。 

予測地点は、予測地域全域とする。 

 

 

 

 

 

 

 

（3）予測対象時期等 工事による影響が最大となる時期とする。  

 

 

 

 

 

（4）予測方法 注目すべき種の生息密度、行動圏の現況解析結果と、事業計

画の重ね合わせ及び事例の引用・解析による。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．既存資料調査 

・調査方法に示した既存文献の調査期間とする。 

2．現地調査 

（1）ファウナ（動物相）及び注目種 

・哺乳類：年４回（4 季）調査  

      目視観察、フィールドサイン法及びトラップ法 

・鳥  類：年４回（4 季）調査 

      目視観察、ルートセンサス法及び定点調査法 

・両生類・爬虫類：年３回（冬季を除く３季）調査  

        目視観察 

・昆虫類：年３回（冬季を除く３季）調査 

      任意採集、ライトトラップ法、ベイトトラップ法、目視

観察 

・魚  類：年２回（夏季、秋季）調査  

      捕獲調査 

・底生動物：年４回（4 季）調査 

       任意採集調査、コドラート 

・猛禽類：繁殖期２期及び非繁殖期を含む概ね 1.5 ヶ年 

      定点調査法 

調査期間等 

既存資料調査は、調査方法に示した既存文献の調査期間と

した｡ 

現地調査の調査期日は、表 8.9-5 に示すとおりである｡哺

乳類、鳥類及び底生動物については年 4 回（4 季）、両生類、

爬虫類及び昆虫類については年 3 回（冬季を除く 3 季）、魚

類については年 2 回(夏季、秋季)、猛禽類については繁殖期

2 期及び非繁殖期を含む概ね 1.5 ヶ年の調査を実施した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．工事による影響 

・資材等の運搬、重機の稼働及び切土・盛土・発破・掘削等

に伴い、動物相及び注目すべき種の消滅の有無、変化の

程度について予測する。 

・資材等の運搬、重機の稼働等による猛禽類への騒音の影

響について予測する。 

２. 存在による影響 

・土地の形状の変更に伴い、動物相及び注目すべき種の消

滅の有無、変化の程度について予測する。 

1.工事による影響 

工事による影響については、資材等の運搬、重機の稼働及

び切土・盛土・掘削等に伴い、動物相及び注目すべき種の消

滅の有無、変化の程度について予測した。 

また、資材等の運搬、重機の稼働等による猛禽類への騒音

の影響について予測した。 

2.存在による影響 

存在による影響については、土地の形状の変更に伴い、動

物相及び注目すべき種の消滅の有無、変化の程度について予

測した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-64） 

 

 

 

 

 

 

 

１．予測地域 

・直接的影響については、事業予定地内とし、間接的影響

については、事業予定地及びその周辺とする。 

２. 予測地点 

  ・予測内容より、特に予測地点としては、設定しない。 

1.予測地域 

予測地域は、直接的影響については事業予定地内とし、間

接的影響については事業予定地及びその周辺とした。 

2.予測地点 

予測地点については、予測内容より、特に設定しないもの

とした 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-64） 

 

 

 

 

 

 

１．工事による影響 

・工事が完了した時点とする。（猛禽類に対する騒音の影響

は工事中とする） 

２. 存在による影響 

・事業活動が定常状態に達した時期とする。 

１．工事による影響 

工事が完了した時点とした。（猛禽類に対する騒音の影響

は工事中とした） 

２. 存在による影響 

事業活動が定常状態に達した時期とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-64） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．工事及び存在による影響 

・改変区域の植生、地形等の状況及び動物相の特性から、

動物相全体としての変化の程度を検討する。 

・注目すべき種の生息密度、行動圏等の現況解析結果と、

事業計画の重ね合わせ及び事例の引用・解析による。 

・猛禽類への騒音による影響の程度は、事例の引用・解析

による。 

工事及び存在による影響 

工事による影響及び存在による影響について、改変区域の

植生、地形等の状況及び動物相の特性から、動物相全体とし

ての変化の程度を検討した。 

また、注目すべき種の生息密度、行動圏等の現況解析結果

と、事業計画の重ね合わせ及び事例の引用・解析を行った。 

猛禽類への騒音による影響の程度は、事例の引用・解析に

よった。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-64） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(27) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

評
価
の
手
法 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、動物相及び

注目すべき種の変化の程度が、事業者の実行可能な範囲で回避

され、又は低減されているものであるか否かについての検討によ

る。 

2．基準又は日標との整合に廃る評価 

以下に示す基準又は目標の保全が図られているか否かについ

ての検討による。 

・レッドリスト（環境庁）における掲載種 

・宮城県レッドデータブック（宮城県）における掲載種  

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（仙台市）における

「保全上重要な動物種」 

・「平成 15 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」（仙台

市）における「保全上重要な動物種」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
の
手
法 

生態系 

（1）調査内容 

事業予定地は農地が大部分を占めている。このような環境から、

動植物の調査結果より、上位性、典型性、特殊性の観点から地域

を特徴づける生態系及びそれらの生態系を特徴づける種の状況

を把握するため、次の事項を調査する。 

1．生態系を特徴づける種の分布、生態等 

・動物群集の生息地として注目される場所の位置、環境条

件、生息種等 

2．地域を特徴づける生態系の生物間の関係性 

・食物連鎖、餌生物の分布、現存量等 

・生物間の寄生・共生関係 

・生物間の競合関係 

3．地域を特徴づける生態系の基盤となる非生物環境  

・地形・地質、水象、気象等の状況 

4．周辺の生態系との関係、連続性 

5．事業計画 

・地形改変の範囲、工法及び工期 

・構造物の配置、規模、構造 

・大気、水等の汚染物質の排出状況 

・工事用機械等の稼働状況 

6．将来環境条件 

・周辺の土地利用 

・植生、地形、水象等 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、動物相及び

注目すべき種の消滅の有無、変化の程度が、事業者の実行

可能な範囲で回避され、又は低減されているものであるか否

かについての検討による。 

2．基準又は日標との整合に廃る評価 

以下に示す基準又は目標の保全が図られているか否かにつ

いての検討による。 

・レッドリスト（環境庁）における掲載種 

・宮城県レッドデータブック（宮城県）における掲載種  

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（仙台市）にお

ける「保全上重要な動物種」 

・「平成 15 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」

（仙台市）における「保全上重要な動物種」 

 

1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果及び本事業で実施する環境の保全の

ための措置を踏まえ、工事及び存在に伴う動物相及び注目す

べき種に対する影響の程度が、事業者の実行可能な範囲で回

避され、又は低減されているものであるか否かについて評価

した。 

基準又は目標との整合 

以下に示す法令、基準又は目標の保全が図られているか

否かについての検討によった。 

・『文化財保護法』に示されている種及び群落 

・『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法

律(種の保存法)』に示されている種 

・『哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ⅰ及び

植物Ⅱのレッドリストの見直しについて』(環境省，2007

年)の掲載種 

・『鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎動物のレッド

リストの見直しについて』(環境省，2006 年)の掲載種 

・『宮城県の希少な野生動植物 -宮城県レッドデータブッ

ク-』(宮城県，2001 年)の掲載種 

・『平成 22 年度自然環境基礎調査報告書』(仙台市，2011

年)において「学術上重要な動物種」及び「減少種」のＡ

ランクとされる種 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.9-80、81） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．生態系を特徴づける種の分布、生態等 

・動物群集の生息地として注目される場所の位置、環境条

件、生息種等 

2．地域を特徴づける生態系の生物間の関係性 

・食物連鎖、餌生物の分布、現存量等 

・生物間の寄生・共生関係 

・生物間の競合関係 

3．地域を特徴づける生態系の基盤となる非生物環境  

・地形・地質、水象、気象等の状況 

4．周辺の生態系との関係、連続性 

1.生態系を特徴づける種の分布、生態など 

・動物群集の生息地として注目される場所の位置、環境条

件、生息種等 

2.地域を特徴づける生態系の生物間の関係性 

・食物連鎖、餌生物の分布、現存量等 

・生物間の寄生・共生関係 

・生物間の競合関係 

3.地域を特徴づける生態系の基盤となる非生物環境 

・地形・地質、水象、気象等の状況 

4.周辺の生態系との関係、連続性 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.10-1） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(28)  調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（2）調査方法 

 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該

情報の整理及び解析による。 

1．既存文献調査 

以下に示す文献その他の資料の整理及び解析による。 

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7 年 仙台市） 

・「平成 15年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」（平成

16 年 仙台市） 

2．現地調査 

地形・地質、水象、植物及び動物等の現地調査結果に基づき

抽出された、環境区の「地域の生態系を特徴付ける種（注目種）」

について、調査地域における分布、生態、利用の状況等を現地調

査により把握するものとする。 水田及び周辺環境の注目種として

は、上位性：シマヘビ、オオタカ等猛禽類、典型性：ニホンアカガエ

ル等両生類、バッタ類の昆虫類が挙げられ、特殊性の種は見当た

らない。 

なお、環境区の一つである「市街地」における生態系について

は、生息種が都市鳥類やわずかな昆虫類に限られることから、現

地調査の対象とはしないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）調査地域等 調査地域は、生態系に影響が想定される地域とし、事業予定地

から概ね 200ｍの範囲とするが、植生の状況、動物の生息域、地

形・地物の状況により設定する。 

調査地点は、植生、地形、水系等を考慮し、調査地域における

注目種の状況を把握出来る地点とする。 

（図 6－6 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）調査期間 1．既存文献調査 

調査期間は設定しない。 

2．現地調査 

動植物の季節変動等を考慮して、注目種の生態（繁殖期、出現

時期等）及び水田域の湛水状況を考慮し、年間を通じ調査期間と

する。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに

当該情報の整理及び解析による。 

1．既存文献調査 

以下に示す文献その他の資料の整理及び解析による。 

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7 年 仙台

市） 

・「平成 15 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」

（平成 16 年 仙台市） 

・その他の自然環境調査報告書等 

2．生態系を特徴づける種の分布、生態等 

・地形・地質、水象、植物及び動物等の現地調査結果に基

づき抽出された、環境区の特性を把握する。 

・地域の生態系を特徴付ける指標種を設定し、生物間の関

係や非生物間の関係を解析把握する。 

・指標となる種等は、生態系の上位性、典型性、特殊性の観

点から複数抽出する。概況調査における水田及び周辺環

境から想定される指標種としては、下記の種が挙げられる。 

      上位性：シマヘビ、オオタカ等猛禽類 

      典型性：ニホンアカガエル等両生類、バッタ類、水生

昆虫等の昆虫類 

特殊性：概況調査の結果から指標種は想定されな

い。 

3. 地域を特徴づける生態系の生物間の関係性 

  ・動物調査でリストアップした種をもとに、地域の生態系を特

徴づける指標種等に着目して、食物連鎖や寄生・共生等

の扶助関係、競合や緩衝関係等について、生物種（群）間

の相互関係を推測し、図等に整理する。 

4.地域を特徴づける生態系の基盤となる非生物環境  

  ・地形・地質、水象、気象等の状況については、地形・地

質、水象、気象等の調査結果により把握する。 

5. 周辺の生態系との関係、連続性 

・動植物調査で確認した種をもとに、地域の生態系を特徴づ

ける指標種等に着目し、植物連鎖や寄生・共生等の扶助関

係、競合や緩衝、生物種（群）間の相互関係を推測し整理

する 

調査方法は、以下の既存文献その他の資料の情報、及び現

地調査による情報の収集・整理・解析によるものとした。 

・「平成 22 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」

（平成 23 年 仙台市） 

 

ア.生態系を特徴づける種の分布、生態等 

①動物群集の生息地として注目される場所の位置、環境条

件、生息種等 

地形・地質、水象、植物、動物等の現地調査結果に基

づき、環境類型区分図を作成した。また、植物、動物の

現地調査結果をもとに、地域の生態系を特徴付ける指標

種を、生態系の上位性、典型性、特殊性の観点から検討、

設定した。 

 

イ.地域を特徴づける生態系の生物間の関係性 

①食物連鎖、餌生物の分布、現存量等、②生物間の寄生・

共生関係、③生物間の競合関係 

ア. の指標種等に着目し、食物段階や、寄生・共生等

の種間関係を、食物連鎖図に整理、把握した。 

 

ウ.地域を特徴づける生態系の基盤となる非生物環境 

①地形・地質、水象、気象等の状況 

地形・地質、水象、気象等の調査結果にもとづき、生

態系の基盤となる地形・地質、水象、気象等の状況を整

理、把握した。 

 

エ.周辺の生態系との関係、連続性 

 既存文献による情報、植物、動物の現地調査結果、ア. の

環境類型区分図、イ. の食物連鎖図等と、ウ. 地形・地

質、水象、気象等の状況にもとづき、周辺の生態系を含

む地域の生態系の状況を整理、把握した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.10-1、2） 

 

 1.調査地域 

生態系に影響が想定される地域とし、植物、動物の調査地

域に準じ、植生の状況、動物の生息域、地形・地物の状況によ

り設定する。 

2.調査地点 

植生、地形、水系等を考慮し、調査地域における注目種の

状況を把握出来る地点とする。 

（図 6－6 参照） 

1.調査地域 

 調査地域は、図 8.10－1 に示すとおり、生態系への影響が

想定される地域とし、植物、動物の調査地域に準じて、植生

の状況、動物の生息域、地形･地物の状況により設定した。 

2.調査地点 

 調査地点は、植生、地形、水系等を考慮し、調査地域にお

ける注目種の状況を把握出来る地点とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.10-2） 

 1．既存文献調査 

  ・調査方法に示した既存文献の調査期間とする。 

2．現地調査 

・動植物の季節変動等を考慮して、注目種の生態（繁殖期、

出現時期等）及び水田域の湛水状況を考慮し、年間を通じ

調査期間とする。 

調査期間等 

 既存文献調査については、調査方法に示した既存文献の調

査期間とした。 

 現地調査については、植物、動物（平成 23 年 2 月～平成

23 年 10 月）と、猛禽類（平成 22 年 3 月～平成 23 年 10 月）

の調査期間（調査時）とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.10-2） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(29) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 ・資材等の運搬、重機の稼働及び切土・盛土・掘削等に伴う地域

を特徴づける生態系の地形等基盤条件の変化、周辺の生態系

との連続性の変化及び注目種に代表される生態系の構成種等

の変化の程度について予測する。 

・土地の形状の変更に伴う地域を特徴づける生態系の地形等基

盤条件の変化、周辺の生態系との連続性の変化及び注目種に

代表される生態系の構成種の変化の程度について予測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、調査地域と同様とする。 

予測地点は、予測地域全域とする。 

 

 

 

 

（3）予測対象時期等 ・予測は工事完了時期とする。 

 

 

 

 

 

 

（4）予測方法 指標とする種等の生育・生息環境解析結果と、事業計画の重ね

合わせ及び事例の引用・解析による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
の
手
法 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、地域を特徴

づける生態系の変化の程度が、事業者の実行可能な範囲で回

避され、又は低減されているものであるか否かについての検討に

よる。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資材等の運搬、重機の稼働及び切土・盛土・掘削等に伴う

地域を特徴づける生態系の地形等基盤条件の変化、周辺の

生態系との連続性の変化及び注目種に代表される生態系の

構成種等の変化の程度について予測する。 

・土地の形状の変更に伴う地域を特徴づける生態系の地形等

基盤条件の変化、周辺の生態系との連続性の変化及び注

目種に代表される生態系の構成種の変化の程度について予

測する。 

1.工事による影響 

資材等の運搬、重機の稼働及び切土・盛土・掘削等に伴

う地域を特徴づける生態系の地形等基盤条件の変化、周辺

の生態系との連続性の変化及び注目種に代表される生態系

の構成種の変化の程度について予測した。 

2.存在による影響 

土地の形状の変更に伴う地域を特徴づける生態系の地形

等基盤条件の変化、周辺の生態系との連続性の変化及び注

目種に代表される生態系の構成種の変化の程度について予

測した。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.10-16） 

 

 

 

・予測地域は、調査地域と同様とする。 

・予測地点は、予測地域全域とする。 

工事による影響及び存在による影響 

予測地域は調査地域と同様とし、予測地点は予測地域全

域とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.10-16） 

 

 

 

 

 

１．工事による影響 

・工事が完了した時点とする。 

2. 存在による影響 

・事業活動が定常状態に達した時期とする。 

1．工事による影響 

・工事が完了した時点とした。 

2.存在による影響 

・事業活動が定常状態に達した時期とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.10-16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標とする種等の生育・生息環境解析結果と、事業計画の重

ね合わせ及び事例の引用・解析による。 

1.工事による影響 

指標とする種等の生育・生息環境解析結果と、事業計画の

重ね合わせ及び事例の引用・解析により、定性的に予測した。 

2.存在による影響 

指標とする種等の生育・生息環境解析結果と、事業計画の

重ね合わせ及び事例の引用・解析により、定性的に予測した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.10-16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、地域を特徴

づける生態系の変化の程度が、事業者の実行可能な範囲で回

避され、又は低減されているものであるか否かについての検討

による。 

1．回避、低減に係る評価 

環境保全措置の検討結果を踏まえ、地域を特徴づける生

態系の変化の程度が、事業者の実行可能な範囲内で、最大

限の回避・低減が図られるか否かを評価した。 

2.目標又は基準との整合性に係る評価 

以下に示す法令、基準又は目標の保全が図られているか

否かについての検討によった。 

・『文化財保護法』に示されている種及び群落 

・『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法

律(種の保存法)』に示されている種 

・『哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ⅰ及び

植物Ⅱのレッドリストの見直しについて』(環境省，2007

年)の掲載種 

・『鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎動物のレッド

リストの見直しについて』(環境省，2006 年)の掲載種 

・『宮城県の希少な野生動植物 -宮城県レッドデータブッ

ク-』(宮城県，2001 年)の掲載種 

・『平成 22 年度自然環境基礎調査報告書』(仙台市，2011

年)において「学術上重要な動物種」及び「減少種」の

Ａランクとされる種 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.10-25、26） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(30) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

景観 

（1）調査内容 

事業予定地周辺における自然的景観資源等の状況を把握

するため、次の事項を調査する。 

1．景観資源の状況 

・自然的景観資源、文化的景観資源の分布 

・地形、植生、その他景観資源を構成する要素の状況等景観

資源の特性 

2.眺望地点の状況 

・眺望地点の位置、利用状況、眺望特性 

・主要な眺望地点からの眺望の状況 

3．事業計画 

・地形改変の範囲、施工方法 

・構造物の配置、規模、構造 

4．将来環境条件 

・周辺の土地利用 

・植生、地形、水象等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）調査方法 文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析による。 

1．既存文献調査 

以下に示す文献その他の資料の整理及び解析による。 

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7 年 仙台

市） 

2．現地調査 

・現地調査を実施し、抽出した景観資源について、範囲、規

模、特徴、周囲からの見え方等を現地調査により把握し、適

宣写真撮影を行う。また、合わせて聞取り調査を実施する。 

・現地調査で抽出した眺望地点について、現地調査により、

眺望地点の状況、眺望地点からの眺望内容、利用の状況

及び利用のための施設やアクセスの状況について把握す

る。また、眺望の状況については、必要に応じ写真撮影を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）調査地域等 ・調査地域は、自然的景観資源、文化的景観資源に対する影

響が想定される地域とし、植生、地形等を考慮し設定する。事

業予定地及び周辺地域は、高低差が少ないため、北側からの

可視範囲は狭くなっている。これに対し、南側が名取川を越

え、丘陵地が分布し、みどり台、那智が丘団地からの眺望が明

瞭となっている。これらのことを踏まえ、調査地点は、抽出した

景観資源の分布地とする。 

・現地調査により、事業予定地が見える眺望地点の抽出をし、

眺望地点の特性を把握し、調査地点を決定する。 

・調査地域の可視分析に基づき、調査地域を適切に把握できる

地点とする。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．景観資源の状況 

・自然的景観資源、文化的景観資源の分布 

・地形、植生、その他景観資源を構成する要素の状況等景

観資源の特性 

2. 眺望地点の状況 

・眺望地点の位置、利用状況、眺望特性 

・主要な眺望地点からの眺望の状況 

1．景観資源の状況 

・自然的景観資源、文化的景観資源の分布 

・地形、植生、その他景観資源を構成する要素の状況等景観

資源の特性 

2. 眺望地点の状況 

・眺望地点の位置、利用状況、眺望特性 

・主要な眺望地点からの眺望の状況 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.11-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当

該情報の整理及び解析による。 

１. 景観資源の状況 

（1）既存文献調査 

自然的景観資源、文化的景観資源の分布については、

以下に示す文献その他の資料の整理及び解析による。 

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7 年 仙台

市） 

・「平成 15 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」

（平成 16 年 仙台市） 

・その他の自然環境調査報告書等 

（2）現地調査 

抽出した景観資源については、現地調査及び地形、植生

等の調査結果よりその特性を把握する。 

2. 眺望地点の状況 

  既存文献調査、聞取り調査により抽出した眺望地点につ

いて、現地踏査により可視状況、利用状況、利用のための施

設やアクセスの状況について把握する。また、眺望の状況に

ついては、必要に応じ写真撮影を行う。 

１. 景観資源の状況 

以下に示す文献を参考に、現地踏査により事業予定地周辺の景観

資源を把握した。 

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7 年 仙台市） 

・「平成 15 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」（平成

16 年 仙台市） 

・「平成 22 年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」（平成 23

年 仙台市） 

2. 眺望地点の状況 

既存文献調査、聞き取り調査及び現地踏査により、眺望地点を抽

出し、その付近の利用状況等を把握した。また、眺望の状況につい

ては、写真撮影を実施した。 

撮影にあたっては、撮影高さを 1.5ｍとし、焦点距離は 32～35mm

に設定した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.11-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 調査地域 

自然的景観資源、文化的景観資源に対する影響が想定され

る地域とし、植生、地形等を考慮し設定する。事業予定地及

び周辺地域は、高低差が少ないため、北側からの可視範囲

は狭くなっている。これに対し、南側が名取川を越え、丘陵地

が分布し、みどり台、那智が丘団地からの眺望が明瞭となっ

ている。これらのことを踏まえ、調査地域は、抽出した景観資

源の分布地とする。 

2. 調査地点 

・現地調査により、事業予定地が見える眺望地点の抽出を

し、眺望地点の特性を把握し、調査地点を設定する。 

・調査地域の可視分析に基づき、調査地域を適切に把握で

きる地点とする。 

ア. 景観資源の状況 

自然的景観資源、文化的景観資源に対する影響が想定さ

れる地域とし、植生、地形等を考慮し設定することとした。 

事業予定地および周辺の高低差が少なく北側からの可

視範囲は狭くなっており、南側は、仙台南部道路が東西に

延び、道路構造は盛土である。さらに南側には名取川が流

れていることから、調査地域は、事業予定地および周辺 1km

の範囲とした。 

イ. 主要な眺望地点の状況 

調査地域は、計画建築物の視認できる範囲と事業予定地

を中心として 3km 程度の範囲とした。 

調査地点は、景観資源の分布地及び計画建築物から近景

域（800m 以内）、中景域（800m～1500m）、遠景域（1500m

超）となる範囲を勘案し、本事業における事業予定地及び

事業実施後の想定計画建築物が視認できる可能性のある

眺望地点として、表 8.11－3 に示す 7 地点を選定した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.11-2、3） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(31) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（4）調査期間 1．既存文献調査 

調査期間は設定しない。 

2．現地調査 

１年間を通じた自然的景観資源等の状況を把握できる時期とし、

４季調査とする。 

 

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 土地の形状の変更に伴う自然的景観資源、文化的景観資源及び

主要眺望地点からの眺望の変化の程度について予測する。 

 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、調査地域と同様とする。 

予測地点は、調査地点と同様とする。 

 

 

 

（3）予測対象時期等 工事が完了した時点とする。  

 

評
価
の
手
法 

 1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、自然的景観

資源への改変量や影響量の程度が、事業者の実行可能な範囲

で回避され、又は低減されているものであるか否かについて

の検討による。眺望については、調査及び予測の結果及び保

全対策を踏まえ、眺望景観への改変量や影響量の程度が、事

業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されているか否

かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 

・「杜の都の風土を育む景観条例（杜の都景観基本計画）」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
査
の
手
法 

自然との触れ合いの場 

（1）調査内容 

事業予定地周辺における自然との触れ合いの場の状況を把握

するため、次の事項を調査する。 

1．触れ合いの場の状況 

・触れ合いの場の分布 

・利用状況 

・触れ合いの場の特性 

2．事業計画 

・地形改変の範囲、施工方法 

・構造物の配置、規模、構造 

3．将来環境条件 

・周辺の土地利用 

・植生、地形、水象等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）調査方法 文献その他の資料による情報の収集並びに当該情報の整理及

び解析による。 

1．既存文献調査 

以下に示す文献その他の資料の整理及び解析による。 

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7 年 仙台

市） 

2.現地調査 

分布、利用状況、地形・植生等の調査結果の解析により、触

れ合い活動に利用されている場の環境特性を把握する。また、

聞取り調査を実施する。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

1．既存文献調査 

・調査方法に示した既存文献の調査期間とする。 

2．現地調査 

・１年間を通じた自然的景観資源等の状況を把握できる時期とし、

４季調査とする。 

既存文献調査は、調査方法に示した既存文献の調査

期間とした。 

現地調査は、四季調査を行った（表 8.11-4）。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.11-2） 

 

 

 

 

 

1．存在による影響 

・土地の形状の変更に伴う自然的景観資源、文化的景観資源及

び主要眺望地点からの眺望の変化の程度について予測する。 

1．存在による影響（改変後の地形） 

土地の形状の変更に伴う自然的景観資源、文化

的景観資源及び主要眺望地点からの眺望の変化

の程度について予測することとした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.11-14） 

 

 

予測地域は、調査地域と同様とする。 

予測地点は、調査地点と同様とする。 

予測地域は、調査地域と同様とした。 

予測地点は、調査地点と同様とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.11-14） 

 

 

 

1．存在による影響 

・工事が完了した時点とする。 

1．存在による影響 

・工事が完了した時点とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.11-14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、自然的景観資

源への改変量や影響量の程度が、事業者の実行可能な範囲で

回避され、又は低減されているものであるか否かについての検討

による。眺望については、調査及び予測の結果及び保全対策を

踏まえ、眺望景観への改変量や影響量の程度が、事業者の実行

可能な範囲で回避され、又は低減されているか否かについての

検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否かにつ

いての検討による。 

・「杜の都の風土を育む景観条例（杜の都景観基本計画）」 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果、保全対策を踏まえ、自然

的景観資源、文化的景観資源及び主要眺望地点か

らの眺望の変化の程度が、事業者の実行可能な範

囲で回避され、又は低減されているものであるか

否かを判断する。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

本事業の実施にあたっては、｢仙台市「杜の都」

景観計画｣との整合性が図られるか否かを評価し

た。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.11-32） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．触れ合いの場の状況 

・触れ合いの場の分布 

・利用状況 

・触れ合いの場の特性 

触れ合いの場の状況 

・触れ合いの場の分布 

・利用状況 

・触れ合いの場の特性 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.12-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文献その他の資料による情報の収集並びに当該情報の整理及び

解析による。 

1.触れ合いの場の状況 

（1）既存文献調査 

以下に示す文献その他の資料の整理及び解析による。 

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7 年 仙台市） 

・「平成 15年度自然環境に関する基礎調査業務報告書」（平成

16 年 仙台市） 

・その他の自然環境調査報告書等 

（2）現地調査 

・現地調査により、分布、利用状況、地形・植生等の調査結果の

解析により、触れ合い活動に利用されている場の環境特性を

現地調査により把握する。 

・国、仙台市等が行っている住民との取組みを把握し、聞取り調

査も実施する。 

触れ合いの場の状況 

・触れ合いの場の分布 

・利用状況 

・触れ合いの場の特性 

既存文献資料により、触れ合い活動の場の分

布、利用状況および触れ合いの場の特性について

把握した。 

現地調査により笊川の利用状況について把握

した。 

地形・植生等の調査結果の解析により、触れ合

い活動の場の環境特性を把握した。 

国、仙台市等が行っている住民との取組みを把

握し、聞取り調査も実施した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.12-1） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(32) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

（3）調査地域等 調査地域は、土地の形状の変更及びそれに伴う水象の変化等

により、触れ合いの場における利用環境の変化が想定される地

域とし、植生、地形等を考慮し設定する。 

調査地点は、調査地域における触れ合いの場の状況を適切に

把握できる地点とし、事業予定地周辺において抽出した地点と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）調査期間 1．既存文献調査 

調査期間は設定しない。 

2.現地調査 

年間を通じた状況を把握できる期間とする。 

 

 

 

 

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 工事中の触れ合いの場の状況、土地の形状の変更に伴う触れ合

いの場における親水性等の利用環境の変化の程度について予測

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、調査地域と同様とする。 

予測地点は、調査地点と同様とする。 

 

 

 

（3）予測対象時期等 工事が完了した時点とする。  

 

 

 

 

（4）予測方法 触れ合いの場の特性解析結果と、事業計画の重ね合わせ及び事

例の引用・解析による。 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
の
手
法 

 1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、自然との触れ

合いの場における自然環境要素、利用の快適性、アクセス等への

影響が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されてい

るものであるか否かについての検討による。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.調査地域 

土地の形状の変更及びそれに伴う水象の変化等により、触

れ合いの場における利用環境の変化が想定される地域とし、植

生、地形等を考慮し設定する。 

2.調査地点 

調査地域における触れ合いの場の状況を適切に把握できる

地点とし、事業予定地周辺において抽出した地点とする。（親

水護岸が整備されている笊川） 

 

調査地域及び調査地点 

調査地域は、土地の形状の変更及びそれに伴う水象の変化

等により、触れ合いの場における利用環境の変化が想定され

る地域とし、植生、地形等を考慮し設定した。 

調査地域は事業予定地及び周辺の笊川、旧笊川、名取川と

した。 

現地調査地点は、調査地域における触れ合いの場の状況を

適切に把握できる地点とし、事業予定地周辺において抽出し

た親水護岸が整備されている笊川、旧笊川、名取川とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.12-1、3） 

 

 

 

 

 

 

 

1．既存文献調査 

・調査方法に示した既存文献の調査期間とする。 

2.現地調査 

・年間を通じた状況を把握できる期間とする。 

既存文献資料調査は、調査方法に示した既存資料の調査期間と

した。 

現地調査は、四季調査を行った（表 8.12-3）。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.12-2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．工事及び存在による影響 

・工事中の触れ合いの場の状況、土地の形状の変更に伴う

触れ合いの場における親水性等の利用環境の変化の程度に

ついて予測する。 

(１)工事による影響（直接改変による影響、利用環境への影響） 

工事中の触れ合いの場の状況、土地の形状の変更に伴う

触れ合いの場における親水性等の利用環境の変化の程度に

ついて予測することとした。 

(２)存在による影響（改変後の地形） 

事業予定地及びその周辺における供用後の触れ合いの場

の状況、土地の形状の変更に伴う触れ合いの場における親

水性等の利用環境の変化の程度について予測することとし

た。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.12-9、10） 

 

 

 

予測地域は、調査地域と同様とする。 

予測地点は、調査地点と同様とする。 

予測地域は、調査地域と同様とした。 

予測地点は、調査地点と同様とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.12-9、10） 

 

 

 

 

 

１．工事による影響 

・影響が最大になる時期とする。 

2．存在による影響 

・工事が完了した時期、事業活動が定常状態に達した時期  

(１)工事による影響 

・工事の影響が最大になる時期とした。 

（2）存在による影響 

・工事が完了した時期、事業活動が定常状態に達した時期  

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.12-9、10） 

 

 

 

 

 

 

触れ合いの場の特性解析結果と、事業計画の重ね合わせ及び

事例の引用・解析による。 

(１)工事による影響（直接改変による影響、利用環境への影響） 

予測方法は、触れ合いの場の特性解析結果と、事業計画

の重ね合わせ及び事例の引用・解析により予測した。 

(２)存在による影響（改変後の地形） 

予測方法は、触れ合いの場の特性の解析結果と、事業計

画の重ね合わせ及び事例の引用・解析により予測した。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.12-9、10） 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、自然との触れ

合いの場における自然環境要素、利用の快適性、アクセス等へ

の影響が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減さ

れているものであるか否かについての検討による。 

回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、自然との触

れ合いの場における自然環境要素、利用の快適性等への影響

が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されてい

るものであるか否かについての検討による。 

（関連ページ：準備書 p.8.12-23 評価書 p.8.12-24） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(33) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

調
査
の
手
法 

文化財 

（1）調査内容 

 

事業予定地周辺における文化財の状況を把握するため、次の

事項を調査する。 

1．指定文化財等の状況 

・指定文化財及びこれに準じる歴史的・文化的資源の分布  

・指定文化財の内容、特性、保存状況 

2.文化財周辺の状況 

・文化財周辺の環境の状況 

・文化財の利用状況 

3．事業計画 

・地形改変の範囲、施工方法 

・構造物の配置、規模、構造 

4．将来環境条件 

・周辺の土地利用 

・文化財の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）調査方法 文献その他の資料による情報の収集並びに当該情報の整理及

び解析による。 

1．既存文献調査 

以下に示す文献その他の資料の整理及び解析による。 

・「文化財等分布図」 

・「平成 6年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7年 仙台市） 

・「宮城県遺跡地図」（平成 5 年 宮城県）等 

2.現地調査 

・埋蔵文化財包蔵地に関しては、教育委員会の指導による現

地調査を実施する。 

・指定文化財及びこれに準じる歴史的・文化的資源について

は、写真撮影等、聞取り調査を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）調査地域等 調査地域は、事業予定地及び周辺地域において、文化財等に

対する影響が想定される地域とする。 

調査地点は、文化財等の状況を適切に把握できる地点とする。 

 

 

 

 

（4）調査期間 1．既存文献調査 

調査期間は設定しない。 

2.現地調査 

調査期間は設定しない。 

 

 

 

 

予
測
の
手
法 

（1）予測内容 直接または間接的影響による指定文化財等への影響の程度、文

化財等の利用への影響の程度を予測する。 

 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、調査地域と同様とする。 

予測地点は、調査地点と同様とする。 

 

 

 

（3）予測対象時期等 工事中については、影響が最大となる時期。 

工事が完了し、事業活動が定常状態に達した時期。 

 

 

 

 

 

（4）予測方法 ・文化財の現況解析結果と事業計画の重ね合わせ及び事例の引

用・解析による。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．指定文化財等の状況 

・指定文化財及びこれに準じる歴史的・文化的資源の分布  

・指定文化財の内容、特性、保存状況 

2.文化財周辺の状況 

・文化財周辺の環境の状況 
・文化財の利用状況 

指定文化財等の状況 

・指定文化財及びこれに準じる歴史的・文化的資源の分布  

・指定文化財の内容、特性、保存状況 

文化財周辺の状況 

・文化財周辺の環境の状況 
・文化財の利用状況 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.13-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文献その他の資料による情報の収集並びに当該情報の整理

及び解析による。 

1．既存文献調査 

以下に示す文献その他の資料の整理及び解析による。 

・「文化財等分布図」 

・「平成 6 年度自然環境基礎調査報告書」（平成 7 年 仙台

市） 

・「宮城県遺跡地図」（平成 5 年 宮城県）等 

2.現地調査 

・指定文化財及びこれに準じる歴史的・文化的資源につい

ては、写真撮影等、聞取り調査を行う。 

指定文化財等の状況、文化財周辺の状況 

既存文献資料「宮城県遺跡地図」（平成 5 年 宮城県）等
により、指定文化財等の状況、文化財周辺の状況について把
握した。 

現地調査により、指定文化財等の雰囲気を形成している要
素を写真撮影により把握した。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.13-1） 

 

 

 

 

1.調査地域 

・調査地域は、事業予定地及び周辺地域において、文化財

等に対する影響が想定される地域とする。 

調査地域は、事業予定地及び周辺地域において、文化財等

に対する影響が想定される地域とした。 

調査地点は、文化財等が確認されている地点とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.13-1、2） 

 

 

 

 

1．既存文献調査 

・調査方法に示した既存文献の調査期間とする。 

2.現地調査 

・利用状況、季節等を勘案し、適切に把握できる期間とする。 

現地調査は、平成 23 年 6 月（表 8.13-3）に実施した。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.13-1） 

 

 

 

 

 

１．工事及び存在による影響 

・直接または間接的影響による指定文化財等への影響の程

度、文化財等の利用への影響の程度を予測する。 

工事及び存在による影響 
事業予定地及びその周辺における工事中の指定文化財等

への影響の程度、文化財等の利用への影響の程度について予
測した。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.13-10） 

 

 

 

予測地域は、調査地域とする。 

予測地点は、調査地点とする。 

予測地域は、事業予定地とその周辺とし、予測地点は、調査
地点と同様とした。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.13-10） 

 

 

 

 

 

１．工事による影響 

・工事中については、影響が最大となる時期。 

2．存在による影響 

・工事が完了し、事業活動が定常状態に達した時期。 

予測時期は、工事の影響が最大となる時期とした。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.13-10） 

 ・文化財の現況解析結果と事業計画の重ね合わせ及び事例の

引用・解析による。 

予測方法は、文化財等の現況解析結果と、事業計画の重ね合
わせ及び事例の引用・解析による。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.13-10） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 
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表 4.2-1(34) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

評
価
の
手
法 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、事業者の実

行可能な範囲で回避され、又は低減されているものであるか否か

についての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否かに

ついての検討による。 

・文化財保護法、県文化財保護条例、仙台市文化財保護条

例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予
測
の
手
法 

廃棄物 

（1）予測内容 

 

 

1.発生量及び削減状況 
・建設工事に伴う廃棄物の発生量及びリサイクル等抑制策に
よる削減状況について予測する。 
・事業活動に伴う廃棄物の発生量及びリサイクル等抑制策に
よる削減状況について予測する。 
・切土・盛土・発破・振削等に伴う残土の発生量及びリサイクル
等抑制策による削減状況について予測する。 
・水利用の削減内容について予測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、事業対象区域とする。  

 

（3）予測対象期間等 工事期間全体とする。供用後については、事業活動が定常状態

に達した時期とする。 

 

 

 

 

 

（4）予測方法 ・工事中の建設廃材、伐採木等の廃棄物の種類ごとの発生量に
ついて、事業計画及び事例の引用・解析により予測する。また、
残土の発生量、処分方法及び残土中の有害物質に有無につ
いて、事業計画及び事例の引用・解析により予測する。 
・事業活動及び人の利用に伴う廃棄物の種類ごとの発生量につ
いて、事業計画及び事例の引用・解析により予測する。 
・雨水利用、処理水利用等の取組み状況を分析する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
の
手
法 

 1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果を踏まえ、本事業の実施により環境要素に

及ぶおそれがある影響が、事業者の実行可能な範囲で回避さ

れ、又は提言されているものであるか否かについての検討によ

る。 

2.基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否かにつ

いての検討による。 

・「仙台市環境基本計画」の目標（ごみ排出量及び資源化率） 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、事業者の

実行可能な範囲で回避され、又は低減されているものである

か否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 
・文化財保護法、県文化財保護条例、仙台市文化財保護条
例 

1．回避、低減に係る評価 
調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、指定文化財

等への影響が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低
減されているものであるか否かについての検討による。 

2．基準又は目標との整合に係る評価 

予測結果が以下に示す基準又は目標との整合が図られて

いるかを評価する。 

・「指定文化財等への影響を未然に防止すること」 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.13-12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.工事による影響 

・建設工事に伴う廃棄物の発生量及びリサイクル等抑制策に

よる削減状況。 

・切土・盛土・発破・掘削等に伴う残土の発生量及びリサイク

ル等抑制策による削減状況。 

2．供用による影響 

・事業活動に伴う廃棄物の発生量及びリサイクル等抑制策に

よる削減状況。 
・水利用の削減内容。 

工事による影響 

（ア）産業廃棄物 

切土・盛土・掘削等及び建築物の建設工事に伴う廃棄
物の発生量及びリサイクル等抑制策による削減状況等
とした。 

（イ）残土 

切土・盛土・掘削等に伴う残土の発生量及びリサイク
ル等抑制策による削減状況等とした。 

供用による影響 
事業活動に伴う廃棄物の発生量及びリサイクル等抑制策

による削減状況並びに水利用の状況とした。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.14-1、10） 

 

 

予測地域は、事業対象区域とする。 予測地域及び予測地点は、事業予定地とした。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.14-1、10） 

 

 

 

 

 

1.工事による影響 

・工事期間中とする。 

2．供用による影響 

・事業活動が定常状態に達した時期とする。 

1.工事による影響 

・工事期間中とした。 

2．供用による影響 
・事業活動が定常状態に達した時期とした。 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.14-1、10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 工事による影響 

・工事中の建設廃材、伐採木等の廃棄物の種類ごとの発生

量について、事業計画及び事例の引用・解析により予測す

る。 

・土の発生量、処分方法及び残土中の有害物質に有無に

ついて、事業計画及び事例の引用・解析により予測する。 

2．供用による影響 

・事業活動及び人の利用に伴う廃棄物の種類ごとの発生量

について、事業計画及び事例の引用・解析により予測す

る。 

・雨水利用、処理水利用等の取組み状況を分析する。 

1.工事による影響 

（ア）産業廃棄物 

造成工事に伴い発生する産業廃棄物の種類及び量は、

事業予定地内に残存する施設規模（解体対象）から推定

する方法とした。また、それらの再資源化率等を算定す

るものとした。 

（イ）残土 

本事業では、事業予定地を 4 つの工区に区分し、段階
的に造成を行う。それぞれの工区において発生する残土
をその工区の盛土に転用していくことを前提として残
土量を算定するものとした。 

2.供用による影響 
人の利用に伴う廃棄物の種類ごとの発生量について、事業

計画及び事例の引用・解析により予測するものとした。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.14-1、10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果を踏まえ、本事業の実施により環境要素

に及ぶおそれがある影響が、事業者の実行可能な範囲で回避

され、又は提言されているものであるか否かについての検討によ

る。 

2.基準又は目標との整合に係る評価 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否かに

ついての検討による。 

・「仙台市環境基本計画」の目標（ごみ排出量及び資源化率） 

1．回避、低減に係る評価 

調査及び予測の結果を踏まえ、本事業の実施により環境要

素に及ぶおそれのある影響が、事業者の実行可能な範囲で回

避され、又は低減されているものであるか否かについての検

討による。 
2．基準又は目標との整合に係る評価 
・「建設リサイクル推進計画 2008」 
・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 
・「杜の都環境プラン」 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.14-17、18） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 



 4-78 

表 4.2-1(35) 調査･予測･評価における手法の変更 

区 分 方法書  

予
測
の
手
法 

温室効果ガス 

（1）予測内容 

 

 
・二酸化炭素の発生量、省エネルギー対策による削減量等につい
て予測する。 
・熱帯材、その他外材の使用量及び削減状況について予測する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

（2）予測地域及び予測地点 予測地域は、事業対象区域とする。  

 

 

 

 

 

（3）予測対象時期等 工事期間全体とする。供用後については、事業活動が定常状態

に達した時期とする。 

 

 

 

 

（4）予測方法 ・事業計画及び事例の引用・解析等により事業実施に伴う二酸化
炭素の排出量、使用量の算定 
・エネルギーの有効利用等のとりくみ状況による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評
価
の
手
法 

 1．回避、低減に係る評価 
施設計画、工事計画、供用時の対策等、エネルギーの有効利

用や削減対策について、複数案の比較、又は対策を講じない場
合との比較等により、事業者が実行可能な範囲で最大限の低減が
できているかどうかを判断する。 
2．基準又は目標との整合に係る評価 
以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否かに

ついての検討による。 
・「仙台市環境基本計画」の目標  
定量目標：2010 年度における一人当りの二酸化炭素排出量

について、1999 年レベル以下に低減すること。 
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 審査会資料（※） 準備書・評価書 

 

 

 

 

 

 

 

1.工事による影響 

・二酸化炭素の発生量、省エネルギー対策による削減量等  

・熱帯材、その他外材の使用量及び削減状況。 

2．供用による影響 
・二酸化炭素の発生量、省エネルギー対策による削減量等。 

供用による影響 
施設の稼働、人の居住・利用及び資材・製品・人等の運搬･

輸送に伴い発生する二酸化炭素の排出量とした。 
 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.15-1、3） 

 

 

 

 

 

 

予測地域は、事業予定地とする。 1.供用に寄る影響（施設の稼働、人の居住・利用） 
予測地域は、事業予定地とした。 

2. 供用に寄る影響（資材・製品・人等の運搬･輸送） 
予測地域は、事業予定地から資材･製品人等の搬入出までの

範囲とした。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.15-1、3） 

 

 

 

 

1.工事による影響 

・工事期間中とする。 

2．供用による影響 

・事業活動が定常状態に達した時期とする。 

供用による影響 
予測時期は、工事が完了し、事業活動が定常状態に達した

時期とした。 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.15-1、3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.工事による影響 

  ・事例の引用・解析等により事業実施に伴う二酸化炭素の排

出量、使用量の算定 

・熱帯材、その他外材の使用量及び削減率を明らかにするこ

とによる。 

2．供用による影響 

・事業計画及び事例の引用・解析等により事業実施に伴う二

酸化炭素の排出量、使用量の算定 

・エネルギーの有効利用等のとりくみ状況による。 

1.供用に寄る影響（施設の稼働、人の居住・利用） 
本事業で供用後に使用するエネルギーの種類は、都市ガス

及び電気を想定している。 

・都市ガスの使用に伴う二酸化炭素排出量の予測方法は、次
式により算出する方法とした。 

CO2 排出量（tCO2）＝都市ガス使用量（㎥） 
×単位使用料あたりの排出量（tCO2/㎥） 

・電気の使用に伴う二酸化炭素排出量の予測方法は、「温室

効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（平成 22 年 9 月、

環境省・経済産業省）に基づき、次式により算出する方法

とした。 

CO2 排出量（tCO2）＝電気使用量（kWh） 

×単位使用料あたりの排出量（tCO2/kWh） 

 

2. 供用に寄る影響（資材・製品・人等の運搬･輸送） 

・施設関連車両の走行に伴う二酸化炭素排出量の予測方法

は、「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（平成 22

年 9 月、環境省・経済産業省）に基づき、次式により算出

する方法とした。 
CO2 排出量（tCO2）＝（燃料の種類ごとに）燃料使用量（kL）
×単位発熱量（GJ/kL）×  排出係数（tC/GJ）×44/12 

 

（関連ページ：準備書・評価書 p.8.15-1、3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．回避、低減に係る評価 

施設計画、工事計画、供用時の対策等、エネルギーの有効

利用や削減対策について、複数案の比較、又は対策を講じな

い場合との比較等により、事業者が実行可能な範囲で最大限

の低減ができているかどうかを判断する。 

1．回避、低減に係る評価 
エネルギーの有効利用や削減対策等により、実行可能な範

囲で最大限の回避・低減が図られているか否かを判断する。 

以下に示す基準又は目標との整合性が図られているか否

かについての検討による。 
2．基準又は目標との整合に係る評価 
・「杜の都環境プラン」 
（関連ページ：準備書・評価書 p.8.15-7、8） 

※審査会資料：仙台市環境影響評価審査会において平成 22 年 8 月～平成 23 年 1 月にかけて環境影響評価

方法書が審査された際に提出した資料 

 

 

 


